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神の平安、慈悲、そして祝福があなた方の上にありますように

本書の冒頭に従来の索引を廃止し、読者が事前に準備して索引を見落とすことがないようにしました。これにより、本書は3つのパートに分かれており、読み始める前に理解しやすく、興味深く、有益で、退屈しないものとなっています。本書は、アミン・アル・ダルカウィの著書『目標達成法の秘密』を理解するためのガイドです。索引を設けることは不可能だったため、本書はアミン・アル・ダルカウィが執筆・出版したすべての内容を理解するためのガイドとなっています。

本書は、性急な変化ではなく、「確実性」の必要性と、方法の創始者への服従を変化への移行の根本的な条件とする、新しいタイプの変化に焦点を当てています。この方法の秘密（特に第3部）にアクセスするには、純粋な心と、単純な犠牲に体現された象徴的な忠誠心が必要です。本書は、自己再プログラミングへの決定的な呼びかけで締めくくられています。真の変化は、個人にとって最善の利益は、示された道を段階的かつ誠実に歩むことにあるという認識と受容から始まります。したがって、本書は馴染みのある索引として機能しますが、形式が異なり、見出しだけに頼って性急な理解をすることへの強い警告が含まれています。本書は、方法やアプローチを素早く把握したり、比較したり、本書の基盤や提唱する価値観を欺いたり損なったりする意図で的外れな質問をしたりするために、見出しを使用することを戒めています。このため、著者の功績を認め、感謝したい方のために、象徴的な価格として1ドルが設定されています。人生が教えてくれたように、代償なしに得られるものはなく、犠牲なしに得られるものもない。しかし、無条件に与える者は、この世と来世で二重の報いを受けるだろう。これは、理解しやすい人に向けた著者の意図である。真の意図を隠す者は、理解しにくいだろう。彼らは審判の日に隠していたものに苦しめられ、後悔の念に苛まれるだろう。この本は現在、ポッドキャストで無料で入手できる。従来のサブセクションの代わりに作成したこのテキストでさえ、完全な3部構成の本にはない説明が豊富に含まれている。したがって、そこから恩恵を受けたい人は、最終的には自分の利益となるため、著者の方法論を自分の利益のために受け入れるべきである。詳細に理解したい人は...彼の尺度とマイクへの傾倒は、彼の計画が誤っており、損失を増やすだけである。それは両刃の剣なので、兄弟姉妹よ、用心せよ。あなたは、自分の無頓着さを増すようなものに犠牲を払い、声を上げないでいる。それなのに、従えば暗闇から抜け出し、溺れることから救ってくれるものに、どうして犠牲を払わずにいられるだろうか？だからこそ、この本の著者は、あなたがどれほど賢く、あるいは搾取的に理解しようとも、たとえ象徴的なものであっても、犠牲を払うことを望んでいるのだ。なぜなら、目標は値段ではなく、忠誠心にあるからだ。あなたは、あなたに命令する者の支配下にあり、それに従わなければ何の恩恵も受けられない。例えば、メソッドの秘密が書かれているという理由で、第三部にしがみつく人もいるだろうが、心の清らかさがなければ恩恵を受けることはできない。彼らは、たとえ軽微なものであっても罰を受けることになるだろう。なぜなら、すべてのポッドキャストは人工知能によって送信され、アラビア語から英語に変換されたオリジナルの翻訳はそのまま残されているからだ。この本は、コーヒー一杯分の値段、たった1ドルであなたに送られる。お金がないと言わないようにするためだ。これは簡単な例ですが、目的は、何かを求めてくる人よりも自分が先を行っていると思い込まないように注意することです。もしあなたが自給自足的になったとしても、あなたに求める人の意志は、あなたのような人に理解されることを望んでいないことを知ってください。あなたは自分の努力と方法で理解していると思っていますが、それは幻想です。これが道の秘訣です。確信と誠実さをもって、そして熱心に愛をもって神の約束を待ち望むことです。

どのような形であれ、理解するには準備、資格、調査、予測、そして忍耐が必要です。何事も段階的なプロセスなしには得られません。しかし、無知と不注意に浸っている人には、雷のように突然物事が襲いかかることもあります。先に述べたように、理解には前提条件があり、最も準備の整った人が進歩します。なぜなら、彼らは最も洞察力があり、最も安定していて落ち着いており、変化を最も受け入れやすいからです。最初の問題は、自己の内なる誤りと否定的なプログラミングに基づく変化を受け入れることです。これは、サタンとその手下たちが用語を歪曲することによって永続させてきたプログラミングです。人々は、説教、法学、知識の衣をまとって大衆を惑わす無知な人物によって惑わされてきました。これらの人物は地位を与えられ、名誉ある地位を与えられますが、彼らの内面は欺瞞に満ちています。彼らは自分たちの言うことを実践せず、真実を受け入れることを拒否し、評判、地位、あるいは自分たちが代表する表向きの姿や帽子、あるいはそこから得ている富や影響力を失うことを恐れて、本当の意図を隠している。この問題こそが、彼らが理解することを妨げているのだ。これほどまでに惑わされ、偽りにまみれている時に、どうして理解し、学ぶことができるだろうか。理解は、救いが切実に必要な瞬間ではなく、穏やかでより良い状況下で訪れるものだ。なぜなら、その時にはもう手遅れで、心は疑念で満たされ、自分たちのプログラミングは正しく、変えるべきではない、あるいは誘惑に免疫があると確信しているからだ。どうして彼らはそんなことを主張できるだろうか。神よ、お許しください！最良の嘆願は、次のような許しを求めることだ。「主よ、私は自分自身をひどく傷つけました。あなた以外に罪を許す者はいません。ですから、私をお許しください。あなたは寛容で慈悲深い方です。」これは告白だが、心からの真摯な悔い改めが続くだろうか。つまり、自分自身を変え、改めるということだ。変化には代償が伴う。犠牲は、それがあなたの血潮に流れるために必要です。これは容易なことではありませんが、神が許してくださる者にとっては容易なことです。あなたが神に誠実であれば、神もあなたに誠実であられます。しかし、まずあなたは、自分の欲望との戦い、つまり葛藤を受け入れなければなりません。なぜなら、あなたが変わろうと決意した後、それを証明するのは難しいでしょうし、間違いなく偽善者が隠れ場所から現れるでしょうが、忍耐強くありなさい。最初の試練は人々の言葉や嘲笑ですが、それはあなたの召命の誠実さと揺るぎなさの試練でもあります。そして、感謝することを忘れてはなりません。知らないことを探求したり、思い悩んだりして、それがあなたにとって有害か、あなたを惑わす誘惑かと疑う罠に陥ってはなりません。これは、あなたが持っているものへの無頓着さと感謝の欠如から生じるものであり、誘惑からあなたを守ることも、祝福を失うことからあなたを守ることもありません。なぜなら、すべての恵みは全能の神から来るものであり、神は人々にそれを明らかにするために使者を送られたからです。神は、ある人々には特定の祝福を与え、他の人々には与えない。もし彼らがその価値を理解せず、感謝しないならば、神は真に感謝する他の人々にその祝福を移される。だから、だれも他人に対して高慢になってはならない。祝福は神の知恵によって与えられ、また取り去られるからである。祝福が続くことを願う者は、心と口で神を賛美すべきである。なぜなら、自分が持っているものはすべて神からの恵みであり、しもべ自身には何の力も強さもないことを知っているからである。

人が信じ、努力し始めると、より良い変化が起こります。努力しなければ、人は悔い改めなければなりません。許しを求めることで犯した罪は消えますが、悔い改めには、謙遜さを増すために、規律、理解、そして自覚を通して行動を変えることが必要です。これこそが、より大きな導きと揺るぎない信仰へとつながるのです。人が誠実である限り、悪魔との戦いに勝利するための助けが得られますが、それは彼らが考えるほど容易ではありません。欲望、安楽、そして情欲が待ち構えており、人は一人ではそれらを克服できません。しかし、もし彼らが怠惰で弱くなったなら、許しを求め、悔い改め、自分の行いを正さなければなりません。彼らは必ず何らかの兆候を受け取りますが、それに気づかず、自分の過ちを理解できないかもしれません。たとえ間違っていると分かっていても、自分が続けていることが不当で罪深いことに気づかないかもしれません。したがって、変化は後悔、告白、自己受容、そして継続的な改善を通して起こり、その変化は、逆境に直面した際の感謝や忍耐を通して、より大きな善へと導くのです。これは彼らにとって最善の策です。もし彼らが、突然の変化以前の状態にとどまっていたら道を踏み外していたであろうと知っていたら、「もしも...」などと悪意を抱くことはなかったでしょう。ですから、誠実な人は、苦難は祝福であり、苦しみは慈悲であり、泥沼から引き上げるためのものだと理解します。彼らは、反キリストの策略と高利貸しに、自分の意志に反して従わざるを得なかったことを悟ります。したがって、彼らは自分の行いではなく、心が招いた結果に対して責任を問われるのです。ですから、彼らは、自分の住む共同体の中で、自分の手で変えることのできない現実に対して心が反発し、憎しみを抱く限り、どんなことが起ころうとも受け入れなければなりません。たとえこの変化が全く予想外の場所から来たとしても、人はすぐにその理由をつかみ、謙遜が難しく、改革が不可能な悪事に慣れてしまったために変化が起こったのだと理解しなければなりません。最も困難な試練は、これから起こる不正義と抑圧に満ちた危険に無関心な人々の中で生きることである。彼らは無頓着で、無知で、偽善的だ。彼らは矢が的から逸れるように信仰から逸脱し、試練を恐れず、これから起こること、報復と罰がいかに避けられないか、そして手遅れになってから逃れても無駄であることを知らない。そこで彼らは誘惑に遭わなければならない。解決策は、彼らが移住することだ。そうすれば、ジハード、知識、学問、そして来るべき苦難を知るための有益な知識を求めることを怠ってきた自分たちの行いに衝撃を受け、神に救いを祈るようになるだろう。

ですから、あなたが考えていることや、心の中に隠していること（あなた自身も気づいていないかもしれません）に基づいて、挑発や不当な行為の罠に陥らないよう注意してください。あなたの心をより良い方向へ変えてくれるかもしれないもの、あなたが望まず、悪だと認識しているものを憎んではいけません。しかし、それはあなたが気づかないうちに、あなたをより良い方向へと変えてくれるでしょう。もしあなたが祈っていたとしたら、あなたは変わらなかったでしょうし、導かれることもなかったでしょう。ですから、学び、忍耐強く、犠牲を払い、他者を思いやりなさい。他者や自分自身を軽んじてはいけません。あなたはより良い方向へと変化しています。あなたが直面している明らかな困難のために、何が起こっているのかを知らない、あるいは感じていないかもしれません。しかし、問題は解決済みです。満足し、忍耐強くありなさい。あなたは必ず自分の運命と向き合うことになり、負債は返済され、権利は正当な所有者に回復されなければなりません。あなたたちのうち誰が最も善行を行うかを試すためにあなたたちを創造した、最も慈悲深く、最も憐れみ深い世界の主について、あなたはどう思いますか？確かに、勤勉で忍耐強い者の報いは失われることはなく、抑圧者は逃れることはできない。だから、待ち、警戒し、忍耐強く、舌と心の中にあるものを守りなさい。物事を混乱させてはならない。計画と戦略の実行は、妥協したり妨害したりしてはならない。なぜなら、これは神とその使徒（彼に平安と祝福あれ）の敵が行うことだからである。しかし、それ以外のことに関しては、寛容であること、抑圧者を罰すること、報復を行うこと、正当な権利を正当な所有者に回復させることは許される。しかし、限度を超えてはならない。また、どんなに小さなものであっても、誰かの価値を不当に貶めるような挑発の泥沼に引き込まれてはならない。たとえ誰かが過ちを犯したとしても、改心したり、悔い改めたり、罪を認めるよう促される可能性がある状況で、その人を軽蔑したり、嘲笑したり、けなしたりすることは正当化されない。あなたが彼らと戦えば戦うほど、彼らは過ちと悪行に固執するだろう。心底偽善的で欺瞞に満ちた者たちの涙や芝居がかった言動、偽りの忠誠心に惑わされてはならない。彼らの番は必ず来る。神の御心ならば、彼らの欺瞞は必ず暴かれ、終焉を迎えるだろう。神は御自身の事において全能であるが、ほとんどの人はそれを知らない。神は全能にして復讐の神である。あなたから奪われたものはすべてあなたに戻される。平安でいなさい。まだ時が来ていないことを急いではならない。なぜなら、それは最良の時に、一度にすべて訪れるからである。その成果は一石二鳥となるだろう。しかしその前に、あなたは自問しなければならない。「私はそのために何を準備してきただろうか？」分裂の時は試練のようなものだ。それに備える者は真理に服従し、満足し、信仰を増し加える者である。なぜなら、彼の心は清く、不正を拒絶し、抑圧者を支持することを拒む準備ができているからである。

正義への道は調査と探求を必要とし、不正義への警戒と恐れを伴います。正義の天秤は、人々の目に見えるものに基づくのではなく、隠されたもの、すなわち全能の神の御前における意図に基づくものです。しかし、人間は行動の表面的な姿しか見ず、自分の基準で物事を判断し、量ります。だからこそ、私たちは認識の変化を求め、要求するのです。そうでなければ、彼らは忍耐強くなく、すでに忍耐を失っています。私たちは、誘惑される前に認識を変えるよう警告しますが、残念ながら、彼らはそれを理解していないため、受け入れません。彼らは古い思考パターンと古い天秤にとどまり、忍耐を欠いたまま失敗に終わります。誘惑が訪れたとしても、彼らが変化しない限り、問題は解決します。なぜなら、誘惑される運命にあるならば、それは彼らの手に負えないからです。したがって、彼らはその変化に耐えることができません。誘惑は、共に泳ぎ、従い、理解しない者を待ったり相談したりしない波のようなものだからです。彼らが依然として外面的な行動のみに基づいて判断を下している限り、どうして成功できるだろうか。むしろ、彼らは邪悪で、欺瞞的で、裏切り者であるゆえに、これらの波に押し流された時、彼らの欺瞞と嘘は暴かれるだろう。彼らは容赦なく、助けを求めることも、目覚めることもできずに、恥辱を受けることになる。こうして彼らは試練を受け、後悔に苦しむことになる。なぜなら、手遅れになって初めて、彼らは事の重大さに気づくからだ。彼らは、自分たちの行いとそれに対する誇り、そして知識も調査も探求も、罪を犯すことへの恐れもなくなされた宣言や発言が、すべてを無意味なものにしてしまったことに気づくだろう。なぜなら、変化は長く険しい道であり、嘘をつく犯罪者の中で、事前に忠告され、警告され、注意されていたように、その道を歩まずに罰を免れる者は一人もいないからだ。自分を偽善者、欺瞞者と見なし、信者を惑わすために隠していた本性とは異なる顔をしていた者たちは、この世での罰を逃れたに過ぎず、復活の日に最も厳しい罰が彼らには用意されている。むしろ、彼らは最も厳しい罰を受ける者たちである。彼らは、改心することを拒み、傲慢にも他人を嘲り、自らの罪に誇りを持ち、さらには他人が罪に誇りを持っていると非難する者たちである。彼らは、知識も導きもないまま口にした言葉の結果を、間もなく知ることになるだろう。これらの人々は、感謝の念を持たず、他人が与えてくれるものに決して満足しないために、サタンの罠に陥ったのである。彼らは外見に惑わされ、議論や論争、嘲笑を繰り広げ、自らの舌から出る言葉の危険性や、自らに降りかかる地獄の業火を顧みない。彼らには忍耐と感謝が欠けている。なぜなら、感謝と忍耐は心で測られるものであり、そこでは、すべてを包み込む神の慈悲の広大さの中に平安と確信を見出すからである。そして、試練から救われるのは、主への信仰を持つ者だけである。信仰を持ち、満足することが、安楽であり、人々を試す試練からの免罪符であり、試練は彼らの欲望に反してのみ訪れると、どうして彼らは信じることができるのだろうか。彼らの表面的な、否定的な思考パターンが変わらなければ、どうなるだろうか。間違いなく、彼らは滅びるだろう。真の尺度は心が得るものにあるからである。そうすれば、心は忍耐し、正直さと誠実さを育むことができる。そして、心はより善に傾き、より堅固であり続け、より正義へと導かれる。変化は徐々に起こり、重荷は一滴ずつ満たされていく。急いで満たして捨ててしまえば、それはまるで散らばった塵に過ぎなかったかのようにこぼれたり破壊されたりするだけである。だからこそ、私たちは常に、変化は自分自身から、内側から、内なる自己から、健全な価値観と健全な自然の原理から始まるべきだと言うのです。なぜなら、ここであなたは外部からの影響をコントロールし、あなたの導きと影響力は、外部から来るものよりも大きくなるからです。外部があなたに影響を与えるためには、それが打ち勝ち、克服されなければなりません。なぜなら、真理は至高であり、それを超えるものは何もないからです。そして、根源からの変化こそが変化の源であり、それは内なる意思決定、つまり独立をコントロールすることを伴うからです。自己認識を伴うため、物事は私たちのコントロール下に置かれます。なぜなら、認識が変わり、私たちは全能の神への畏敬と恐れを抱き続け、神に私たちの行いを受け入れてくださるよう祈り、正義を追求し、私たちが神に対して正しく、正直で、有能で、誠実でないかもしれないことを恐れなければならないと知るからです。この恐れは不可欠です。なぜなら、誰も自分が正しいと主張することはできませんが、神は御心にかなう者を清めてくださるからです。性格の変化によって選考プロセスが容易になり、戦略が強化されるため、適任者であれば選考と任命が順調に進み、その資質、特性、人格は神の導きによるものとなる。彼らは探求において決して出し惜しみせず、憶測や偶然、無駄話や挑発に巻き込まれることも、欲望や悪魔の囁きに屈することも、一切排除しない。すべては計算尽くされており、彼らは常に神の監視を意識している。

自己認識を必要とする事柄においては、疑念や不信が入り込む余地を一切残してはいけません。たとえ当初は自分で決めていなかったとしても、自分ではコントロールできない信念は徐々に根付いていきます。あなたはただ扉を開け放しておいただけなのです。私たちは、あなたがその扉をしっかりと閉める、つまり自分自身を知るというアプローチに疑問を抱いています。そのためには、まず自分の認識を変え、人々をありのままに理解し、受け入れ、尊重し、そして彼らが変わるのを助ける必要があります。まず自分自身をコントロールし、自分自身を知らなければなりません。あなたがその模範でなければ、この知識を持っていると主張することも、他人に与えることもできません。物事は明らかになり、真実はすぐに白日の下に晒されるでしょう。しかし、あなたが頑固で、欺瞞的で、傲慢で、うぬぼれ屋でいることを決意しているなら、すべてがあなたに警告や助言を与えてくれるとは限りません。自己認識とは、ただ閉じ込めておくべき情報ではありません。そして、その後、自分の気まぐれに合わせて、時には嘘をつき、時には力ずくで変化する方法を自分に与える権利を自分に与えるものでもありません。この問題は神の御手の中にあり、あなたの手の中にあるのではありません。あなたには何も変える力はありません。理解を深め、認識を変え、真の運命、真の敵、そして真の戦争を認識しなければなりません。分かりましたか？なぜなら、プログラミングと認識を変えない限り、一般的な見解は理解できないからです。したがって、物事はあなたが考えているようにはいきません。変化は、あなたが最も予想しないところから必ず訪れます。あなたは誘惑され、試練にさらされ、いかなる試練も避けることはできません。これは非常に重要な問題です。しかし、あなたには選択肢があります。認め、受け入れ、許しを求め、神に悔い改め、自分のプログラミングを解体し、最悪だと思う人々に従おうとするが、その規模はあなたが見ているものとは異なります。また、ファラオが主張したように、彼らを導くために自分が見ているものだけを見せていると言って、信じずに自分の誤りにとどまるという選択肢もあります。全能のアッラーは言われた。「ファラオは言った。『モーセを殺させてくれ。そして、彼に主を呼び求めさせよう。私は、彼があなた方の宗教を変えたり、この地に腐敗をもたらしたりするのではないかと恐れているのだ。』モーセは言った。『確かに、私は審判の日を信じない傲慢な者すべてから、私の主とあなた方の主に避難を求めてきました。』ファラオの一族の信仰深い男が、信仰を隠して言った。『あなた方のところに来た人が、「私の主は神である」と言っただけで殺すつもりなのか...』」あなた方の主からの明白な証拠がある。もし彼が嘘つきなら、その嘘は彼の上に降りかかる。しかし、もし彼が真実を語るなら、彼があなた方に約束したことの一部があなた方を苦しめるだろう。確かに、アッラーは背信者で嘘つきを導くことはない。わが民よ、今日、あなた方の王国はあなた方のものであり、あなた方はこの地で支配的である。しかし、もしアッラーの罰が私たちに下るならば、誰が私たちをその罰から守ってくれるだろうか。ファラオは言った。「私は自分の見たもの以外はあなた方に見せないし、正しい道以外にはあなた方を導かない。」そして信仰する者は言った。「わが民よ、私はあなた方に、同盟者たちの運命、ノアの民、アードの民、サムードの民、そしてその後の民の運命のような運命を恐れている。アッラーはしもべたちに不当なことを意図されない。わが民よ、私はあなた方に、呼び声の日、あなた方が逃げ惑う日を恐れている。アッラーからあなた方を守る者はいない。アッラーが迷わせた者には、導き手はいない。」[ガーフィル章：26-33]

ですから、この議論を続けましょう。あなたの執拗さと頑固さは、あなたの妄想を深めるばかりで、真実が見えなくなっているにもかかわらず、あなたはそれに気づいていません。あなたの時が来るまで、あなたは知らず知らずのうちに敵を作っているのです。あなたを呪い、あなたに陰謀を企て、あなたの主張の虚偽を暴こうと画策する者たちの流れを止めることはできず、あなたの罪は増えるばかりです。あなたが信じていることは、富を蓄積し、築き上げるための単なる手段であり、それは他人やあなたの相続人に受け継がれるだけで、あなたが必死に追い求めたものから何の利益も得られません。なぜそれを放棄するのか、理解していますか？それは、あなたにそれを他人に手放させるために仕組まれた欺瞞と裏切りなのです。あなたの損失と敗北は、あなたに明らかになりましたか？ですから、あなたが物質的で世俗的だと認識している戦争は、あなたが見ているものに過ぎません。それは、人間とジンの間の悪魔との真の戦い、あなたを地獄に突き落とす戦いではないのです。あなたが追い求め、戦っているものは罠であり、あなたを溺れさせようとする者たちが仕掛けた誘惑です。彼らはサタンと裏で手を組み、あなたが変わるのを阻んでいます。ですから、正義はあなたの血に流れているべきですが、まずバランスを理解し、真実を語り、行動し、導かれるようにしてください。あなたが取るすべての行動には影響があると信じて。もしそれが私たちの望むものとは異なる影響を及ぼせば、罪はあなたに残ります。ですから、これをよく理解し、学んだ後、あなたはそれを実践できますか？これが課題なのです。多くの人が知っていながら、狡猾なふりをして真実を無視します。偽善者だけでなく、真実を知りながら否定し、無視する者もいます。例えば、あなたは、不当な扱いを受けた人に権利を返還したり、罰を与えた人に罰を終わらせたりすることができますか？そして、真実を支持し、偽りを拒絶する兄弟への熱意と愛を失わずに、恥じることなく彼らに知らせ、彼らのもとへ行くことができますか？これは、単なる知識や言葉、主張ではなく、あなたの信念の誠実さを表すものです。それは、その所属の本質と性質がまだあなたの中に根付いていないことを意味します。そして、あなたは自分の行動すべてを監視し、すべての行動、報酬と罰の両方に責任を持つようにします。そして、たとえあなたに害を与えた人が忘れていても、あなたは彼らのところへ行き、彼らが何をしたのかを伝え、今は優しさと平和をもって彼らに戻ったことを伝えます。なぜなら、あなたは常に覚えていなければならないからです。必要以上に罰を与えてはなりません。さもなければ、あなたは不当になります。もしあなたが誰かを何らかの理由で罰し、その後、彼らの改心の原因が彼ら自身の行いにあることが明らかになった場合、罰を取り消さないのは不当です。あなたはこれができますか？ここで話しているのは、国家の法制度などではなく、あなたの日々の交流のことです。過ちを犯した多くの人々は、悔い改めれば完全に縁を切られるに値しないので、公正に扱われるべきです。つまり、彼らが改心した後、あなたは彼らに戻るべきです。あなたが彼らから背を向けたとき、あなたは完全に背を向け、彼らが何をしようとも、彼らの条件を満たさない限り、あなたは満足しないと思っているのかもしれません。しかし、そうではありません。あなたは自分が不当なことをしていると考えるべきです。なぜなら、彼らがあなたが罰した過ちを放棄した以上、正義は今や彼らの側にあり、あなたはそれを認め、彼らのもとへ行き、自分がしたことを伝え、謝罪する権利があるからです。彼が受けた罰は正当で当然のものであり、彼が自分の行いを正した以上、彼自身の利益のため、そして彼が更生と知識へと向かうよう促すためにも、このことを説明するのは当然のことです。これはまた、彼の悔い改めの熱意を高め、彼自身だけでなく、彼の家族や彼が世話をする人々の更生を早めることにもつながります。このようなことは多くの場面で起こりますが、人々は自分の過ちを認めないために、不当な扱いを受けた人々に真実を語ったり、謝罪して不満を解消したりすることができないのです。実際、誰かが困難に陥ると、人々はその人を避け、遠ざけ、見捨てるかもしれません。そして、その人に不当な仕打ちをしたことを恥じて、疎遠にしてしまったことを後悔するのです。彼らは、たとえ自分自身に不利なことであっても、真実を語ることをためらってはなりません。また、善意を示す人々には機会を与えるべきです。まるで自分たちが絶対的に正しいかのように神のしもべたちを悪く思い、他者を赦さないのに自分だけ赦されることを期待してはなりません。なぜなら、多くの議論がある一方で、真の知識は、人が真実を語っているか、それとも欺瞞的であるかを明らかにするために、実践を通して試され、証明されなければならないからです。したがって、これらの人々は、富、子供、配偶者、あるいは権力によって、差別なく正義、公平、報復、平等の原則を守ることから気を取られるならば、何も得られないことを理解しなければなりません。すべての人々は同じ価値観と原則に基づいて平等に扱われるべきであり、二重基準、憎悪、人種差別は容認できないことを理解しなければなりません。報復と正義は最大限かつ最も徹底した形で適用されなければならないことを知らなければなりません。なぜなら、この問題は実に難しく、それを怠った場合の結果は深刻だからです。小枝を失うような些細な不正でさえ、それ自体が不正です。そのような行為に慣れてしまった者は、堕落する可能性が高いのです。この問題は非常に難しいため、危険でもあります。大多数の人々が欲望に身を任せ、不正を犯さないように注意すること、正当な所有者に負っているものを返還すること、あるいは忍耐力を発揮することを忘れてしまう可能性があるからです。なぜなら、私たちが述べたことは危険だからです。あなたは知らず知らずのうちにこれらの行為を犯し、不当に奪ったものを返すことや、後々、問題が頻繁に起こるようになった場合に引き起こした損害を賠償し、修復することを忘れてしまうでしょう。最も危険なのは、まるでそれが埋もれ、隠され、忘れ去られ、物事が本来あるべき秩序、つまり報復と復讐によって二度と戻らないかのように、認めること、許しを求めること、悔い改めることを避けることです。これは不信感と救済を期待できないことから生じます。このような人は容易に道を踏み外します。なぜなら、時が来て行動する許可が与えられたとき、彼らは間違いなく準備ができていないからです。富や子供のことで頭がいっぱいで、満足すべきもの、つまりわずかなもので満足し、悔い改め、主から許しを求めることに気づかず、無頓着なままでいるとき、どうして彼らは望まないもの――報復、和解、平和――を受け入れることができるでしょうか。正義に慣れていない者は、どうして惑わされずにいられるだろうか。すべては量られ、計算されるのだから、たとえ復讐を望むとしても、虐げられた後に虐げる者となる前に、正当な権利だけを奪うという極めて慎重な心構えを身につけなければならない。このことは、すべての人が知っておくべきであり、学ぶべきである。これを知らず、望まず、気づかずにこれに抵抗する者は、どうして惑わされずにいられるだろうか。逆に、わずかなものに感謝し、愛に満ち、満足し、感謝する者は、仕事に熱意と献身に満ちている。彼らは、せっかちにならず謙遜な者であるため、増し加えられるに値する。彼らは与える者であり、分配と戦利品において優先権を持つ。期待を焦って力ずくで奪い取った者は、奪い取ったものの、すぐに消え去り、祝福は滅び去った。同様に、富を増やす者の例は、たとえ本人が自分の富が増殖すると考えていても、偽りである。それどころか、彼の末路は必然的に欠乏と損失となる。これは、自責の念の欠如と貪欲、すなわち、金銭欲や欲望、人間やジンの悪魔に従うといった外的な物質的原因に転嫁される内的原因によるものである。これは、本人がまず自分自身を変えなかったために、支配的で不変の結果として残る。そして、悪魔的な、人を惑わす比較は、人々の間で戦争、争い、憎しみを煽り続け、部族主義、民族主義、偽りの宗派主義を助長し、最終的には何の益にもならない多数派であることを喜ぶ。彼らは、人間の悪魔やジンの悪魔の仲間たちに、心の偽善を露わにするこれらの嘘を信じ込ませ、外見だけに基づく比較を信じ込ませているのである。このように、サタンの知識が一部の誤った権威者や指導者の間で広まると、彼らは必然的に、すでに誤った道に迷いやすく、真理の探求に熱心でも慎重でも勤勉でもなかった人々、つまり真理を求める心を持たない人々をも引き寄せることになる。なぜなら、真理を受け入れる純粋な内なる核が欠けているからである。したがって、外部からの悪魔的なささやきは、彼らの嫉妬、恨み、憎しみ、不寛容、そして愛の欠如を増長させるだけであることは確実である。それゆえ、この点に関して我々が述べたこと――自責の念の欠如、サタンに従ったことへの後悔の欠如、それを認めようとしない態度、そしてそれを認めることを妨げる傲慢さ――は、まさにその明確な例である。正義、確信、誠実さ、神への真の信頼、そして満足が欠けている限り、あなたは必然的に間違った道を進み、サタンの罠に陥りやすく、けちに苦しめられるでしょう。真の満足は神から来るものであり、それは神への依存を通して得られます。そうすることで、あなたは誤った道から逃れることができるのです。神以外にあなたを救い出すことができる者はいないからです。これは、あなたを苦しめてきた過去の否定的な考え、あなたに降りかかった出来事への不満、そしてまだ起こっていないことへの過剰な恐れを悔い改め、認めることによって得られます。それは、過去の否定的な思考パターンを変え、それを解体し肯定的なものに置き換えるために神の助けを求めることを意味します。あなたが否定的な考えを抱いていたために、問題はあなた自身の中にあり、変化を起こさず、自分自身に責任を負わなかったことにあることに気づかなかったのです。あなたがこれを行えば、物事は努力することなく徐々に自然に改善していくでしょう。誰もがあなたに加わり、すべての被造物があなたに仕え、誰もがこのダイナミズムに参加するでしょう。あなたが毎回近づいていたこの美しい報いは、信仰を深め、行動を起こすまで消え去り、その後戻ってきます。これは、神への心からの悔い改めを通して得られるものです。神以外に罪を赦す者がいるでしょうか？まず、自分自身を改め、赦してください。まるで全てが自分のコントロール下にあるかのように、あなたはそれに気づかず、おそらくは自分自身の外に解決策を探し求めているのでしょうが、実際には解決策はすぐそばにあるのです。全能の神はこう仰せられています。「我々は既に人間を創造し、その魂が彼にささやくことを知っている。我々は彼の頸静脈よりも彼に近いのだ。」[カーフ章16節]。ですから、進歩するためには、自分自身を受け入れ、過ちを認め、後悔し、改心することを決意しなければなりません。これは人類の問題の半分を占めています。なぜなら、それは自分の状況を誤って診断することから生じているからです。これは魂のけちさであり、人は自分が持っていないものを与えることはできません。成功し、この道に導かれるためには、心から悔い改め、許しを求め、後悔し、過ちを告白しなければなりません。そうすれば、全能の神の助けを受け、神はあなたを見捨てません。もしあなたが自分の力に任せられるなら、あなたは滅び、失うでしょう。全能の神はこう仰せられました。「彼らは、たとえ自分がひどく困窮していても、自分よりも他人を優先する。そして、自分の魂のけちから守られている者こそ、成功する者である。」[アル・ハシュル：9]。神とその使徒を支援するために急ぎ、競い合い、征服前に奮闘した者は称賛される者であり、彼らに匹敵する者は誰もいません。なぜなら、彼らは征服後、状況が安定し、争いが収まった後に来る者よりも偉大だからです。最大の報いは、争いが消滅する前、戦争が終わる前に得られるのです。全能のアッラーはこう仰せられた。「不信仰な者たちに出会ったら、彼らの首を斬り、彼らを皆殺しにした後、彼らを捕らえ、その後恩恵を与えるか、あるいは戦争が終結するまで身代金を受け取りなさい。その通りである。もしアッラーが望まれたなら、自ら彼らに復讐することもできたであろうが、あなたがたのうちの何人かを他の者たちを通して試すために、そうされたのである。アッラーのために殺された者たちの行いは、決して無駄にはならない。」[ムハンマド: 4]まるで全てが手の届くところにあるのに、それに気づいていなかったかのようです。もしかしたら、目の前にあった解決策を、自分の手以外のところで探し求めていたのかもしれません。全能の神はこう仰せられています。「我々は既に人を創造し、その魂が彼にささやくことを知っている。我々は彼の頸静脈よりも彼に近いのだ。」[カーフ章16節]。ですから、進歩するためには、自分自身を受け入れ、過ちを認め、悔い改め、改革に励まなければなりません。これは人類の問題の半分を占めています。なぜなら、それは自分の状況を誤って診断することから生じているからです。これは魂のけちさであり、人は自分が持っていないものを与えることはできません。成功し、この道へと導かれるためには、心から悔い改め、許しを求め、悔い改め、過ちを告白しなければなりません。そうすれば、全能の神の助けを受け、神はあなたを見捨てることはないでしょう。もしあなたが自分の力に任せられたなら、あなたは滅び、失うことになるでしょう。全能のアッラーはこう仰せられました。「彼らは、たとえ自分たちがひどく困窮している時でも、自分よりも他人を優先する。そして、心のけちから守られている者こそ、成功する者である。」[アル・ハシュル：9]。アッラーとその使徒を支えるために急いで駆けつけ、征服前に奮闘した者こそが称賛されるべき者であり、彼らに匹敵する者はいない。なぜなら、彼らは征服後、状況が安定し争いが収まった後に現れる者よりも偉大だからである。最大の報いは、争いが終結する前、戦争が終わる前に得られるのである。全能のアッラーはこう仰せられた。「不信仰な者たちに出会ったら、彼らの首を斬り、彼らを皆殺しにした後、彼らを捕らえ、その後恩恵を与えるか、あるいは戦争が終結するまで身代金を受け取りなさい。その通りである。もしアッラーが望まれたなら、自ら彼らに復讐することもできたであろうが、あなたがたのうちの何人かを他の者たちを通して試すために、そうされたのである。アッラーのために殺された者たちの行いは、決して無駄にはならない。」[ムハンマド: 4]まるで全てが手の届くところにあるのに、それに気づいていなかったかのようです。もしかしたら、目の前にあった解決策を、自分の手以外のところで探し求めていたのかもしれません。全能の神はこう仰せられています。「我々は既に人を創造し、その魂が彼にささやくことを知っている。我々は彼の頸静脈よりも彼に近いのだ。」[カーフ章16節]。ですから、進歩するためには、自分自身を受け入れ、過ちを認め、悔い改め、改革に励まなければなりません。これは人類の問題の半分を占めています。なぜなら、それは自分の状況を誤って診断することから生じているからです。これは魂のけちさであり、人は自分が持っていないものを与えることはできません。成功し、この道へと導かれるためには、心から悔い改め、許しを求め、悔い改め、過ちを告白しなければなりません。そうすれば、全能の神の助けを受け、神はあなたを見捨てることはないでしょう。もしあなたが自分の力に任せられたなら、あなたは滅び、失うことになるでしょう。全能のアッラーはこう仰せられました。「彼らは、たとえ自分たちがひどく困窮している時でも、自分よりも他人を優先する。そして、心のけちから守られている者こそ、成功する者である。」[アル・ハシュル：9]。アッラーとその使徒を支えるために急いで駆けつけ、征服前に奮闘した者こそが称賛されるべき者であり、彼らに匹敵する者はいない。なぜなら、彼らは征服後、状況が安定し争いが収まった後に現れる者よりも偉大だからである。最大の報いは、争いが終結する前、戦争が終わる前に得られるのである。全能のアッラーはこう仰せられた。「不信仰な者たちに出会ったら、彼らの首を斬り、彼らを皆殺しにした後、彼らを捕らえ、その後恩恵を与えるか、あるいは戦争が終結するまで身代金を受け取りなさい。その通りである。もしアッラーが望まれたなら、自ら彼らに復讐することもできたであろうが、あなたがたのうちの何人かを他の者たちを通して試すために、そうされたのである。アッラーのために殺された者たちの行いは、決して無駄にはならない。」[ムハンマド: 4]

この邪悪な陰謀が暴かれ、魔法の結び目が解かれ、人類を支配する悪魔の役割が明らかになるのは必然だった。そのためには、彼らの裏での活動を追跡し、欲望と憶測という人間の弱点を利用する必要があった。彼らは遊びながら、あらゆる会話を盗み聞きしていた。神の慈悲によって、すべてが徐々に展開し、定められた時が最も完璧な形で近づく。これは真実の約束であり、悪魔の活動と影響力を強める約束である。これらは決定的な瞬間であり、終わりの始まりを告げる。すべてには終わりがあるが、どのような終わりで、どのように？あなたは準備ができており、辛抱強く待ち、快適な場所を離れ、生き残るため、あるいは単なる古代の神話だと考えていることを実現するために犠牲を払うことができるだろうか？証拠が確立された後、常にあなたに開かれていると思っていた扉は閉じられるだろう。これはあなたの信念と信仰の試練であり、疑念を避け、「私は探していたものを見つけた。だから自分の欲望に逆らって真理に従う」と言えるかどうかの試練でした。私は、先人たちが言ったように、「我々の中で最も卑しい者だけがあなたに従った」[Hud: 27]とか、「もしあなたの部族がいなかったら、我々はあなたを石打ちにしていただろう」[Hud: 91]とか、あるいは「後の宗教ではこのようなことは聞いたことがない」[Sad: 7]などとは言いません。もっと簡単に言うと、もし私たちがあなたに何かを与えず、あなたがそれで満足せず、与えたときに満足するなら、あなたは疑って​​いるようなものです。なぜなら、あなたはそれをどう楽しむべきかを知らないからです。同様に、何かを与えるよりも与えないことに善があると固く信じなければ、あなたの心を満たす疑念はあなたを害します。同様に、心が病んでいて、その思考パターンを変えようとしないために、性急に行動し、軽率な発言をし、誤解し、悪意を抱き、嘘をつく人々もいる。中には、自分の動機と外見の矛盾を認めようとせず、バランスを取ろうとせず、問題の根本に取り組もうとしない人もいる。内面と外面の矛盾の現れとしては、機会の配分と分配における不公平、人々に不当な法律を押し付けること、そして無責任で不健全な人々（実際には愚か者）による何ヶ月もの議論を必要とする人為的な法律による変化の遅さなどが挙げられる。これは、正当な権利を持つ人や人々自身がそのような変化を要求する場合に起こる。しかし、他の誰かがこの問題を提起しても、抑圧された人々のために声を上げる人はほとんどいない。実際、ほとんどの人は抑圧された人々を擁護することを避け、正義とその意味についての議論に参加することを恐れている。

組織的な腐敗、蔓延する贈収賄、そしてすべての市民に対する透明性と正義の欠如の根本原因を探ることは極めて重要です。例えば、博士号やそれに類する資格（卒業研究や発明などと呼ばれるもの）を持つ人は、優遇措置や名声、場合によっては経済的または社会的な支援を受けるかもしれません。一方、広範な研究を行う機会を逃した人は、研究成果を発表したり、宣伝したり、資金を確保したりする権限がありません。この不公平は、抑圧的な法律、あるいは研究が専制的な支配者を脅かしたり暴露したりするからかもしれません。しかし、神への信仰をもって、私たちは報復は避けられないと信じており、天秤は傾くでしょう。かつて過小評価されていた人々、そして機会さえ与えられれば、特定の分野に限定された1つか2つの研究論文だけでなく、様々な分野にわたる何百もの研究を生み出すことができたであろう人々が、力を与えられるようになるでしょう。特定の研究分野での成功は、他者に影響を与え、彼らが自らの道を切り開くことを可能にする機会を創出し、イニシアチブを開始することの成功よりも価値があるわけではありません。そうすることで、あなたは彼らの研究を実質的に代行していることになりますが、彼らの報酬を少しも減らすことはありません。これは、世界各地の人々が成し遂げた数々の革新的な成功の信頼できる代表者になるようなものです。それらの成功は、世間には無視されているように見えますが、実際には、権力バランスを覆し、人間とジンの両方の敵を恐怖に陥れる、根本的な世界的変革を表しています。これは、悪のシステムを維持するために作られた、単に捏造されたり隠されたりしたアイデアではないものを広めることを意味します。この怒り、あるいは数百人の個人が、このような根本的な変化をもたらすことができると賭ける人はほとんどいないでしょう。これが変化の本質です。中には彼らを過小評価し、私たちが支援を求めるべきこのベドウィンが誰なのかさえ疑問に思う人もいるかもしれません。これは人類への試練です。沈黙を守る者は、嘲笑し、彼の先導に従うことを拒否する者です。この変化は初期段階では小さく、疑念を招きやすい。疑念を抱き、躊躇する者は、表面的なことばかりに目を向けている者たちだ。だからこそ、私たちは人々に、根底にある現実を見落とす危険性を警告する。研究や権威を称賛する人はどれほどいるだろうか。しかし、機会さえ与えられれば、実績のある者（単なる卒業証書に過ぎず、真の価値を持たない）よりも少ない研究やアイデアで、あなたを驚かせるような人々がいる。彼らが、まだ公表していない知識の中に見出すダイナミズム、豊かさ、そして輝きは、実に驚くべきものだ。なぜなら、ほとんどの国において、悪の勢力が現在、そのような知識と戦っており、それを許さないからだ。彼らは、自らの墓穴を掘ることになるのを知っている。そのため、彼らは、評価も認知もされないことを承知の上で、その一部しか公表しない。こうした者たちは、成功者であり、民衆の中の異端者であり、改革者というよりはむしろ腐敗した者たちなのかもしれない。彼らの揺るぎない信念は、彼らのビジョンと忍耐の背後に隠されたものが明らかになり、彼らが提唱するものが徐々に広がり、何百万人もの人々が学びと研究に没頭するようになるまで、揺らぐことはないでしょう。これが最善の行動です。なぜなら、それは何百万人もの研究者に貢献し、彼らに新たなアイデアを提供し、彼らを闇から光へと導くからです。これこそ真のリーダーシップです。そのためには、彼は全世界を支配し、所有しなければなりません。なぜなら、彼に戦いを挑み、魔法を解き放ち、彼を貶め、非難するために争いを引き起こすのは悪魔たちだからです。彼らは、彼が支配し、所有することで、自分たちの終わりと、最後の一人まで皆殺しにされることを知っているのです。

例えば、何ら目新しい点や注目すべき点のない研究を提出しても、それが受理され、「博士」や「教授」といった称号を与えられる者がいる。しかし、これらはすべて虚偽であり、捏造されたものである。受理されるのは、その研究の基盤が腐敗しており、支配者の抑圧を助長したり、悪質な体制や政権の支配を永続させる計画を称賛したりするからに他ならない。言い換えれば、脅威とならない限り、研究として認められ、著者は高い地位や社会的・メディア的な認知を得るかもしれない。残念ながら、ほとんどの人は見かけに惑わされ、知識の普及や指導者・影響力者の受容の根底にある理由を探ろうとしない。そのため、現状は完全に逆転してしまっている。何百万人もの人々が従っているこの見かけ上の傾向は、根本的な現実を忘れているため、誤りである。つまり、この傾向は、優先順位を忘れ、公金を健康、正義、そして適切で有益な教育ではなく、虚偽に浪費する腐敗した支配者に対する彼らの偽善と追従を助長するだけであり、彼らが現在採用している悪魔的なシステムではない。したがって、失業を防ぐための教育戦略に適切な取り組みを行うべきである。彼らがこれにばかり気を取られ、根本的な問題を忘れていることが、彼らの苦しみを悪化させるだけである。言い換えれば、彼らの心は病んでおり、腐敗と無能にもかかわらず自分たちを統治する者たちを受け入れ、選出し、就任させているのは、彼ら自身の責任である。彼らは内心では彼らを擁護しているが、外面では「変化が欲しい、もううんざりだ」と言っても嘘をついている。彼らに媚びへつらい、反抗せず、彼らをその地位に留めておけば、何も変わらないだろう。

このプログラムの変更は、安楽に甘んじることなく、全能の神から力を得るため、試験に向けて力強く、忍耐強く、そして満足して準備するためである。

大切なのは、死ぬまで神の道を歩み続けることであり、死を急ぐことではありません。道は長く、神にお会いする前に準備が必要ですが、あなたは貧しいのです。あなたには何がありますか？誰があなたを助けてくれるでしょうか？神以外に誰があなたを慰めてくれるでしょうか？これはあなたが自問自答しなければならない問題です。正義は果たされなければなりませんが、死後にはもはや行動の余地はありません。そして、神との出会いが訪れます。大切なのは、神にお会いする前に神の道を歩み続けることです。なぜなら、その後は誰もあなたの面倒を見てくれないからです。あなたは、人生の始まりと同じように、人生の終わりにも誘惑されるかもしれないことを知って、満足し、忍耐強く、神への信仰を持つ機会があります。ですから、用心してください。あなたは、良い結末を迎えるために、あるいは、もし前もって悔い改めなければ、その逆、つまり神に誓って悪い結末を迎えるために、何かを成し遂げていなければなりません。ですから、どんなに小さな行いであっても、決して軽視してはいけません。それがあなたを救うものになるかもしれないからです。全能の神は慈悲深い方であるため、あなたは道の終わり、試練の終わりにたどり着くまで、神を必要とし続けなければなりません。なぜなら、その時、試練はもはや存在しないからです。あなたはすでに神の恵みによって、神に出会う前から神を必要とし、嘆願と祈りを通して神があなたに恵みを与え、試練から救ってくださると信じて、成功しているからです。つまり、あなたが心から悔い改めるならば、あなたは成功しているのです。なぜなら、信仰を持ち、揺るぎない者となった後では、全能の神の慈しみを拒むことはできないからです。神は、誠実で信仰深いしもべたちに恵みを与えてくださいます。人からの施しは拒むことができますが、神からの施しは拒むことはできません。なぜなら、全能の神は最も慈悲深く、最も寛大な方であり、あなたはあらゆる面で神を必要とし、神に依存しているからです。したがって、最も重要なことは、目的地に到達することではなく、道を歩み続けることなのです。目的地に到達するには、揺るぎない忍耐が必要であり、神があなたを強め、慈悲を与えてくださらない限り、それを保証することはできません。これは、あなたが神の慈しみを受け入れ、神の摂理に従い、神の厳しい命令を守り、神の命令に従い、神の禁令を避けることによって実現します。ここにこそ必要性があり、あなたが目的地であり、そこに結果があるのです。しかし、努力を怠った者は、見向きもされず、助けも支えも受けません。つまり、事前に努力をしなければ、誰も彼らを助けたり支えたりしないということです。目的地に到達するのは、努力するに値する者であり、努力もせずに急いでそれを望む者や、すべてを知りたいと願う者ではありません。あなたは知識を欠いていますが、それは徐々に得られるものです。あなたが揺るぎない忍耐を保てば、理解が深まり、洞察力が開かれ、その程度に応じて神の御心を得るでしょう。ですから、焦らず、要求をしてはいけません。あなたは召使いの立場にあるのですから。そしてしもべの唯一の務めは、主に従い、主人に服従することです。そうすれば主人はしもべに、主人が望むもの、主人が益となるものを与え、主人が創造された目的を果たすのを助けてくださいます。しもべは信仰に応じて試され、善を愛する度合いに応じて、神はしもべが知識、知恵、記憶、堅固さ、そして導きを得るのを助けてくださいます。しもべは決して不当な扱いを受けることはありません。あなたが何かを忘れることはあっても、神はそれを忘れず、たとえ時間が経ってからでも、あなたに報いてくださいます。ですから、良い考えを持ちなさい。すべての善は、良い考えを持ち、満足することにあるからです。満足の中には、神があなたに勝利を与えたいと願っているという知識と確信があります。なぜなら、あなたはそれに値するからです。ですから、疑ってはなりません。神の慈悲と祝福があなたに降り注ぐのですから、神に感謝し続けなさい。そして、神の目には自分が取るに足りない存在であるとか、神にとって自分が大切な存在ではないなどと思ってはなりません。確かに、真理の道を堅固に、忍耐強く歩み、あらゆることに満足し、楽観的であれば、どのような喜びがあなたを待っているか、あなたは知らない。なぜなら、それは良いことだからである。だから、何事にも性急になってはならない。しかし、警戒心を持ち、用心深くあり、神の計画から安心しきってはならない。そうすれば、あなたの知識は増し、イマームに従い、前もって彼を知ることによって成功するだろう。彼を知らずに死ぬ者は、無知の死を迎える。では、彼と共に暮らしながらも、彼を支えず、従わず、彼を知らなかった者はどうだろうか。そのような者は羅針盤を持たない。どうして成功できるだろうか。どうして主を知ることができるだろうか。証明は確立されなければならない。おお神よ、ムハンマドとその家族を祝福し、彼らの救済を早めてください。救済は隠蔽が解かれた日に訪れる。それは救済を早めたものであり、知識への呼びかけである。これは、忍耐と待ち望んだ後に、資格、改革、準備によってふさわしい者だけに与えられるものである。その時、再出現は避けられない。なぜなら、その後は、彼らが長い間、欺瞞の中で善行を行っていると思い込んでいた後では、誰の信仰も、隠密行動も、嘆きも、主張も、何の益にもならないからである。おお神よ、私たちに御自身を現してください。もしあなたが私たちに御自身を現してくださらないなら、私たちはあなたの使徒を知ることができないでしょう。神よ、あなたの使徒を私たちに示してください。もしあなたが使徒を私たちに示さなければ、私たちはあなたの証を知ることができないでしょう。神よ、あなたの証を私たちに示してください。もしあなたがあなたの証を私たちに示さなければ、私たちは信仰から迷い出てしまうでしょう。そして神よ、あなたの選ばれし者の安寧と幸福を速やかに与えてください。

全能の神は言われた。「では、それがあなた方に降りかかった時、あなた方はそれを信じるだろうか。今、あなた方はそれを待ち望んでいたのに。」[ユヌス: 51]。多神教徒よ、神の罰があなた方に降りかかった後、あなた方は、信仰があなた方に益とならない時に信じるだろうか。そして、その時、あなた方にこう言われるだろうか。「今、あなた方はそれを信じるだろうか。以前はそれを待ち望んでいたのに。」

ですから、自分が制御不能だと思ってはいけません。なぜなら、すべての人は制御されているからです。真理に従うことを選ぶ人もいれば、悪に支配されている人もいます。神の導きなしに、自力で導かれる人はいません。これは、人類の創造によって形作られ、徐々に進歩し、本来の目的に導かれている真理の道において、忍耐を通して誠実さと献身を試すためです。なぜなら、変化は漸進的であるべきだというのが、全能の神の意志だからです。もし変化が急激であれば、人々はあらゆる変化を素早く頻繁に操作し、そのすべての名前を知らず、そのすべての意味を理解することもなく、地上の改革の道は堕落してしまうでしょう。しかし、神は変化を漸進的でやや困難なものにしました。それは、真に神に頼れば、神の許しによって山を動かすことができ、神はすべてのことを成し遂げることができると確信している誠実な信者を試すためです。もし頑なな心が、誠実さ、悔い改め、献身、そして後悔の念をもって、神に最善の信頼を委ねるならば、神はその慈悲によってそれを和らげることができる。しかし、背教や信仰の堕落を避けるためには、真実さ、忍耐、そして慎重さが不可欠​​である。なぜなら、軽んじ、嘲笑する者の運命は死と永遠の滅びだからである。ゆえに、誰も全能の神を悪く思ってはならない。たとえ不毛で硬い岩であっても、全能の神はそれを裂き、水を湧き出させ、植物を生やすことができる。同様に、もししもべが真実であり、自らを清め、慎重に行動し、悔い改め、赦しを求め、忍耐し、そして神に祈願するならば、全能の神は死んだ大地を蘇らせる。なぜなら、もし彼が悔い改め、真実さ、神への愛、そして正しい行いという条件を満たして誠実に祈願するならば、その祈りは聞き届けられるからである。このように、神が正すのは心であり、その心こそが持ち主の道を導き、照らすのです。かつてそうではなかった人が神に立ち返ったということは、どんなに大きな頑固さも、神への祈りと謙遜によって溶け去るということを示しています。これこそが、義の道を選び、あらゆることにおいて神に従うことによって、つまり悪しき思いを抱かずに、その道を堅く歩み続けるための土台であり、真理なのです。

神はすべてを真理をもって創造された。つまり、それは無駄ではなかった。人は皆、創造された範囲内で導かれるが、導きを求める際に、真実かつ誠実であるかどうかは選択できる。だから、導きを求めるなら、自分のやり方ではなく、私たちのやり方を選ばなければならない。なぜなら、導きは一度に与えられるものではなく、徐々に、そして苦難を通して与えられるものだからだ。そうすることで、誠実な者と偽りの者、真理の道を真に求める者と、ただ偽っているだけの者を見分けることができるのだ。

それは、あなたが私たちの教えを受け入れなかったということです。なぜなら、これは私たちのやり方で行うものであり、それが秘訣だからです。もしあなたが耳を傾けず、拒否するなら、どうして学び、より深く理解し、私たちの喜びに従って、あなたが喜ぶことを楽しみ、幸せになれるでしょうか？しかし、あなたは自分の欲望に従って、急いでそれを欲しがりました。同様に、もしあなたがそれを自分にとって有益でない方法で受け取るなら、それはあなたがそれをどのように活用して自己を向上させ、より楽しむか、すべての人を喜ばせ、心の平安をもたらし、正義への渇きを癒す改革を実行するかを学んでいないからです。なぜなら、それは権利を回復し、不正を取り除くことを伴うからです。私たちは、あなたの欲望や気まぐれではなく、私たちのやり方でこれを教えています。ですから、あなたが学ぶことを拒否するなら、どうして和解し、利益を得て、楽しむことができるでしょうか？あなたはそれを楽しむことはできないでしょう。なぜなら、真の喜びと楽しみは、たとえそれが自分自身、家族、愛する人に対してであっても、権利を所有者に回復し、報復を受け入れることから生まれるからです。誰かの幸福を願っても、神の御意志がなければその人に益をもたらすことはできません。また、その反対を願っても、たとえ近親者であっても、神の許しがなければそれを成し遂げることはできません。なぜなら、真理は駆け引きやえこひいきを許さないからです。ですから、誘惑を避けたり、神が誘惑されることを望んだ人を阻止したりできるなどと思ってはいけません。なぜなら、あなたにはそれができないし、これからもできないからです。しかし、神が民に試練を与えようと望まれるなら、試練を受ける前にあなたを連れて行ってくださるように祈ることはできます。この世の本質として、命ある限り試練は続きます。ですから、最も良い祈りは、「おお神よ、私たちは、表向きにも隠れても、あらゆる苦難の試練からあなたに避難を求めます」です。試練の中での忍耐には大きな報いがあるからです。試練から避難を求めることは、死を願うことに似ているかもしれません。なぜなら、この世の人生はすべて試練であり、試練だからです。したがって、もう一つの祈りは、「おお神よ、私にとって人生が良い限り私を生かしておき、私にとって死がより良いものとなる時に私を死なせてください」というものです。これは、もし神があなたが善行を増し加えることをご存知であれば、あなたが正しい行いを行い、それを増やし、そしてそれによって死ぬことができるように、神はあなたを生かしておかれるという意味です。また、もし神があなたが残りの人生に忍耐できず、悪事を働くかもしれないことをご存知であれば、神はあなたが試練を受ける前にあなたを死なせてくださいます。そして、神は赦し深く、慈悲深く、憐れみ深い方であるため、しもべたちの悔い改めを受け入れてくださいます。ですから、神にこう祈りなさい。「おお神よ、私は自分の行ったことと行わなかったことの悪からあなたに避難を求めます」。これには「行わなかったこと」も含まれます。なぜなら、神はあなたがもし不従順、過ち、罪を犯すようなことがあったとしても、あなたを救い、守ってくださるからです。祈りを絶やさない者は、目に見える試練と隠れた試練の両方の落とし穴に陥ることから、また無知と不注意から救われるであろう。もし彼がハディースを聞き、それが真実であれば、神は彼にそれを悟らせ、それに従い信じることができるようにしてくださる。そしてもしそれが偽りであれば、神は彼にそれを悟らせ、それを避けることができるようにしてくださるであろう。

例えば、受け入れる意思のある人は「なぜ彼らに伝えるのか？」と問うかもしれません。しかし、これは要点を明確にするためです。あなたがどれほど望んでいても、答えることはありません。なぜなら、真実に近づき、答える人がいるからです。呼びかける者には必ず敵がいます。そのため、順番には様々な段階があります。ある者はこの者に従い、ある者はあの者に従い、ある者は追いつき、ある者は遅れをとります。すべての人に責任があります。導きはそれを好む者のためのものではありませんが、神は御心にかなう者を導きます。しかし、あなたは自分が知っていること、知らないこと、そしてその理由について問われるでしょう。これが真実です。

この質問の意味は、なぜあなたは彼を認識しなかったのか、ということです。もしあなたが彼を認識しなかったのなら、それはあなたが感謝していなかったということです。なぜなら、あなたは彼からどのような恩恵を受けているのでしょうか。彼は知っていて、あなたに答えてくださいます。もしあなたが彼を否定し、拒絶し、感謝せず、答えから逃れようとするなら、それはあなたを惑わせ、迷路の中で迷わせ続けるでしょう。彼はあなたがこれを理解することを望んでいませんでした。なぜなら、これがあなたにふさわしい屈辱だからです。臆病で、欺かれ、惑わされた存在のままで、策略の弱い悪魔に支配されるだけの存在であり続けることです。なぜなら、この質問は原点に戻るからです。なぜあなたは、あなたに恵みを与えてくださる方、あなたが毎日恩恵を受け、享受している恵みを与えてくださる方を認識しなかったのですか。これが目に見えないものへの信仰が不可欠な理由です。なぜなら、すべては明白で目に見えるものであり、あなたが否定、盲目、混乱、拒絶を選択しない限り、あなたは一瞬たりともそれなしではいられないからです。では、それでもあなたは見ないのですか？} では、あなたがたは使徒を否定しているのに、どうしてその使徒を認識できないのですか？ 例えば、「もし誰かがあなたにメッセージ、つまり口語アラビア語の手紙を渡し、あなたがそれを受け取って、その内容から恩恵を受けたとしましょう。それがなくなってから初めて忘れるのですか？すでにそれを否定しているのですか？何を覚えていますか？忘れるのに、あるいは忘れたふりをするのに、どれくらい時間がかかりますか？」 なぜ、誰かが現れて「私はあなたに恩恵を与え、施しを与えました」と言うのを待つのですか？恩恵を受けたのはあなたなのに、なぜ彼らに思い出してもらいたいのですか？感謝するために、思い出すのはあなたの方であるべきです。彼らはあなたのためになるようにメッセージを与えたのです。もしそのことがあなたに定められていて、あなたの主があなたを試すためにそれを止めることができないのであれば、なぜあなたの心は、見えないものを信じる前にこの説明を待つことを受け入れるのですか？なぜなら、その前の質問は、「なぜあなたはあらゆるものの中にそれを見ているのに、それを認識しなかったのですか？」だからです。神の祝福は至る所にあり、あなたのあらゆる動き、あらゆる呼吸、あらゆる原子の中に宿っています。これ以上の説明が必要でしょうか。これこそが説明です。何よりも明白なのは、それがあなたたちの間にあり、あなたたちと共にあるからです。もしあなたが信じず、その結果罰せられるならば、それはあなたたちに不利な証拠となるでしょう。なぜなら、警告を受け、忠告や警告を聞いていたにもかかわらず、あなたは欺かれたからです。あなたが最も軽視したのは、あなたたちが神と、虐げられた弱者たちによって支えられていたということです。そうです、驚いてはいけません。弱者たちは、忍耐強く感謝するならば、神の許しによって再び立ち上がるまで試練と苦難に耐えるのです。あなたたちが成し遂げたすべてのことは、争いを望まない義人や敬虔な人々の寛容、忍耐、そして知識によるものです。あなたはこれが忘れ去られ、彼らが報復を求める機会がないとでも思っているのですか。どうしてそのような裁きができるのでしょうか。あなた方は、気づかないうちに抑圧された人々から恩恵を受けていました。なぜなら、彼らはあなた方の間にいて、不和の炎を鎮め、和らげ、燃え上がらせないようにしていたからです。こうして、彼らはあなた方を守っていました。ですから、せめてこのことを褒め称え、この行いに感謝し、答えることから逃げたり、感謝することを傲慢にしたりしてはいけません。恩恵を与えてくれた人に感謝しない者は、至高なる神に感謝しないからです。すると彼らは言います。「なぜこのような弱さ、貧困、屈辱、飢え、物価高があるのですか？」これは、あなた方が真実を知りながらそれを隠し、それを憎んでいるからです。あなた方は金、権力、名声を欲しがり、正義、報復、わずかなもので満足することを愛していません。ですから、罰を待ち、後から言い訳をしてはいけません。あなた方が主張する見えないものへの信仰はどこにあるのか。あなた方は、自分の言っていることを実践せず、自分が何をしているのかも理解も知らず、あらゆる兆候を軽視しているのに。あなた方は何を相続するのでしょうか。変化の目的が偽りの捏造された遺産を解体することであるならば、それを拒絶し、どうしてそれが可能なのかと問うのは良いことです。真実によってです。そうです、これは真実によってのみ創造されたのです。{ある集団は楽園に、ある集団は地獄の業火に落ちるでしょう。} まるで、あらゆることにもかかわらず、善を行う者と悪を行う者を区別したくないかのようです。どうして彼らが平等でいられるでしょうか？ 真実に背いた者全員を罰せずに赦したいのですか？ 敵が不当に彼らを捕らえ、家から追い出し、子供や女性を不当に殺した時、忍耐強く良い約束をされた人々をどうして不当に扱うことができるでしょうか？ どうしてこれを受け入れることができるでしょうか？ あなた自身やあなたの家族のためにこれを受け入れるでしょうか？ そうすれば、あなたはこう言うでしょう。「主よ、この世で私たちを殺し、私たちに不当な扱いをし、心からの悔い改めもなく不信仰者として死んだ者たちに、私たちのために復讐してください。」この世で死の苦しみの中にいない限り、あなた方の誰であれ、これは許容されるでしょう。確かに、復活の日には、神は御心にかなう者を赦し、私たちに限りない慈悲を与え、サタンが逃れられると思うほどでしょう。しかし、この世でサタンを崇拝し、彼に従う者は、来世で罰を受けるに値します。もしあなたがこれとは異なる理解をし、希望が長引き、心が頑なになるまで忘れてしまうなら、どうして理解できるでしょうか？あなた方の中に賢者は一人もいないのですか？あなた方は、大小を問わず、あらゆる行いについて責任を問われるでしょう。どうして自分の行いに気づかず、感じず、ましてやあなたに与えられる助言や警告に耳を傾けないことができるのでしょうか？審判の時が来るまで、このままでいるつもりですか？これ以上どう説明すればいいのでしょうか？盲人がサタンのもとに留まり、行くことを主張するなら、あなたは彼らをその誤りから導くことができるでしょうか？

全能のアッラーは仰せられた。「あなたは盲人をその誤りから導くことはできない。あなたが聞くことができるのは、我々の啓示を信じる者、すなわちムスリムだけである。」

つまり、問題はこうだ。なぜ彼らはそれに気づかなかったのか？なぜ知らなかったのか？これは彼ら自身の責任だ。彼らはイスラム教徒だと主張しているのだから、なぜ自分たちが本当に何に服従しているのかを調べなかったのか？なぜ彼らは羊のように、自分自身や自分の国籍のためだけに戦っていたのか？もし彼らが享受している恩恵は自分たちの努力と知識によるものだと主張するなら、もしこれらの恩恵が突然奪われた時に、本当に自分たちを守ることができるだろうか？あるいは、彼らが主張するように、彼らは嘘つきでも詐欺師でも悪魔でもない。少なくとも、彼ら自身の論理で議論するならば、こう言うだろう。少なくとも、他人があなたに与えてくれた恩恵や、あなたに教えた人々を認め、正当な権利を所有者に返し、遠く離れた人々、疎外された人々、抑圧された人々も含め、すべての人々の平等な権利を認めなさい。なぜあなた方はこれをそれほど重要でないと考えるのか？神の御前にいる誰かが、もし神に誓うならば、神は必ずその誓いを果たすだろうということを、あなた方は恐れないのか？もしあなたがたがすべての人に対して公正に行動せず、真実を守り、偽りを根絶し、正しいことを命じ、間違ったことを禁じず、賄賂と欺瞞によって繁栄する腐敗した制度を維持しないならば、もしあなたがたがそうしないならば、そしてあなたがたが道を踏み外すならば、それはあなたがたが決して変わることがないということを意味します。すべては明白です。{盲人と見える人とは平等ではありません。} 道を踏み外す者とは、否定し、信じず、感謝を拒み、傲慢で、忘れ、悔い改めず、罪の赦しを求めない者です。そのような人は、自分の欲望、気まぐれ、そしてサタンに心を奪われ、その目がくらみ、心が閉ざされ、頑なになります。これは、彼らが誤った道を歩んでおり、罰を受けるに値することを意味します。ですから、彼らに対してためらわず、留保せず、慈悲をかけないでください。彼らは心の中で、あなたがたと戦う準備ができているからです。だから、彼らのために備え、神の敵を恐れさせるものを用意し、彼らに向かって出て行き、彼らと戦いなさい。

彼が直接対決したり、挑戦したりせずにただ話しかけただけなら、彼らは彼を信じなかっただろう。私たちが何かを与えた時だけ満足するなら、あなたは間違っている。なぜなら、あなたはそれを真に感謝する方法を知らないからだ。あなたがそれを与えるよりも差し控えることに善があることを認識しなければ、あなたの心を満たすこの疑念はあなたを傷つけるだろう。彼らは彼のような人にこれを見ると、彼の経験からより多くのことを学ぶ。なぜなら、彼は彼らの目の前に生きた模範だからだ。外見に関係なく、逆境に直面しても忍耐強くあること。理解し、教訓を学ぶために、隠されているものを明らかにしなければならない。そうすれば、人々は理解し、明確になることができる。他の目的であれば、彼は話すことを許されないだろう。しかし、それは人類、特に信じる人々に奉仕し、彼らに対する証拠を確立するためだ。彼らは中傷したり、疑ったり、受け入れがたい言い訳をしたりするかもしれないので、害は、その人が明らかにしたことに限定されるだろう。しかし、異質で特別な人は、不必要に、あるいは適切な時期が来る前に、自分の苦しみを明かす必要はない。なぜなら、そうすれば誰も耳を傾けず、誰も嘆願に耳を傾けず、すべてには定められた時があるからだ。彼らが彼の忍耐と不屈の精神からインスピレーションを得られるように、彼は自らを犠牲にして彼らの元へ出向き、彼らが信じようとせず、むしろ拒絶し嘲笑するようなものをもたらした。彼らがこの本を理解しない限りは。もし彼が彼らが経験したような苦難に耐えていなかったら――歴史に永遠に刻まれ、書き記され、彼らに語り継がれなければならない苦難――彼らは犠牲、忍耐、寛容、苦しみの大きさ、耐え忍ぶ力、そしてエネルギーの枯渇を理解することはなかっただろう。人は沈黙の中で苦しむが、外に隠されていたものがいつか聞かれる日が来ることを確信している。内側で火山が噴火しているかのようだった。なぜなら、変化しようとする意志があるにもかかわらず、変化するための手段がないとき、苦しみは深遠なものとなるからだ。しかし、教えるという任務を完遂し、経験、技能、計画、戦略を伝え、信じて感謝する人々に贈り物のようにそれらを分配するために。なぜなら、彼らが理解するであろう害は、必ずしも信じてもらえないことへの恐れからではなく（確信は定められた時を待つ必要性を無視するには強すぎる）、むしろ彼の愛を吸収し、彼の忍耐、寛容、慈悲、方法論、戦略、そして不信の闇から導きの光への救済からインスピレーションを得る人々への教訓と贈り物として、沈黙の背後に隠されていたからである。彼は彼らを愛し、彼らも彼を愛していたからこそ、忍耐強く続けた。もし彼が停滞期を経験しず、時期尚早に力を与える権限を与えられていなかったら、人々は彼の経験からどのように学んだだろうか？実際、彼らは彼を必要とせず、彼の教訓を学び、生活に適用することもなかっただろうし、彼の経験と彼らが直面する障害との類似点に基づいて彼が提示した解決策を求め、彼からインスピレーションを得ることもなかっただろう。権限が与えられ、彼が権力の座に就いて初めて、彼らは活力と積極的な関与、そして自分たちに期待されていることの確かな理解をもって改革に参加しただろう。彼らは、自分が異邦人であり、周囲の誰もが変化への願望を支持しず、同じ意志を共有していないため、理解されない環境に置かれると、人は傷つく可能性があることを知っていた。彼らのほとんどは些細なことに気を取られ、心は遠く離れており、ほとんどが自分自身と自分の利益のために主張し、心の奥底にあるものを隠し、嘘をつき、したくないことを言う。たとえ誰も指摘したり、言葉で虐待したりしなくても、ここでの害は深刻だ。しかし、心が分裂し、その人から背を向けると、たとえ誰も何も言わなくても、彼らの心のプログラミングが変わらない限り、これは大きな害、疲労、そしてエネルギーの枯渇を引き起こす。自分の意見を公然と表明する人による害を回避し、防ぐことは可能だが、その人の内面と外面の悪臭が合わさると、それは実に邪悪で堕落した行為となる。しかし、内面からの変化を拒みながらも、改善、発展、そして過ちの是正に意志と努力を示す人は、認識と理解を変えなければならない。先に述べたように、そのような人々は、改革者であり救世主である人物によってもたらされる新たな生活経験から教訓を学ぶ必要がある。能力と権威が欠如し、無知と誤った解釈が蔓延し、無知なイマームや知識のないファトワの群れから逃れる場所も避難所もない状況において、改革の意味、改革に対する忍耐、そして揺るぎない信念を、改革者や救世主から感じ取ることができるのである。したがって、暗闇の中で光を求めるすべての人々にとって解決策が残された時に、彼は現れます。彼らは、以前は答えが見つからなかったこと、あるいは彼らの願望に反するかもしれないことに対して、新たな答えを見出します。なぜなら、生活環境、技術、日常生活や職業上のシステムは変化しましたが、彼ら自身は変わっていないからです。この救世主の経験は彼らにとって慈悲であり、彼らは彼の努力からインスピレーションを得るべきであり、彼を拒絶したり、彼がこれまで誰も成し遂げたことのない何かをもたらすと主張したりすべきではありません。これは当然のことです。なぜなら、これらの努力は、陸上と海上に不正義と腐敗が現れた後、変化し、以前には存在しなかった状況に対応して行われたものだからです。彼らがこの救世主から学び、無視されてきたもの、解釈や理解が困難になったものを復活させ、神に祈り、彼の救済と出現を早めるよう懇願するのは必然でした。おお神よ、我らの主よ、受け入れてください。あなたはこう言われました。そしてあなたの言葉は真実です。「人の手が稼いだもののために、陸上と海上に腐敗が現れた」。そして、神の御心ならば、彼の出現は、神の書の教えの中で軽視されてきた事柄を刷新し​​、私たちの宗教の兆候や預言者ムハンマド（彼とその家族に神の祝福がありますように）の伝統について伝えられてきた事柄を強化するものとなるでしょう。

彼らが彼から学ぶ教訓の一つは、言葉による虐待を受けなくても、人は内面的に傷つくことがあるということだ。もし誰かがこの救世主の道を辿り、救済は別のところにある、あるいは彼が提示する方法以外の方法で改革が達成できると信じているなら、内面が変わらなければ、彼らは自分の欲望に従っているに過ぎない。彼らは停滞した思考パターンを変えておらず、それは自己更新も経験からの学習もしていない。そして彼らは正義と自給自足への主張に傲慢になり、見知らぬ人や彼のような人々に対して悪意を抱いている。そうすることで得られる計り知れない報酬を知っていながら、彼を信じ、彼に従い、彼を支持することに、彼らは他に何を望むだろうか。彼から学んだ人々はまた、彼が彼らの間で孤立していたことに苦しんでいたが、人々を惑わさないように忍耐強くあり、彼らに反抗することを望まなかったことも学んだ。不和、不正の禁止や非難に関する沈黙、善行の奨励に関する沈黙は、害をもたらします。モスクに入るだけでも、不適切な振る舞い、人々の祈り、イマームの祈り、あるいは本来の形式から逸脱した説教に遭遇すれば、害を及ぼす可能性があります。これらすべてはあなたにとって有害で​​す。なぜなら、誰もがまず自分自身から学び始めなければ、あなたには変化を起こす力がないからです。特に権威者や宮廷の学者から、どれほどの助言や教えが必要でしょうか。しかし、人々はこのようなものです。読書を通して、神の定めが下るまで、忍耐と不動の精神を学ぶのです。同様に、妻は必ずしも有害ではありません。議論好きでなければ、それは悪です。価値観や生活のあり方について意見が合わないだけで十分です。許可なく意見を述べたり質問したりすることは有害であり、理解不足を示し、疎外感や苦しみをもたらします。しかし、読書を通して人々が学ぶのは、神の定めが下るまで忍耐することです。彼らはまた、より大きな目的が事前に達成されるまで、それぞれの関係に定められた時が来るまでは、別居や離婚が必ずしも解決策ではないことを学びます。たとえ心が対立していても、誰もが互いを必要とし、誰もが互いに対して役割と責任を負っています。しかし、和解の試みがすべて尽き、言い訳がなくなるまで、和解し、その期間を全うする機会が与えられなければなりません。新しい改革を受け入れ、受け入れるように自分の考え方を変えない人は、見かけに執着しているからであり、これが本当に彼らをあなたから引き離す罪です。彼らは、あなたへの執着が当然のものであり、あなたとの間に分離はなく、あなたたちが互いに誘惑の源ではないと考えたときに罪を犯しました。罪を犯した人は、あなたへの執着が神への執着よりも大きければ、自分に非はないと考えました。彼らは、人が主への執着よりも強くしがみつく関係は、必ず終わる運命にあることに気づいていません。全能の神は、神以外のものに執着する心を妬みます。彼らはまた、神のしもべに対する神の慈悲を知っています。何か良いことがあれば、神はそれがより良いもののために見つけられ、準備されるまでそれを彼らと共に保ち、状況は完全に変わり、その変化が最も美しい形になります。これは、同じ過ちが繰り返されないようにするためであり、イスラムと精神的な側面が何よりも重要となる人々の間で人気となる新しい概念に対して新しい答えが見つかるためです。若い男性が信仰を擁護し、比較的年上の妻が神の道であなたを支えるかもしれません。親しいと思っていた人が背を向け、裏切りだと非難する一方で、見知らぬ人があなたを受け入れるかもしれません。これらの逆説は、人々が望ましい変化を受け入れようとせず、代わりにそれを拒否し、不当に議論したために生じます。彼らの行動は彼らにとって魅力的でした。なぜなら、道を踏み外しているとき、物質主義があなたを引きずり下ろし、楽々と飛躍することを妨げるため、計算や比較に重荷を負わされるからです。この霊的な上昇は鳥の飛翔に似ています。物質世界に執着している限り、人は変化せず、自分の思考パターンを変えようとはしません。外見を犠牲にすることを拒むため、人は道を踏み外したり、誘惑に負けたりする危険にさらされます。霊的な上昇を望む者は、誠実で揺るぎない心を持ち、内なる自己を神に対して純粋で誠実なものとし、あらゆる不純さ、競争心、葛藤から解放されなければなりません。彼らは完全に神に服従し、ただ神の喜びだけを求めるべきです。だから、私たちはそれを戦争とは呼びたくないのです。なぜなら、あなたはそれを経験する前から既にそれに圧倒されているからです。むしろ、それが戦争であるからこそ、あなたは静かに圧倒され、結果を見るためには真理に忠誠を誓うことしか残されていないことを理解するのです。このイメージを理解すれば、それは私たちがあなたに「やってみなさい」と言うのと同じ意味だとわかるでしょう。しかし、失望は許されません。なぜなら、あなたには神の扉に身を委ね、神の前に謙遜する以外に選択肢も避難所もないからです。そして、試練は改革の選択肢が複数ある時に訪れます。だからこそ、疑念は罪なのです。あなたは「いいえ、私はこの世で何かを求めているのです。これは私の権利です」と言うでしょう。しかし、あなたはそれよりも大きな報いを受ける行いを奪われ、「私は外見上は大変苦労している」と言うでしょう。しかし、あなたは自分が罰を受けていることを知りません。荒野で獣のように逃げ回らなければならないのは、霊的な高みへの願望が誠実ではなかったからです。確かに、あなたが言うことは正しいです。なぜなら、あなたが創造された目的を容易に達成できるようにしてくださったのは、神の慈悲だからです。しかし、知識と知恵の先には、霊的な完成への追求と献身があります。それは、物質的なものを完全に犠牲にし、あなたの決断を左右する可能性のあるあらゆるエゴに基づく動機から離れることを必要とします。この試練の世界で、あなたは両方を達成することはできません。それはあなたの唯一の意志です。揺るぎない確信をもって、それを激しく守りなさい。霊的な高みを選べば、反対に直面するでしょう。疑念と否定の悪魔に囲まれ、非論理的で周囲と足並みが揃っていないと非難されるでしょう。しかし、あなたが忍耐強く、揺るぎなく、意志を貫けば、これは勝利の代償です。それがあなたの意志であり、あなたの決意であることを知りなさい。道を踏み外した多神教徒たちは、「もし神が望まれたなら、私たちは神にパートナーを立てなかっただろう」と言うだろう。しかし、彼らはそう信じているからそう言うのであって、自分たちの意志、つまり、自分たちの行いに対して報いを受けることを知っていて、好きなように行動したいという意志を忘れているのだ。彼らの意志を支配しているのは、神の意志である。すなわち、働く者の働きは無駄にならず、大小すべての行いについて責任を問われ、恥を知らない者は好きなように行動すべきである。なぜなら、彼は惑わされており、神の計画は揺るぎないからである。神は彼を惑わし、どんなに努力しても彼を導かない。なぜなら、彼は自らを改めず、悪しき思いにとどまり、それを改めようとせず、心が頑なだからである。だから、どんなに多くの聖句を朗読されても、どんなに多くの文章を読んでも、彼は理解せず、理解や悟りも容易には得られない。私たちは神に成功と導きを求め、神が他の人々に与えた苦しみから私たちを守り、この件において揺るぎない意志と、計画し、変化し、努力する決意を与えてくださるよう祈ります。{あなたがたが望むことは、神が望まない限り、何もありません。} これは、決断をコントロールするのは前髪であるため、人は自分の望むように独立して行動できるからです。しかし、その道は容易ではありません。原因と段階があり、人々は平等ではありません。したがって、私たちは人々に知識、敬虔、正義を求め、人前でも人知れず神を畏れ、神の前で謙遜になるよう勧めます。{無頓着な心で礼拝する者と知識をもって礼拝する者は平等ではありません。知識を持つ神のしもべだけが真に神を畏れます。} 神の意志は、いかなる被造物の意志よりも上にあります。なぜなら、真理に従い導かれる者は、この世と来世で吉報を受け、神と共に様々な地位を得ると神は定めているからです。信じず背を向ける者は地獄の業火と罰を受けるであろう。なぜなら、彼らは悪しき思いを抱き、神の寛容と慈悲に欺かれ、誤りにとどまり、信仰を含む既存の考え方を変えようとする欲望に抗うことを怠ったからである。彼らは真に信じていない。しかし、{そして、わが道のために努力する者には、わが道へと必ず導くであろう。} 全能の神は、信じるしもべの望みを叶えられる。神は最も慈しみ深く、最も憐れみ深い方であり、信じる者の意見は神の目に正しい。神は信じるしもべを支え、不信仰者を惑わすことを望まれる。しかし、しもべの運命を決めるのはしもべの意志である。しもべが何かを望むならば、それに向かって努力し、忍耐し、どんな苦難や苦しみにも耐える。なぜなら、これは誠実さであり、神と共に永遠のものを得るために、はかないものを犠牲にするからである。神は善行を行う者への報いを無駄にされることはない。また、罪を犯した者に対しても、神は憐れみを惜しまれることはない。これは神の御心です。神はしもべに楽園を望んでおられますが、そのためには真理に従い、神の御業に励むことを求めています。神の言葉は変わることがなく、それこそが究極の勝利なのです。

全能のアッラーは仰せられた。「まことに、アッラーの味方である者たちは恐れることも悲しむこともない。信仰を持ち、正しく生きた者たちには、現世においても来世においても吉報がある。アッラーの御言葉には何ら変化はない。これこそが偉大な成就である。」

目に見えないものへの信仰には時間制限があります。それは、来世の前にこの世で良い知らせが届くことであり、それは証言と一致し、均衡状態にあるからです。つまり、価値あるものへの崇敬が目に見えないものか、顕現したものかは、あなたにとって違いはありません。それは、まるで証言しているかのように信じることを意味しますが、大きな報いを受けるに値するという点では、証言よりも優先されます。なぜなら、目に見えないものへの信仰に応じて、証言への移行は段階的に進むからです。つまり、顕現するまで、つまり信仰が遅れるまで、この問題をそのままにしておくべきではありません。なぜなら、最も重要なことは、罰が来るまで、あるいは試練が終わるまでではないからです。顕現の後には、目に見えないものへの信仰の問題は失われてしまうからです。ですから、顕現した状態で、それに備えなさい。なぜなら、その後には試練が続き、最も困難な試練が訪れ、悔い改めの扉が閉ざされるまで続くからです。したがって、目に見えないものへの試練が必ずあり、太陽が西から昇るまで、それは続きます。その時、目に見えないものを信じていなければ、いかなる魂も信仰から益を得ることはないでしょう。なぜなら、この場合、私たちは顕現、すなわち、来る前に目に見えないものとして信じるように命じられたものの目撃に到達したからです。ですから、人々はそれを目撃するでしょうが、たとえ信じたとしても、それは彼らに益をもたらさないでしょう。目に見えないものへの信仰が顕現に先立つのは、これが試練の本質だからです。再臨の時が来て、人々がそのしるしを目撃するとき、遅れて来た者、偽善者などは罰を受けるに値するでしょう。真の畏れと服従の試練は、隠遁期間中に真実であった人々の誠実さと成功にあるからです。再臨は信仰とともに徐々に展開します。あなたが近づくと、あなたが従うように命じられたあなたの守護者は、この段階的な上昇、つまりあなたの階級の進歩、すなわち、あなたが密かに、そして公然と神を畏れることに応じて、あなたをさらに近づけます。道を踏み外せば踏み外し、遅れれば遅れるほど、罰は近づいてくる。それはまるで、教師が生徒たちに「授業に来ない者がいれば、罰を与える」と告げたようなものだ。そうすれば、試練は終わり、教師が到着すれば、すべては完了する。なぜなら、再臨の際には、指導や説明が豊富にあるため、物事ははるかに容易に、比較的簡単になるかもしれないからだ。しかし、真に試練を受けるのは、このことを自覚し、守護者がそばにいるかのように行動し、たとえ不在であってもその監視を感じる者である。先に述べたように、これはより大きな報いをもたらす。なぜなら、現前や再臨の際には、物事は長い試練を経ることなく遂行すべき命令のようなものだからである。そして最も危険なのは、あなたがそうすることができず、頭を下げたりひれ伏したりすることができなくなるこの瞬間まで待って、コーランを白紙の紙として手渡すことです。そうなると、あなたの信仰はその時あなたに何の益ももたらさず、たとえあなたが金で満ちた大地を身代金として差し出したとしても、それは受け入れられないでしょう。

なぜなら、その外見は彼らが見て目撃する証拠であり、それが真実であることは当然のこと、つまり、何かに値する者は皆、相応の報いを受けるべきだということだからである。だから、それが自分たちのそばにあり、自分たちの間にあるのに、どうして信じないことができようか。しかし、それは、これまで信じなかった者、すなわち目に見えないものを信じなかった者にとって、結果、選別、そして罰をもたらす試練のようなものなのだ。

そしてこの理由から、私たちの主である神の使徒ムハンマド（神が彼とその家族を祝福し、平安を与えてくださいますように）の信仰に人々は驚嘆しました。彼らは私たちの預言者ムハンマドを信じましたが、彼に会ったことはありませんでした。主と共にいる天使たちも、神によって遣わされた預言者や使徒たちも、彼らの時代に生きる人々も、預言者（神が彼とその家族を祝福し、平安を与えてくださいますように）について聞き、彼を信じましたが、彼に会ったことはありませんでした。そして彼（神が彼を祝福し、彼らに平安を与えてくださいますように）は言いました。「私の民の中で、私を最も愛しているのは、私の後に来る人々です。そのうちの一人は、自分の家族や財産を犠牲にしてでも私に会いたいと願うでしょう。」 ムスリム伝。「あなたがたの中で、私が彼にとって父や息子、そして全人類よりも愛されるまでは、真に信仰しているとは言えません。」

この事態は徐々に進行し、最終的に神がその出現を許された。その始まりは預言と慈悲であり、その後段階を経て徐々に進展し、ついにはあらゆる宗教と復讐の上に現れるに至った。

誰もが原子ほどの重さであっても、自分にふさわしいものを得るためには、試練と苦難が必ず必要です。しかし、信仰は報いを得るための条件です。つまり、安楽な時に神を知れば、苦難の時に神はあなたを知るでしょう。これは、愛する預言者ムハンマド（彼とその家族に神の祝福と平安がありますように）が私たちに教えてくださったことです。つまり、すべての呼びかけは優しさから始まりますが、人々は罰が来るまで耳を傾けません。つまり、ある人々にとっては試練の終わりであり、あなたが彼らに何をしても彼らは理解せず、他の人々にとっては変化と力となるでしょう。ですから、その時、自分のために何も書かれていない人が、それまでに信仰において善を得ていなかったとしたら、どうして救われるでしょうか。確かに、勝利は神の手にあり、神を支持する者は誰でも、神は彼を導き、この偉大な仕事において彼を喜ばれるでしょう。その時、誓いも、探求も、涙も、その他彼らが頼るものも、何一つ人々の役に立たないでしょう。救いを与えられる者は、神の保護、配慮、そして慈しみによって救われる。迷いに陥る運命にある者には、誰も益を与えない。彼らは以前、善を求めず、善を追求せず、命じられても学ばなかった。彼らは無頓着で、まるで否定、不信仰、拒絶するようにプログラムされているかのようだった。今、彼らの迷いは増し、彼らは迷い、救われることはない。これが彼らの罰であり、彼らが考えているように、私たちは彼らを必要としない。それどころか、これが彼らの迷いである。彼らは、自分たちが持っているもので十分だと信じ、想像する。そして、私たちが彼らの支援や富に依存しており、彼らの助けを必要としていると考え、背を向ける。こうして彼らは傲慢になり、自分たちは救われたと思い込んで逃げ去る。これが彼らの迷いであり、試練である。この偽善者、あるいは不信仰者は、それを知らず、理解しない。彼の知性も、偽りの知識も、彼が所有するすべての富も、真理に同調し、自らを救う上で何の役にも立たない。なぜなら、彼は救いの道、すなわち船から逸れてしまったからだ。それは、預言者ノア（彼に平安あれ）の洪水のようになるだろう。つまり、その下にあるもの、その上にないものはすべて水没するということだ。神に栄光あれ。誰もが、創造された目的を果たすことができるようにされている。つまり、私たちを支え、私たちを望む者は、その人にとってより良い存在なのだから、私たちに自慢してはならない。誰も、私たちが彼を必要としているなどと考えたり信じたりしてはならない。なぜなら、自分が利益を得ており、それが自分にとって名誉であり尊厳であると疑うに至った者は、全く選ばれず、支持者の中に名前すら登録されていない者となることを警戒しなければならないからだ。すべての被造物には、気づかないうちに果たし、そこから利益を得る役割と使命があるのだ。全能の神はこう仰せられました。「導かれる者は、ただ自分のためだけに導かれる。迷い出る者は、自分の不利益のために導かれる。」つまり、悪人がいるかもしれないが、神は彼を通して私たちの宗教を支え、強化されるだろう。しかし、もう一方は信者のためのものであり、神はご自身の事柄において支配しておられるが、ほとんどの人はそれを知らない。創造主の中で最も優れた神に祝福あれ。彼らが描写するもの以上に神に栄光あれ。使徒たちに平安あれ。万物の主である神に賛美あれ。

神が他者を通して人々を守ることによって、物事はより良い方向へと正され、ある者の不幸は他の者の利益となる。あなたに利益をもたらすものが、あなたに害を与える者にも利益をもたらすかもしれない。彼はあなたから利益を得るが、あなたに利益をもたらす者によって害を受ける。あなたは努力もせず、貢献した者にも気づかれずに目標を達成する。これは、誰も傲慢になったり、嘲笑したり、抑圧したり、他人より優位に立ったりせず、必ず引きずり下ろされるためである。これは、試練と均衡が絶えず保たれ、誰も他人を抑圧しないようにするための循環である。たとえ誰かがそう考えていても、彼らが知らないうちに軍隊が彼らに立ち向かい、物事は本来の秩序に戻る。そして、あなたの主の兵士を知る者は主以外にはおらず、正義の均衡は保たれる。そして神は抑圧者を抑圧者で打ち、人々がどんなに地位を変えようとも、それは彼らに「まるで昨日歌わなかったかのようだ」と言わせるための策略である。そして、私たちはそのような日々を人々の間で交代で示します。それは、人々が手遅れになる前にこれらの例から学ぶためです。なぜなら、信じる者、すなわち惑わす試練から救われる者には報いがあるからです。そして、それは収穫を得ること、種を蒔くこと、ため息をつくこと、忍耐、寛容、知識、そして学びを得ることによって得られるものであり、一夜にして得られるものではありません。

全能の神は言われた。「戦いはあなた方に定められているが、あなた方はそれを嫌う。しかし、あなた方は自分にとって良いことを嫌うのかもしれない。」これは、あなた方が改革を望むならば、妥協すべきでない事柄もあるという意味である。彼らは妥協する。彼らの目的は、問題を安易に解決させ、現状維持に陥らせることである。あなた方もまた、自らの使命と信念の誠実さを証明しなければならない。しかし、それに値する人々に親切を示すことは、当然のことである。目標を持つ者は、目標を持たない者、すなわち家畜のような者ではなく、明確な道を持つ者である。知識の扉が開かれ、その光がすべての人を包み込むとき、散り散りになった断片や価値のない残骸を除いて、隠されたもの、見えないもの、軽蔑されたもの、辱められたものは何も残らない。無知と不注意の武器こそ、サタンが頼りにしているものである。あなたは自分自身とサタンとの間で、隠れた心理戦を繰り広げています。サタンはあらゆる場面であなたに疑念を植え付け、あなたの行動を止めさせ、熱意と信仰を弱め、感情が混乱するにつれてためらいを増大させようとします。サタンはあなたに忘れさせようとしており、これはあなたが有益な知識を得ようと努力しなかったことへの罰です。そうすれば、あなたのあらゆる批判、行動、行為、そして服従の行為の根底にある意味を理解できるようになるでしょう。寛容と習慣化の危険性について言えば、革新は比類のない危険性を秘めています。なぜなら、ここから虚偽の拡散と徐々に広がるからです。もしあなたがこれを許し、それに魅了されてしまうなら、あなたはそれに耐えることができません。なぜなら、あなたには内なる知識がないからです。理解できないものにどうして忍耐強くいられるでしょうか？したがって、真に神の導きを知らない人がどうして導かれることができるでしょうか？彼は誰に従うべきか、どのように救われるべきかを知りません。もっと簡単に言えば、あなたは心からあなたを導いてくれると信頼できる真の指導者にたどり着くでしょう。知識が不足しているときは、従うしかありません。なぜなら、理解は一度に与えられるものではなく、従順さを試すために徐々に与えられるものだからです。別の例として、神への信仰を持つということは、たとえその原因が全く存在しないように見えても、勝利を確信し、疑わないことを意味します。あなたの責任は、結果を求めることではなく、努力することです。結果は必然的にあなたの努力に見合ったものとなり、忍耐強く、楽観的で、粘り強く、そして受け継いだ信念を検証したり、その妥当性を疑ったりすることなく超越すれば、あなたにとって最善の道へと導かれるでしょう。なぜなら、検証や疑念こそが災難や試練をもたらすからです。しかし、あなたが真実を語り、揺るぎなく、これらの人々に対して努力し、抵抗し、反逆し続け、彼らすべてから距離を置くならば、安心してください。神は...神は抑圧者を導かないからです。つまり、あなたが真実のために努力するならば、不正義は起こらないと確信してください。なぜなら、抑圧者はあなたと交わることはなく、あなたは神の保護によって彼らの試練から救われるからです。もしあなたがこれらの試練から免れるならば、それは大きな祝福です。これらの試練は、あなたが従う誠実さ、真実への忠誠心、そして偽りのない潔白さを試すために、また人々を清め、ふるいにかけ、彼らを区別して、隠していたすべての人の真の性質を明らかにするために、神の命令によるものです。これが誠実さを持つということです。つまり、行動し、忍耐強く、確信を持つということです。単に「これは抑圧者から来たものだ。私たちは忍耐強く彼らと共に留まり、彼らと戦わず、彼らが留まることには何か良いことがあると言う」と言うことではありません。いいえ、これは誠実さではありません。なぜなら、いかなる場所、場所、闘争の段階においても不正義が存在する限り、それが広がる前にその初期段階でそれを取り除く者はより優れており、より大きな報いを受けるからです。同様に、征服前に努力する者も、征服後に努力する者よりも大きな報いを受けます。そして、私たちはこのようにあなた方に説明します。あなた方が「私たちは満足しているから、偽りや腐敗と戦うことを望まない」と言わないようにするためです。これは称賛に値する満足ではなく、また満足でも​​なければ、絶対的な忍耐は、奉仕者が報いの点で利益を得るものではありません。なぜなら、その結果は悪いからです。それは真実を語ることやジハードを控えることを含み、真実の人々を支持しないことで彼らを裏切ることになります。それはまた、抑圧者、シオニスト、不信仰者、多神教徒、そして彼らを操るサタンを指導者とする反キリストの背後に立つことを含みます。言い換えれば、何もしないで不正義を取り除くためのジハードに参加しないことで苦難を受け入れたと思ってはならない。「これは苦難であり不正義だから、我慢しよう」と言って、退却して眠ってしまうようなことではない。そうではないのだ、神に栄光あれ！ では、なぜ試練と苦難は抑圧者の存在と共にやってくるのか？ 彼らの存在は、人々が彼らを受け入れるためではなく、全能の神に悔い改めず、改革を望まないならば、彼らと戦うためである。そして、私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）は言った、「悪を見た者は、自分の手でそれを変えよ。もし彼がそうしないならば...」彼は舌でそれを成し遂げることができ、もし彼が耳を傾けないなら、心で成し遂げることもできる。ここで私たちは、人々の中で誰が不正、虚偽、腐敗を変えるのに最も優れているのか、そして人々が満足の概念を忘れ、混乱してしまう様子を理解する。忍耐は、変えなければならないことを変えることに非常に無関心で怠惰になり、眠ったり、休んだり、ジハードを怠ったりしている。つまり、優先順位の問題だ。このことを警告する者は、重大なことを警告しているのだ。だから、それを無視してはならない。そこにあなたの破滅が潜んでいるからだ。つまり、弱者を捨てれば、正義は存在せず、あなたを喜ばせるものも存在し得ない。あなたは、自分の気まぐれに従ってそれを望み、これがエリートや指導者たちだけの正義と理解だと言い、人々を平等に扱わなければならないことを知らなかったために、必然的に失望することになるだろう。だから、自分の手で稼いだことに対して突然罰せられたら、どうやって自分の状況を嘆くだろうか。これはあなたの報いであり、あなたの偽善の結果であるのに、あなたはそれに気づいていない。では、どのようにして救済を求めるつもりですか？

したがって、人が完全に心を神に委ねない限り、救済は訪れないことを知っておきなさい。祈りへの答えは、最も熱心で、粘り強く、切望してそれを待ち望む人々に与えられる。それは決して的を外さない。誰がそれに値し、誰がそれに感謝し、誰が疑念やためらいなく、試練に耐え、試練を乗り越えるために真摯に祈るのかをよく知っている。道を切り開く者、人々が慣れ親しんだ偽りのものを消し去り、何か新しいものを確立する者が必要だ。それは人間とジンの悪魔が巣穴から現れるのを準備し、彼らと戦うためにしっかりと立つ。物事はこうだ。何か新しいものを求めれば、病んだ根は根こそぎにされなければならない。それにしがみつき、固く握りしめていた者は、嘘をつき、嘲笑した後に初めてその結果を目にするだろう。これらの人々は戻ってはならず、他者を支配する力を持ってはならず、慈悲を示されるべきではない。なぜなら、彼らは敵であり、病だからだ。これには、忍耐力、思考力、そして計画性が必要だ。努力は必要だが、苦労や努力なしにその兆候を理解し、察知できる人物が求められる。この矛盾は、安住の地に留まり嘘を広めようとする偽善者の侵入を防ぐための試練に過ぎない。彼らは理解力に欠けるため、自分の中にないものを主張し、真実を否定し、真実の人々と戦う。そのため、彼らは舌を自由に操り、嘘をつき、信者を否定する。このため、私たちは真実の人々に向けて努力すべきだと改めて強調する。なぜなら、彼らは自分たちの間ではすべてが容易で謙虚であると確信しているからだ。しかし、不信者は強大だ。つまり、不信者や偽善者を打ち砕くための計画に努力を注ぐべきなのだ。ただし、理解、エネルギーの流れ、知識の普及、そして能力は、動員のための前提条件なしに、健全な計画、活用、経済性、管理、そして合理的で科学的な運営のもと、信者の間に備わっているべきである。「前提条件なしに」の意味が分かりますか？それは、善意に基づく改革に対する無条件の愛、与えること、寛容を意味します。何事においても過剰を意味するわけではありません。何事も限界を超えるとその反対になるということは周知の事実です。むしろ、私たちが意味するのは知恵です。それは、感謝、尊敬、改革の開始の最良の形であり、すべての役人が真実に対して行ったことに対して責任を負うことです。たとえ彼らと議論する場合でも、それは最も最善で、最も真実で、最も誠実で、最も愛情深い方法で、無条件の愛をもって、価値観を妥協することなく、物事が過剰や浪費、コミュニケーションの困難、言葉の欠如、些細なことに関する口論、あるいは互いの理解の困難につながることなく行われるべきです。これが私たちが意味するところです。確信、信仰、そして信頼を守ることなしには、いかなる努力や仕事も祝福されることはなく、選択をしたために計画していたすべてのものの喪失、後悔、自責の念をもたらします。偽善者が潜入して毒を広めたり、改革者を装った偽善者や悪魔がいたりします。したがって、真理の探求、知識の探求、学習、努力、虚偽の打破、真理の確立以外の努力や苦労はあってはならない、というのが私たちの主張です。これは当然のことです。私たちは永遠の昔からそれを求めてきました。しかし、私たちは互いに不必要に多くの質問、変化の遅さ、コミュニケーションの中断、不適切な言葉遣い、しかめっ面、礼儀の欠如、敬意の欠如などで負担をかけてはならない、というのが私たちの主張です。恥ずかしさと理解不足は、私たちがあなた方のことを知らないと考えることを妨げます。ご安心ください。私たちはあなた方の利益になることを何も知らせないままにはしません。しかし、守護者が何を望んでいるかを先読みすることは名誉なことです。私たちはあなた方を助けることを確信してください。そして、あなた方も自ら速やかに学び、規律を保ち、献身することで、私たちを助けるようお願いします。そうでなければ、あなた方は神の守護者が何を望んでいるかを理解せず、真に彼に従い、彼を支えないために、資産や助けではなく、つまずきの石や重荷となってしまうでしょう。あなた方は学ぼうともせず、努力もせず、真理を守るために神に仕え、神の御前で殉教する覚悟を持つ者にも属さない。正しいことを命じることも、間違ったことを禁じることもなく、汚職や不正に関与する者を告発し、阻止する手助けもしない。それどころか、彼らを庇い、その醜悪な行いにふさわしい罰や犯罪者の苦しみから彼らを逃れさせている。これは、神の指導者であり選ばれた守護者によって示された計画を文字通り実行すること、そして民衆の忍耐、不動の信仰、愛情と忠誠心、さらに、魔術を教えた指導者に惑わされた偽善者や無知な嘘つきや詐欺師たちが企んでいる陰謀を知ることによって達成されます。ですから、私たちは、清らかさが完全に実現するまで忍耐が必要であることを強く勧めます。なぜなら、それは隠された内なる戦いだからです。真実の天秤は、あらゆる偽り、お世辞、偽りには狭すぎます。これは、はるかに厳しく大きな事態に備えるためです。なぜなら、ある人々は「私たちは信じます」と言えば放っておかれ、試練を受けることはないだろうと考えていたからです。しかしその後、彼らが忍耐すれば大きな益があります。最大の試練が訪れたとき、彼らは忍耐と不動の信仰から学んだことに基づいて選ばれ、それを打ち消すからです。これは大きな恵みです。彼らには、支援と内なる基盤、そして有益な知識、心の清らかさ、勇気、忍耐の強さという形での援助が必要です。そして、彼らの大きな仕事を助け、ジハードへの忠誠を誓い、彼らの確信を高める正義の女性がいます。しかし、内面的に準備ができていなければ、口頭で忠誠を誓う資格がないので、どうやって霊的に昇ることができるでしょうか。兄弟姉妹よ、信仰においてすでに善を得ていない限り、忠誠を誓ったと主張することはできません。なぜなら、それは選択や個人的な気まぐれの問題ではないからです。そうでなければ、あなたの罪のために、それはあなたとそれの間に立ちはだかります。しかし、これが何を意味するのか説明させてください。それは本当に愚かさ、無知、そして内なる矯正と改革の欠如、そしてあなたのプログラミングの変化によるものです。罪は神の慈悲によって赦されますが、赦しを求めて、快楽、歌、欲望に執着し、気まぐれに従い、過度の議論や討論に関与し続けるのは無意味です。なぜ変わらないのですか?容易ではないことは承知していますが、あなた方は至らず、些細なことでも責任を問われるでしょう。そして、あなた方は気づいていない多くの善きものを奪われています。それは、真理に忠誠を誓い、神の御業のために奮闘する能力など、あなた方に待ち望まれていたものです。これは祝福であり、神が選ばれた者にのみ与えられるものです。変化せず、探求せず、学び、自分自身と行動を変えるのに役立つ有益な知識を追求しず、神と神の使徒（彼に平安と祝福あれ）への愛を増し加えず、神の御業のために奮闘せず、与え、改心し、寛大で、許す者とならない者には与えられません。神は、罪深い被造物に対して、何の条件もなく、彼らを正しい道に戻す最善の方法で、彼らが自らを変え、敬虔で、清らかで、忠実な者となるように導いてくださいます。兄弟姉妹に嫉妬心を持たない者が、どうして彼らを支え、どうして彼らを近づけ、敬い、勝利の吉報を伝えることができるでしょうか。全能の神はこう仰せられました。「人は自らの内面を変えない限り、神の御心は人の状態を変えない。」ですから、神に祈るならば、言い争ったり、議論したりせず、大声を出したり、ささやいたりせず、誠実に祈りなさい。偽善や見せかけのない中庸を求め、自分自身だけに祈ってはならない。では、集団に集まることに何の益があるだろうか？あなたはそこから離れたいと切望する心で集まる。礼拝に来るとき、あなたは来世に目を向けているのだから、来世で益となるものを求めるのがふさわしい。たとえ現世のものを欲するとしても、来世で役に立つもの、来世で必要なものだけを求めなさい。まず自分自身の内面を変えることから始めなさい。そうすれば、他者を助けることができる。なぜなら、何かを欠いている者は、それを与えることができないからである。生きている者も亡くなった者も含め、信仰深い男女のために祈り、彼らの間でできる限り奉仕者、改革者となりなさい。彼らに教えたり、神の助けを求めることで自らの利益となるよう助けたり、礼拝への愛を植え付けたり、義務と義務でないものを明確に説明したり、偽善、傲慢、うぬぼれを戒め、それらが善行を無効にすることを教え、機会を捉え、戦略的な計画を学ぶよう励ますなど、あなたが今行っていることはまさにそれです。一度彼らにそれを植え付ければ、その後はあなたを必要としなくなるでしょう。なぜなら、あなたが彼らに与えたものをしっかりと守れば、彼らは道を踏み外すことはないからです。そしてあなたは彼らを去り、あなたの役割と時間は終わり、永遠は全能の神のみに属するのです。あなたは彼らの中に体系を残し、それを彼らの中に確立しようと努力しました。ですから、単純で揺るぎない意図をもって、彼らのことを心配しないでください。例えば、この人生は永遠ではありません。生活の糧に依存しており、あなたはそれを変えたくないのです。もしあなたが特定の場所で自分の目的を果たしたなら、重荷にならないようにそこを去るべきです。だから、長期的な目標よりも短期的な目標を優先して考え、長期的な目標も設定すべきだ。神と共にあり、永続するものという観点から見ると、遠いものは尽きることのないものです。このことから、あなたは使命と果たすべき任務を持つ使者であることを学びます。任務を終えた後も何かに執着するなら、あなたは自分自身を傷つけていることになります。ですから、計画を立てることは大切ですが、神があなたに選んだことは、あなた自身の幸福と慈悲のためであることを知りましょう。もし、あなたが霊的に最高の自分を引き出すためにあらゆる手段を尽くすような状況があなたに課せられたとしたら、それは神があなたに与え、導いてくださるものであり、あなたが望むことや「もしこうだったら、ああだったら」と言うことではありません。ですから、あなたは満足し、否定的な思い込みについて許しを求めなければなりません。霊的な上昇への道は、必然的に困難を伴うため、あなたはまだ知りません。最初は、徐々に適応し、潜在意識のプログラミングが変わるまで、あなたの期待や願望とは正反対の道を進むことになるでしょう。謙遜へと近づく道に抵抗していた後、あなたはより楽観的になり、悔い改めの気持ちを新たにするでしょう。この謙遜はすべての行動と意図の基盤であり、それを通して神はあなたを美しい方法でご自身のもとへお戻しくださいます。全能の神は彼らについてこう言われました。「そして神は彼らの謙遜を増し加えられる。」したがって、すべての善は罪の悔恨、偽りの厳しさ、そして怒りの後に訪れます。そして、出来事は不快であり、あなたへのメッセージ、特に神の言葉（神の栄光が高められ、神の名が聖なるものとされますように）の理解の欠如は、「そして彼らは顔を伏せて泣き、それによって彼らの謙遜が増し加えられる」（アル・イスラー 109）です。また、神の言葉（神の名が祝福され、神の威厳が高められますように）は、「それで、この言葉にあなたは驚くのか？そして、あなたは笑って泣かないのか？」（アン・ナジム 59-60）です。また、アッラーが彼に喜ばれますように、アブー・フライラの権威によって、彼は次のように述べた。アッラーの使徒（彼に平安と祝福あれ）は言った。「アッラーを恐れて泣く者は、乳房に乳が戻るまで地獄には入らない。アッラーのために舞い上がった塵と地獄の煙は決して混ざり合わない。」ですから、あなたが遭遇するあらゆる困難、あらゆる障害、あるいはあなたが嫌悪し困難に感じるあらゆる出来事は、あなたが信者であるならば、あなたに思い出させ、警戒心を保つためのものです。そうすることで、あなたが計画の機械的な適用に溺れ、謙遜、心のあり方、そして涙を通して全能の神に祈願することを忘れないようにするためです。これは、あなたがしていなかったことに対する悔い改めです。ですから、あなたは神に悔い改め、そうすることで、頑なだった心を柔和にすることができるのです。あなたの人生の平安を乱すもの、あなたが嫌悪するもの、あなたを重荷にするあらゆる出来事は、変化への警告であり、あなたを警戒させ、謙遜を怠ったり、そこから逸れたりしないようにするためのものです。ですから、心が頑なにならないように気をつけなさい。ただそう考え、後悔するだけで、あなたはより良いものを手に入れるでしょう。もしあなたがそれを計画していたなら、あなたはそれを手に入れることはなかったでしょうが、それは神の恵みなのです。それは、あなたを眠りから目覚めさせる、良い平手打ちのようなものです。人々が迷い、避難所も、導いてくれる人も見つからず、自分が正しいのか間違っているのかもわからない終末の時、救世主であり改革者はまさにそのようなことをするでしょう。それは、人々を驚かせる平手打ちのようなもので、誰もが彼が改革のために来たのではないと思うでしょう。もし彼が改革のために来たのなら、人々はそれほど恐れることはないでしょう。しかし、それは知識であり、このことが起こる前にすべてを知っている方からの救済を待つことです。ですから、立ち返り、悔い改めなさい。許しを求め、日々の習慣や行動を自分自身と比較することで、自分自身を向上させなさい。行って、他の人々に益を与えなさい。あなたは心を閉ざし、悲観的で、神への信仰を欠いていたからです。あなたの長期計画は、神に喜ばれるものでなければ、挫折するでしょう。ですから、私たちはこう言います。計画を立てなさい。しかし、まず、時間、物質性、資源の面で最も近いものから始めなさい。そうすれば、最もふさわしい人々に証拠が降りかかり、最初に正義を行う人々が利益を得るでしょう。そして、一時の利益ではなく、利益と永続的な糧を求めるすべての人に届くように。こうして大地は正され、呪いは解かれ、状況は徐々に改善される。なぜならこれは包括的なダイナミズム、つまり包括的な意識の覚醒だからである。人々が、すべての損失が悪ではないこと、自分たちがうんざりしているものを他の人々が熱望していること、そして自分たちが待ち望んでいるものは、真実とその人々から無視され根絶されるものであり、たとえ今は屈辱的でほとんど目立たないものであっても、それにしがみつけば後悔することになるということに気づくとき。試練は、衝撃と驚きを受ける前にそれを予見することである。衝撃が来たとき、必要な準備を事前にしておかない限り、逃れようとする試みは無駄だからである。私たちは、人々が現在そのような呪いの影響下にあると考えたので、取るに足らないように見えるが実際には重大なものを断固たる手で打つとき、その影響が強くないはずがない。謙虚さと慎み深さは人々にとって異質なものとなり、礼儀作法は弱まっている。天秤は傾いている。かつて重要視されていたものが、今や取るに足らないものとみなされている。人々は、表には出さなくても、外見や物質的なものに過度に気を取られている。無意識のうちに互いを監視し、過剰に笑い、言葉遣いや礼拝、尊厳ある座り方といった礼儀作法を学ぼうとしない。彼らは、本質である心の奥底が誠実さとは程遠いにもかかわらず、モスクの装飾にばかり気を取られている。中には、出入りする人々をじろじろと見つめ、モスクの中で頻繁に振り返ったり、他の人と向き合って座ったり、周囲を観察したりする者さえいる。こうした些細なことは見過ごしてはならない。偽善につながり、心に欺瞞を生む可能性があるからだ。したがって、犠牲が必要であり、今や多くの人々が気づかぬうちに誤った道に迷い、欺かれ、臆病で愚かになっている今、誰かが立ち上がり、人間とジンの中に潜む悪魔に全力で立ち向かわなければならない。彼らは性急で衝動的で狂信的であり、家族の絆を断ち切り、血を流している。財宝、金、お金の喪失とその影響は、何が間違っているかを過小評価し、欲望、名声、金銭、情欲、地位への愛、そして指導力に惑わされた者たちへの罰でした。どうして彼らは自分自身以外に責めることができないのでしょうか。どうして悔い改めて許しを求めないのでしょうか。どうして理解できないことに耐えられるのでしょうか。あなたがたが怠慢で、過ちを犯し、間違ったことや信仰に近いことに飽き飽きしていたため、神の許しがなければ、あなたがたに害は及ばなかったのです。どうして厳しい罰によって懲らしめられ、正しい道に戻されないのでしょうか。しかし、忍耐強く、心から悔い改める者にとっては、それはより良いことです。なぜなら、それは呪いが解ける第一歩だからです。そして、あなたがたが正直であれば、失いたくなかったものは以前よりも良い形で戻ってきます。それは、あなたがたが呪われていたために消え去ったのです。それは彼と関係があり、あなたはそうすべきではありません。例えば、あなたが苦しんでいるのは、あなたの本当の性質を明らかにしているだけです。あなたが変わらなければ準備ができておらず、これはあなたにとって喜ばしいことではないかもしれません。確かに、人々は罪に対するプライドに囚われているため真実を受け入れようとしませんが、矯正と受容は改革の始まりです。例えば、罪を犯しながら許しを求め、それを続けること――あなたが考えているように、あなたはそういう性質の持ち主です――あなたは許しを求め続ける限り、このことを発見するでしょう。しかし、霊的に上昇するためには、もっと良い方法があります。なぜあなたは自分が罪深いことを認め、自分を正さないのですか？なぜなら、それが許しを求めることの本質だからです。そうです、それを言葉で続けることは良いことですが、その意味を理解してください。停滞に苦しむことはできません。停滞と魔法が困難で破壊的であればあるほど、そしてすべてが神の許可によるものであることを理解し、認識し、それに忍耐強く耐え、癒されるまで報酬を求め、それを解体しようと努力すればするほど、それは何か偉大なものがあなたを待っているという警告となります。苦しみの心から現れるものは決して平凡なものではなく、むしろ全世界を覆い、暗いトンネルへと導いた魔法の呪文の原因となった者たちに復讐する準備をするためのものです。しかし、なぜ彼だけが標的なのでしょうか？それは彼が彼らに疑われ、彼らは彼を滅ぼし、彼に陰謀を企てているからです。彼は人々を殺し、拷問し、彼らにとって危険な存在だと人々に信じ込ませようとしますが、彼らの自責の念はどこにあるのか、彼らのプログラミングに対する後悔はどこにあるのか、そしてこのことに対する悔恨はどこにあるのか？彼らは呪われ、サタンと契約を結び、ある男の周りに集まるために不信心者となった。だから、自分たちにとって危険だと主張する男の周りに全世界が集まるのは理にかなっているだろうか。彼らはどうやって裁くのだろうか。この混乱がこれほどまでに深刻なのは、歪曲、欺瞞的で悪魔的な、そして詐欺的なメディア戦争と魔術に起因しているからだ。彼らの陰謀が暴かれ、彼らの嘘が人々の間で響かなくなったとき、その終焉が訪れるだろう。彼らのメディア機構、彼らの嘘、そして彼らの動員は孤立し、人々はもはや彼らを信じなくなるだろう。そして、混乱は徐々に消え始め、戦争が激化するにつれて魔術は解かれ、すべてが崩壊するだろう。だから、全能の神を信じ、神の勝利を確信し、救済を待ち望んでください。この混乱は崩壊するためには頂点に達しなければならない。それは避けられないことだ。これは来るべき段階への準備であり、忍耐の教訓であり、陰謀の公然暴露への序曲ですが、人々を、特に心の弱い人々を混乱させる対抗手段を通して行われます。これが反キリストの欺瞞です。これらの混乱は、あなたの内なる対話の二枚舌と一種の偽善を露呈させるため危険な誘惑である嘘と欺瞞への準備です。あなたが投獄されているのは単なる事実ですが、あなたが脱出を焦っているために釈放が遅れています。神の許可と同意なしには、あなたは何に対しても権利を持ちません。あなたが心の中で感じているのは、その牢獄で神の保護下にあるという慰めの安心感にすぎません。もし神がいなければ、神はあなたを守護者と二人きりにし、守護者はあなたに背を向け、あなたが欲望に溺れて倒れるまで放置するでしょう。後悔の瞬間ですが、満足と受容をもって認識を変えるには、この覚醒、あるいは知的な覚醒から、あなたが危険に近づいていることを学ばなければなりません。例えば、欲望に溺れる不信仰者を見たことがありますか？邪視や嫉妬、あるいは魔術の影響を受けているのでしょうか？彼らは不信仰にとどまるという誓約を交わしており、何ものも彼らに触れることはないと考えています。しかし、彼らがその誓約を捨てて神に悔い改め始めると、悪魔たちはあらゆる力、あらゆる魔術、あらゆる復讐を駆使して襲いかかってきます。しかし、悔い改めた者は神に愛されているのですから、愛されている者が愛する者を守らないはずがありません。ですから、悪魔たちは、悔い改めた者が経験する復活と覚醒の最終段階で、彼らが持つ悪に応じて、最も強力な武器を持ち出して彼を脅かそうとするのです。これを簡単に理解してください。悪魔が2つか3つの武器を持っていて、悔い改めた者がその大きさや強さを最初から知っていながら、揺るぎなく、忍耐強く、粘り強く耐え忍び、悪魔がそれらをすべて引き出して使い果たしたとします。そうして初めて、悪魔の力の度合いが明らかになるのです。したがって、悔い改めた者は、自分が克服し逃れてきたものよりも強力なものでなければ、彼を怖がらせることはできないだろう。だからこそ、悪魔は徐々に、不信仰のうちに忠誠を誓った者たちが悔い改め始めるまで、彼らとの戦いを徐々に始めるのである。

なぜなら、その顕現は彼らが目撃し観察する証言であり、彼らが真実であるべき正当な理由があるからである。つまり、誰もが当然の報いを受けるべきなのだ。だから、それが自分たちのそばにあり、自分たちの間に存在するのに、どうして信じないことができようか。しかし、それは結果を生み出す試練であり、選別であり、これまで信じなかった者、すなわち目に見えないものを信じなかった者への罰でもあるのだ。

だからこそ、私たちの預言者ムハンマド（彼とその家族に平安と祝福あれ）が私たちに語ったように、信仰において最も素晴らしい人々は、預言者ムハンマドを見たこともなく信じた人々なのです。これは、主と共にいる天使たちや、神が遣わした預言者や使徒たち、あるいは彼らの時代に生きた人々に当てはまることではなく、預言者（彼とその家族に平安と祝福あれ）について聞き、彼を見たこともなく信じた人々に当てはまるのです。彼（彼とその家族に平安と祝福あれ）は言いました。「私の民の中で、私を最も愛しているのは、私の後に来る人々であり、そのうちの一人は、家族や財産を犠牲にしてでも私に会いたいと願うだろう。」（ムスリム伝）。彼はまた言いました。「あなたがたの中で、私を父や子供、そして全人類よりも愛するようになるまでは、真に信仰しているとは言えない。」

これは、神が到来を許すまで徐々に起こります。預言と慈悲から始まり、段階を経て徐々に発展し、最終的にはすべての宗教に勝利し、報復をもたらします。試練と苦難は避けられず、誰もが原子の重さほどであっても、相応の報いを受けます。しかし、預言者ムハンマド（彼とその家族に平安と祝福あれ）が「安楽な時に神を知れば、苦難の時に神はあなたを知るだろう」と言ったように、信仰は報いを受けるための前提条件です。これは、信仰への呼びかけはすべて優しさから始まりますが、人々は罰が来るまでそれに耳を傾けないことを意味します。そして、何がなされても理解できない人々にとっては試練の終わりとなり、他の人々にとっては変革と力となるでしょう。では、その時何の運命にも属さず、それまで信仰によって何も得ていない人は、どのように救われるのでしょうか？

勝利は神の御手の中にあり、神を支える者は誰であれ、神は彼に成功を与え、この偉大な働きを喜ばれるでしょう。その時、人々は何の助けも得られません。誓いも、探し求めることも、涙を流すことも、頼るべき避難所もありません。救いを与えられる者は、神の保護、配慮、そして慈しみによって救われるのです。迷いに陥る運命にある者については、誰も彼らを助けることはできません。彼らは以前、善を求めもせず、善を追求することもせず、そうするように命じられても学びませんでした。彼らは無頓着で、まるで否定、不信、拒絶するようにプログラムされているかのようでした。今、彼らの迷いは増し、救われることはありません。これが彼らの報いです。彼らが考えているように、私たちは彼らを必要としていません。それどころか、これが彼らの迷いです。彼らは自分たちの所有物を信じ、惑わされ、そして私たちが彼らの支援や富に依存している、あるいは彼らの助けを必要としていると考え、背を向けるのです。彼らは傲慢になり、安全だと考えて逃げ出すだろう。これが彼らの誤りである。なぜなら、これは試練であり、この偽善者や不信仰者は知ることも理解することもできず、彼の知性も偽りの知識も、地上で所有するすべての富も、彼が真理に同調して救われるのに役立たないからである。なぜなら、彼は救いの場所である箱舟を捨ててしまったからである。それは預言者ノア（彼に平安あれ）の洪水のようであり、その下にあるものすべて、箱舟に乗っていないものすべてが水没する、つまりすべてが水没する。神に栄光あれ、なぜなら、すべての人は自分が創造された目的を果たすことができるからである。つまり、私たちを支え、私たちを望む者は誰であれ、それは彼にとってより良いことであるから、私たちに自慢してはならない。誰も、私たちが彼を必要としていると考えたり信じたりしてはならない。なぜなら、この疑念の点に達した者は、自分が利益を得ていること、そしてそれが何よりもまず彼にとって名誉であり特権であることを知るべきであるからである。そもそも選ばれていない者、支持者の中に名前すら登録されていない者の中に入らないよう、彼は気をつけなさい。なぜなら、すべての被造物は、自覚することなく果たし、恩恵を受ける役割と任務を担っているからである。全能の神はこう言われた。「導かれる者は、ただ自分の利益のために導かれるのであり、迷う者は、自分の不利益のために迷うのである。」これは、悪人が神の宗教への支持によって支えられ、助けられるかもしれないが、それは信者のためであるという意味である。神はご自身の事柄を完全に支配しておられるが、ほとんどの人はそれを知らない。神は祝福され、最高の創造主であり、彼らが描写するものをはるかに超えて崇められる。使徒たちに平安あれ、万物の主である神に賛美あれ。

神が人々を互いに助け合うことで守られることによって、物事はより良い方向へと正される。ある者の不幸は、他の者の利益となる。あなたに益をもたらす者は、あなたに害を与える者からも益を得るかもしれない。あなたから利益を得る者は、あなたを助ける者から害を受けるかもしれない。あなたは、貢献した人々の知らぬ間に、努力なしに目標を達成する。それゆえ、誰も傲慢になったり、嘲笑したり、抑圧したり、高慢になったりしないように、その者は謙遜になるだろう。これは、誰も他者を抑圧しないようにするための、絶え間ない試練と均衡のサイクルである。そして、もし誰かがそうでないと考えるならば、予期せぬ力が彼らに立ち向かい、物事は本来の秩序を取り戻すだろう。あなたの主の力を知る者は主以外にはおらず、正義の天秤は常に正しい。人々はどれほど変化し、地位が上がっても、神は抑圧者同士を戦わせる。これは、彼らが「まるで昨日まで裕福ではなかったかのようだ」と言うための試練である。私たちは、手遅れになる前に人々がこれらの例から学ぶことができるように、これらの日を人々の間で交互に与える。なぜなら、誘惑の試練から救われた信者には報いがあるからです。それは、作物を収穫し、植物を植え、ため息をつき、忍耐と粘り強さを持ち、夢を見続け、知識と学びを得ることによって得られるものであり、一夜にして得られるものではありません。

全能の神はこう仰せられました。「戦いはあなた方に定められている。たとえそれがあなた方にとって忌まわしいものであっても。しかし、あなた方が嫌悪するものが、あなた方にとって良いことなのかもしれない。」これは、あなた方が改革を望むならば、妥協に値しない事柄もあるにもかかわらず、彼らは妥協するという意味です。彼らの目的は、問題を安易に解決させ、現状維持に陥らせることです。あなた方もまた、自らの使命と信念の誠実さを証明しなければなりません。しかし、それに値する人々に親切を示すことは、適切な方法でのみ行うべきです。目標を持つ者は、目標を持たない者、家畜のような者、あるいはそれ以上に迷い込んだ者とは異なります。知識の扉が開かれ、その光がすべてを包み込むとき、隠されたもの、見えないもの、軽蔑されたもの、辱められたものは、重さも価値もない散らばった残骸やパンくず以外には何も残らないのです。無知と不注意はサタンの武器です。これは、あなたが自分自身とサタンとの間で、隠れた心理戦を繰り広げていることを意味します。サタンはあらゆる場面であなたの心に疑念を植え付け、あなたを立ち止まらせ、熱意と信仰を弱め、感情や感覚が混乱するにつれてためらいを増大させようと企んでいます。彼はあなたに忘れさせようとしており、これはあなたが批判、行動、行為、そして崇拝の行為の根底にある意味を理解するために有益な知識を熱心に求めなかったことへの罰です。なぜなら、現状に満足し、革新に慣れてしまう危険性は比類のないものだからです。もしあなたがそれを許し、誘惑されてしまうなら、毒は徐々に広がり始めます。もしあなたがそれを耐え忍ぶことができるなら、内なる知識が欠けているときにどうして耐えられるでしょうか？理解できないものにどうして忍耐強くいられるでしょうか？したがって、神の導きを真に理解していない人が、どうして導かれ、正しい道を見つけることができるでしょうか？なぜなら、彼らは誰に従うべきか、どのように救われるべきかを知らないからです。

もっと簡単に言うと、あなたが心から信頼できる真の指導者にたどり着き、彼に導かれるということです。つまり、あなたが無知な時は彼に従うべきです。なぜなら、理解は一度に与えられるものではなく、徐々に与えられ、彼に従うあなたの誠実さが試されるからです。別の例として、神への信仰について語る時、それは、たとえその原因がどんなに些細なものに見えようとも、勝利への確信と揺るぎない信念を持つことを意味します。なぜなら、あなたの責任は結果を達成することではなく、努力することだからです。結果は必然的にあなたの努力の結果であり、あなたが忍耐強く、楽観的で、努力し、受け継いだ信念の正当性を疑うことなくそれを乗り越えるならば、あなたにとって最善の道へと導かれるでしょう。なぜなら、災難や試練をもたらすのは、まさにこうした信念だからです。しかし、あなたが真実を語り、揺るぎなく、努力し続け、抵抗し、こうした人々から独立しているならば、安心して良いでしょう。なぜなら、神は不正な者を導かないからです。言い換えれば、真実を追求するならば、不正義は存在しないと確信してください。なぜなら、不正な者たちはあなたに危害を加えることができず、あなたは神の加護によって彼らの試練から救われるからです。もしあなたが彼らから免れることができれば、それは大きな祝福です。

これらの試練は、あなたがたの信仰の誠実さと真理への忠誠心、そして偽りのない潔白さを試すため、また人々を清め、選別し、隠していた真の姿を明らかにするために、神の命令によるものです。真の信仰とは、行動し、忍耐し、確信することであり、「これはこうなのだ。これは圧制者から来たものだ。私たちは忍耐して彼らと共に留まり、戦わない。彼らが留まることには何か良いことがあると言う」と言うことではありません。いいえ、これは真の信仰ではありません。いかなる場所、地域、段階においても不正義が存在する限り、ジハードは義務です。そして、ジハードに先立って、それが広がる前に初期段階でそれを排除した人々はより優れており、より大きな報いを受けました。同様に、征服前に戦った人々も、征服後に戦った人々よりも大きな報いを受けました。人々よ、このように私たちはあなた方に説明します。それは、あなた方が「私たちは満足している」と言って、偽りや腐敗と戦うことを望まなくなることがないようにするためです。これは称賛に値する満足ではなく、しもべがそれを得ることで報いを受けるような絶対的な満足でも忍耐でもありません。なぜなら、真実を語ることや聖戦を控えることで悪い結果をもたらし、真実の民を支持しないことで彼らを裏切り、不正の民、シオニスト、不信仰者、多神教徒に忠誠を誓うことになり、反キリストの背後には彼らを操る指導者であるサタンがいるからです。

もっと簡単に言うと、何もしないで座って不正を取り除く努力を怠り、「これは苦難であり不正だ、ただ我慢しよう」と言って、苦難に満足したと思ってはいけません。そして、引きこもって眠ってしまうのです。そうではありません、神に栄光あれ！では、なぜ試練と苦難は抑圧者の存在とともにやってくるのでしょうか？彼らの存在は、人々が彼らを受け入れるためではなく、全能の神に悔い改めず、改革を望まないならば、彼らと戦うためです。私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）は、何か間違ったことを見たら、手でそれを正し、それができないなら舌で、それができないなら心で正すべきだと言いました。ここで私たちは、不正、虚偽、腐敗を変える最前線に立つのは誰なのか、そして人々が満足と忍耐の概念を忘れ、混乱し、ついには変えるべきことを変えることへの無為と怠惰、そして眠ること、休むこと、努力を怠ることと同義になってしまう様子を理解するのです。これは優先順位の問題です。このことを警告する人は、重大なことを警告しているのですから、無視してはいけません。無視すれば、破滅が待っているからです。弱者を捨てれば、正義も、あなたが喜ぶことも存在し得ません。あなたは必ず失望するでしょう。なぜなら、正義と理解はエリートやあなたより優れた者だけのものであると主張し、すべての人々が平等に扱われるべきだということを理解せずに、自らの意志を押し付けてきたからです。自分の行いの罰を突然受けたとき、どうして自分の運命を嘆くことができるでしょうか？これはあなたへの正当な報いであり、あなたたちの偽善の果実なのです。なのに、あなたたちはそれに気づいていないのです。どうして救済を期待できるでしょうか？

神に心を完全に委ねない限り、救いは訪れないことを知りなさい。祈りへの答えは、最も熱心で、粘り強く、切望して待ち望む者に与えられる。それは決して的を外さない。誰がそれにふさわしいか、誰がそれに感謝するか、誰が誠実に祈り、責任を託され、試練を受け、苦難に耐え抜くかをよく知っている。彼らは、人々が慣れ親しんできた偽りのものを消し去り、人間とジンの巣窟から悪魔が現れる準備をし、それらと戦うためにしっかりと立ち、何か新しいものを確立する者によって道が開かれなければならないことを疑ったりためらったりしない。これが現実である。何か新しいものを求めるならば、病んだ根は根こそぎにされなければならない。それにしがみつき、固く握りしめていた者は、嘘をつき、嘲笑した後に、その結​​果を目にすることになるだろう。このような者は戻ってはならず、他者を支配する力を持ってはならず、誰も彼らに慈悲を示してはならない。なぜなら、彼らは敵であり、病そのものだからである。これには、回復力、思考力、計画性が必要であり、努力や労力をかけずにその兆候を理解し、察知できる人物が求められます。最初は努力が必要ですが、この矛盾は不和の源となり、居心地の良い場所に留まりたい偽善者たちが入り込むことを阻みます。彼らは嘘をつき、自分の中にないものを主張し、真実を否定し、真実の人々と戦います。なぜなら、彼らには理解する能力がないため、嘘を吐き散らし、信者を否定するからです。

したがって、改めて申し上げます。努力は真理の人々に向けて行うべきです。なぜなら、彼らは互いの間では何でも容易であると確信しており、互いの間では謙遜でありながら、不信仰者に対しては強大だからです。これは、不信仰者や偽善者を打ち砕くための計画に努力を注ぐべきだということです。しかし、理解、エネルギーの流れ、知識の普及、そして能力は、信者の間で無条件に共有されなければなりません。動員のため、健全な計画、効率的な活用、経済的な管理、そして合理的で科学的な運営が伴うべきです。「無条件に」の意味がお分かりでしょうか？それは、善意に基づく改革に対する無条件の愛、寛容、そして寛容を意味します。私たちは過剰を意味しているのではありません。何事も限界を超えるとその反対になることは周知の事実です。むしろ、私たちが意味するのは知恵です。それは、感謝と尊敬の最良の形であり、改革を開始し、真理に従って行ったことに対してすべての責任者に責任を負わせるものです。たとえ彼らと議論するとしても、それは最も誠実で、最も建設的な方法で行われなければならず、無条件の愛と服従を育み、価値観を妥協してはならない。これは、問題が過剰、浪費、コミュニケーションの困難、対話の欠如、些細なことに関する争い、あるいは一部の人々の間の理解不足に繋がらないようにすることを意味する。私たちが言いたいのはこういうことだ。確信、信仰、そして誠実さがなければ、いかなる努力や行動も祝福されることはなく、結果として後悔、悔恨、そして計画していたすべてのものの喪失が生じることになる。これは、偽善者が潜入して毒を広めたために選択が下されたか、あるいは正義を主張する者たちが魔術や悪霊に取り憑かれたためである。

したがって、私たちは、真理、知識と学問の追求、神の道への努力、虚偽の打破、そして真理の確立以外には、いかなる努力や労苦も向けてはならないという意味です。これは、私たちが古来より提唱してきた自然な原則です。しかし同時に、私たちは、過剰な質問、遅々とした進歩、途切れ途切れのコミュニケーション、厳しい言葉、不機嫌な表情、無礼、謙虚さの欠如、そして理解の欠如によって、互いに不必要に負担をかけてはならないという意味でもあります。私たちがあなたをないがしろにするとは思わないでください。安心してください、私たちはあなたにとって有益なことを何も知らせずに放置することはありません。しかし、守護者が何を望んでいるかを先読みすることは名誉なことであり、私たちがあなたを助けることを確信してください。また、あなた自身が速やかに学び、規律を保ち、献身することで、私たちを助けてくださるようお願いします。そうしなければ、あなたは財産や助けとなるどころか、つまずきの石や重荷となってしまうでしょう。神の守護者が何を望んでいるのかを理解せず、神の守護者に真に従わず、彼を支えず、学ばず、努力せず、真理を守るために彼に仕え、彼の奉仕において殉教する準備を急がない者は、努力する者の中には入らない。彼は正しいことを命じず、間違ったことを禁じず、苦情を申し立てたり、腐敗や不正に関与している者を止めたりすることを助けない。彼は彼らをかばいさえし、それによって彼らの罰や、彼らの行いの醜さにふさわしい犯罪者の罰を妨げているかもしれない。これは、神から選ばれた指導者と守護者によって示された計画を文字通り適用すること、忍耐と不動の精神、民への愛情と忠誠心、そして魔術を教えた主人に惑わされた偽善者や無知な嘘つきや詐欺師によって織りなされた陰謀を認識することによって達成される。

したがって、私たちは清らかさが完全になるまで忍耐するよう勧めます。これは隠された内なる闘いです。なぜなら、真実の天秤は、あらゆる偽り、お世辞、偽装には狭すぎるからです。なぜ狭すぎるのでしょうか？それは、はるかに大きく困難なことに備えるためです。ある人々は、「私たちは信じます」と言うだけで、試練を受けることなく放っておかれると考えていました。しかし、その後、彼らが忍耐すれば大きな善があります。なぜなら、最大の試練が訪れたとき、彼らはそれを克服するための忍耐と不動の精神から学んだことに基づいて選ばれるからです。これは大きな恩恵です。彼らには、内なる支えと力、有益な知識という形での助け、心の清らかさ、勇気、そして揺るぎない忍耐、さらに大きな任務を助けてくれる義にかなった妻、ジハードへの誓い、そして確信の増大が必要となるでしょう。

しかし、内面的な準備が整っていなければ、どうして霊的に昇り詰めて、忠誠の誓いを口にするに値する境地に達することができるでしょうか？兄弟姉妹よ、忠誠を誓ったと主張することはできません。なぜなら、それはもはや選択や個人的な好みの問題ではないからです。信仰において既に何か良いものを得ていない限り、そうでなければ、あなたの罪がそれを妨げます。しかし、これが何を意味するのか説明しましょう。それは、愚かさ、無知、そして内面を正し、改革し、思考パターンを変えようとしないことによるものです。罪は神の慈悲によって赦されますが、赦しを求めながら、快楽、歌、欲望に執着し、気まぐれに従い、果てしない議論や意見に明け暮れるのは無意味です。ですから、なぜ変わろうとしないのですか？容易ではないことは承知していますが、あなた方は至らず、些細なことでも責任を問われるでしょう。そして、あなた方は気づいていない多くの善、真理に忠誠を誓い、神の御業に励む能力など、あなた方のために用意されていた善を奪われています。これは、神が選ばれた者だけに与えられる祝福であり、変わろうとしない者、自らを変えようとしない者、探求せず、学び、有益な知識を求めない者、つまり、自分自身と行動を変え、神と神の使徒（神の祝福と平安あれ）への愛を増し、神の御業に励み、罪深い被造物に対して、最善の方法で与え、改心させ、寛大であり、無条件に赦すことによって、彼らを正しい道に戻し、自らを変え、敬虔で、清らかで、忠実な者となる者には与えられない祝福です。

兄弟姉妹への熱意に欠ける者が、どうして彼らを支えることができるでしょうか。どうしてそのような者が、神に近づき、尊敬され、勝利の吉報を受けることができるでしょうか。全能の神はこう仰せられます。「まことに、神は、人々が自らの内面を変えるまで、その民の状態を変えることはない。」ですから、神に祈るときは、卑猥な言葉や議論を避け、大声で話したり静かに話したり、中庸を求めたりして、偽善や見せかけのない、誠実な祈りを捧げなさい。自分のためだけに祈ってはいけません。それでは、集団礼拝に何の益があるでしょうか。あなたは、去りたいと心の中で祈りに臨んでいるのです。礼拝を行うとき、あなたは来世に目を向けているのですから、来世であなたに益となるものを求めるのがふさわしいのです。たとえ現世のものを欲するとしても、来世のために役立つもの、来世のために働くために必要なものだけを求めなさい。まずは自分自身の内面を変えることから始めなさい。そうすれば、他者を助けることができるようになるからです。何かを欠いている者は、それを与えることはできないのです。生きている者も亡くなった者も含め、信仰を持つ男女のために祈り、彼らの間でできる限り奉仕者、改革者となりなさい。もしそれが、彼らに教え、神の助けを求めることで自らの益となるよう助け、礼拝への愛を植え付け、義務と義務でないことを明確化し、偽善、傲慢、うぬぼれ（これらは善行を無効にする）を戒め、機会を捉え、戦略的な計画を学ぶよう励ますことを含むならば――あなたが今まさにそうしているように――、これらの原則が彼らの中にしっかりと根付いたならば、彼らはもはやあなたを必要としなくなるでしょう。あなたは彼らに、もし彼らがそれに従うならば、道を踏み外すことを防ぐものを与えたのです。その時、あなたは彼らを去り、あなたの役割と時間は終わり、残るのは全能の神だけとなるでしょう。あなたは彼らに体系を残し、それを彼らの中に根付かせようと努力したのですから、彼らのことを恐れる必要はありません。

簡単に言うと、この世の何事にも満足してはいけません。ここは永住の地ではないのです。例えば、収入源に頼り切って、考えを変えようとしないのはいけません。特定の場所で自分の目的を果たしたら、次に進みましょう。そうしないと、誰かの重荷になってしまうからです。ですから、長期的なことを考える前に、短期的なことを考えましょう。しかし、長期的な目標は、永続するものに設定してください。神と共にあるものは永遠だからです。このことから、あなたは自分が使者であり、果たすべき使命があることを学びます。使命を終えた後も何かに執着するなら、あなたは自分自身を傷つけているのです。ですから、計画を立てることは大切ですが、神があなたに選んだことは、あなた自身の幸福と慈悲のためであることを知ってください。もし、霊的に最高の自分を引き出すためにあらゆる手段を尽くすよう、特定の状況があなたに課せられたとしたら、それは神があなたを祝福し、導いてくださる道であり、あなたが望むことや「もしこうだったら」とか「ああだったら」と言うことではありません。ですから、満足し、悪い考えがあれば許しを求めましょう。あなたは霊的成長への道を知りません。なぜなら、それは必然的に困難を伴うからです。最初は、あなたの期待や願望とは正反対のものに思えるでしょう。しかし、徐々に順応し、潜在意識のプログラミングが変わっていくにつれて、楽観主義に適応し、謙遜へと導く道を以前は避けていたとしても、悔い改めの気持ちを新たにするでしょう。この謙遜こそが、あらゆる行動と意図の基盤であり、この謙遜を通して、神はあなたを美しい方法で神のもとへと導いてくださいます。全能の神は彼らについてこう仰せられました。「そして、あなたは彼らがひれ伏し、神からの恵みと御心を得ようと努めているのを見る。彼らの顔にはひれ伏した跡が刻まれている」（クルアーン27:28）、そして「それは彼らの謙遜を増し加える」（クルアーン2:28）。したがって、すべての善は、罪、偽りの厳しさ、怒り、出来事への恨み、そしてそれらのメッセージに対する認識の欠如に対する悔い改めの後に訪れるのです。特にあなたにとってはそうです。

そして、神の栄光が崇められ、神の御名が聖なるものとされますように、神の御言葉はこうです。「彼らは顔を伏せて泣き、それによって謙遜さが増す。」[アル・イスラー：109]。また、神の御言葉はこうです。神の御名が祝福され、神の威厳が崇められますように。「この言葉を聞いて、あなた方は不思議に思うのか？ 笑って泣かないのか？」[アン・ナジム：59-60]。また、アブー・フライラ（アッラーが彼に喜ばれますように）の権威によって、彼はこう言いました。「アッラーの使徒（彼に平安と祝福あれ）はこう言いました。『アッラーを恐れて泣く者は、乳房に乳が戻るまで地獄には入らない。アッラーのために舞い上がった塵と地獄の煙は決して混ざり合わない。』」ですから、あなたが信仰者であるならば、遭遇するあらゆる困難、あらゆる障害、あらゆる苦難は、警戒を怠らず、計画の機械的な実行に没頭しすぎて謙遜さ、心のあり方、そして涙を通して全能の神に祈願することを忘れてはならないという戒めです。これは、あなたが怠っていたことへの悔い改めであり、それを神に委ねることです。それは、頑なな心を捨てて柔和さを取り戻すことを意味します。あなたの心の平安を乱すもの、あなたが嫌悪するもの、重荷に感じるものはすべて、変化し、警戒を怠らず、あなたが謙遜さを怠っているか、あまりにも道を踏み外していることを思い出させる警告です。ですから、心を頑なにしないように注意してください。このことを振り返り、後悔すること自体が、単なる計画では得られなかった祝福であり、神からの恵みです。それは平手打ちのようなものです。しかし、それはあなたを眠りから目覚めさせる祝福なのです。

終末の救世主であり改革者は、人々が迷い、避難所も、導いてくれる人も見つからず、自分が正しいのか間違っているのかも分からなくなった時に、このようなことをするでしょう。それは、人々を驚かせる平手打ちのようなもので、誰もが彼が改革のために来たのではないと思うほどです。もし彼が改革のために来たのなら、人々はこれほど恐れることはないでしょう。しかし、これは知識であり、このことが起こる前に学んだ者からの救済を待つことなのです。ですから、立ち返り、悔い改め、許しを求めなさい。日々の生活を改善し、外に出て人々に益をもたらしなさい。なぜなら、あなたは自分自身に閉じこもり、悲観的で、神を信じていなかったからです。あなたが長期にわたって計画したことも、神の御心にかなわなければ、破壊されてしまうでしょう。ですから、私たちはこう言います。計画を立てなさい。しかし、まず時間、物質、資源の面で最も近いものから始めなさい。そうすれば、最もふさわしい人々、最初に正当な利益を得る人々に証拠が示されるでしょう。そして、一時的な糧ではなく、永続的な利益と糧を求めるすべての人に届くように。こうして、地球は改革され、魔術は無効化され、状況は徐々に改善されるでしょう。なぜなら、それは包括的なダイナミズムであり、包括的な意識の覚醒だからです。人々が、すべての喪失が悪いわけではなく、自分たちがうんざりしているものが他の人々に切望されており、自分たちが待っているものが真実とその人々から本当に無視され根絶されるものであり、たとえ今は屈辱的でほとんど知覚できないように見えても、それにしがみつくことを後悔するだろうと気づいたとき、試練は、それが彼らに衝撃と驚きを与える前に、それを予見することにあります。なぜなら、打撃が襲いかかったとき、必要な準備が事前に整っていない限り、逃れようとする試みは無駄だからです。人々が現在そのような呪術の影響下にあると考えるならば、取るに足らないように見えるが実際には巨大なものに鉄の拳で打たれたとき、その影響が強力でないはずがありません。謙虚さや慎み深さは人々にとって異質なものとなり、礼儀作法は弱さと見なされるようになりました。天秤は傾き、重要だと考えられていたものが取るに足らないものとされ、人々は表には出さなくても、外見や物質的なものに過度にこだわるようになっています。無意識のうちに互いを観察し、過剰に笑い、言葉遣いや礼拝の作法、さらには威厳をもって座ったり立ったりすることさえも学ぼうとしません。彼らはモスクの装飾にばかり気を取られ、本質である心は誠実さとは程遠い状態です。中には、出入りする人々をじろじろと観察したり、モスクの中で頻繁に周囲を見回したり、人や周囲の景色に向き合って座ったりする人もいます。こうした些細なことは見過ごしてはなりません。偽善につながり、心に偽りを生む可能性があるからです。

それゆえ、犠牲は必要であり、今や多くの人々が惑わされ、誤った道に導かれ、気づかぬうちに臆病で愚かになり、性急で衝動的で狂信的になり、家族の絆を断ち切り、財宝や金、金のために血を流している今、一部の人々は立ち上がり、全力を尽くして人間とジンの悪魔に立ち向かわなければならない。その効果は、何が間違っているかを過小評価し、欲望、名声、富、情欲、そして名声と指導力への愛に騙された人々への罰であった。どうして彼らは自分自身以外に誰も責めないでいられるだろうか？どうして悔い改めて許しを求めないでいられるだろうか？どうして理解できないことを耐え忍ぶことができるだろうか？あなたがたは不注意で、堕落し、間違ったことや信仰に近いことに飽き飽きしていたので、神の許しなしにあなたがたに害は及ばなかった。どうして厳しい罰によって懲らしめられ、正しい道に戻されないでいられるだろうか？しかし、忍耐強く、心から悔い改める人にとっては、それは呪縛を解く第一歩となるので、より良いことです。そして、もしあなたが正直であれば、失いたくなかったものが以前よりも良い形であなたのもとに戻ってくるでしょう。なぜなら、あなたは呪縛にとらわれ、本来あなたのものではなかったものに執着していたからです。例えば、あなたが経験している停滞は、あなたの真の性質、つまり変わらなければ準備不足であることを明らかにしているにすぎません。これはあなたにとって魅力的ではないかもしれません。そうです、人々はプライドに目がくらんでいるため、真実を受け入れようとしません。しかし、正し、受け入れることが改革の始まりです。例えば、罪を犯し続けながら許しを求めているなら、それがあなたの真の性質です。許しを求める行為を続ける限り、あなたはこのような認識を持つでしょうが、霊的に向上するためにはもっと良い方法があります。なぜ自分の罪深さを受け入れ、それを正さないのですか？なぜなら、これこそが許しを求めることの本質だからです。そうです、それを口に出して唱え続けることは良いことですが、その意味を理解することが大切です。停滞にただ苦しむだけではいけません。停滞と呪いが困難で破壊的であればあるほど、そしてすべてが神の意志によるものであることを理解し、悟れば悟るほど、癒されるまで粘り強く努力し、報いを求め、それらを打ち破ろうと奮闘すればするほど、それは偉大な何かがあなたを待っているという警告となるのです。苦しみの核心から現れる者は決して平凡な者ではありません。むしろ、彼らは世界を満たし、闇に陥れた呪いの原因となった者たちへの復讐の準備をしているのです。

しかし、なぜ彼だけが標的なのか？それは、彼らが彼を疑い、彼を破滅させ、彼に陰謀を企て、彼が人々を殺し拷問するためにやって来ると人々に信じ込ませ、彼が彼らにとって危険な存在だと信じ込ませようとしているからだ。しかし、彼らに自責の念はどこにあるのか？自分たちの仕業に対する後悔はどこにあるのか？このことに対する悔恨はどこにあるのか？彼らは呪われ、悪魔と契約を結び、信じようとせず、たった一人の男に敵対するために団結したのだ。全世界が、自分たちにとって危険だと主張する男に敵対するために団結するなど、あり得るだろうか？どうして彼らに判断できるというのか？この妨害行為がこれほど大規模なのは、この歪曲、この偽りの、悪魔的な、欺瞞に満ちたメディア戦争、そして魔術に起因しているからだ。彼らの陰謀が暴かれ、彼らの嘘が人々の間で共鳴しなくなり、彼らのメディア機構、彼らの嘘、そして彼らの動員が孤立し、人々が彼らを信じていないことに気づいた時、この妨害行為は終焉を迎えるだろう。そうすれば、障害は徐々に消え始め、戦争が激化するにつれて呪いは解かれ、ついにはすべてが崩れ落ちるでしょう。ですから、全能の神を信じ、神の勝利を確信し、救済を待ちましょう。この障害は、崩れ落ちるためには頂点に達しなければなりません。それは避けられないことです。これは未来の段階への準備であり、忍耐の教えであり、陰謀が明らかにされるための準備ですが、特に臆病な人々を混乱させるような陰険な方法を通して行われます。これは反キリストの欺瞞です。これらの遅延は、あなたの内なる対話の二枚舌と一種の偽善を露呈させるため危険な魅力を持つ嘘と欺瞞の準備です。それは単に既定路線です。あなたは囚われていますが、あなたが逃げることを焦っているために解放が遅れており、神の許可なしに、また心の中で起こっていることを受け入れなければ、あなたは何も権利を持っていません。あなたが神の庇護の下、その牢獄で守られているという安心感は、慰めとなるものです。もし神がいなければ、あなたは守護者と二人きりになり、守護者はあなたを見捨て、あなたは欲望に溺れ、やがて破滅へと向かうでしょう。しかし、この認識を受容と満足によって変えるには、この痛み、あるいは知的な目覚めから学ばなければなりません。あなたは危険に近づいているのです。

例えば、自分の欲望に溺れている不信仰者を見たことがありますか？そのような人が邪視や嫉妬、魔術の影響を受けるでしょうか？彼らは不信仰にとどまることを誓約しており、これらのことは彼らに影響を与えません。しかし、彼らが不信仰を捨てて神に悔い改め始めると、悪魔はあらゆる力、あらゆる魔術、あらゆる復讐を駆使します。しかし、悔い改める者は神に愛されているのですから、愛されている者が愛する者を守らないはずがありません。ですから、悪魔は、自分が持つ悪に応じて、悔い改める者の覚醒と復活の最後の段階まで、最も強力な武器を温存し、彼を脅かそうとします。これを簡単に理解してください。悪魔が2つか3つの武器を持っていて、悔い改める者が最初からその大きさや強さを知っていながら、揺るぎなく、忍耐強く、辛抱強くあり、悪魔がそれらをすべて引き出して使い果たしたとします。そうすれば、悪魔の力の程度が明らかになります。したがって、悔い改めた者は、自分が克服し逃れた敵よりも強力なものにしか恐怖を感じない。だからこそ、悪魔たちは不信仰のうちに契約を結んだ者たちが悔い改め始めるまで、徐々に行動を起こすのだ。そして、彼らに対する戦いは徐々に始まり、悪魔たちの狂乱は激しさを増していく。

アラビア語原文（改訂・修正済み）：

しもべが堅固で正直であればあるほど、彼に対する戦いは激化し、彼が堅固であり続けるのを阻む障害が次々と現れる。しかし、神は彼の守護者であり保護者であるため、彼が正直で正直であれば、何も恐れることはない。神の御心ならば、彼は徐々に立ち直り、先に述べた警告は、彼がわずかに道を踏み外したことを思い起こさせ、注意を促すためのものである。

はい、満足は不可欠です。今理解していようといまいと、それをありのままに受け入れてください。たとえあなたがそうでないと主張したとしても、満足は悔い改める者にとって誠実さの試金石です。もし誰かが満足せず、これらの兆候に注意を払わず、母親が自分の子供に慈悲深い以上に慈悲深く、あらゆる苦難を罪と過ちからの浄化とされる癒し主である主に対して満足しないなら、どうしてそのような人が、自分に害も益も与えることのできない自分自身や他人に満足できるでしょうか。内なる自己、すなわち心は、遅かれ早かれその真の性質が明らかになる鉱山のようなものです。これは、あなたが将来失敗し、特に大衆や誤った指導者に対して、偽善や媚びへつらいといった行為に走る運命にあることを意味します。ですから、気をつけなさい。そして、真理に従う人々に「あなたはただ呪われた男に従っているだけだ」などと言ってはなりません。これらは非常に複雑な内面の問題であり、あなたには理解できないように思えるかもしれませんが、あなたに対する先入観が含まれています。しかし、これは神が御心にかなう者に授ける知識であり、目に見えないものの知識ではありません。それは神のみに属するものです。しかし、あなた自身に関わることは、あなたが理解しなければならないことです。あなたの内面、あなたの人生で直面する障害に関する啓示は、正当なものです。なぜなら、あなたは預言者の家族（彼らに平安あれ）、清らかな子孫の知識、そして地上が不正と抑圧で満たされた後の終末と小復活で何が起こるかについて、探求したり、読んだり、学んだりすることなく、物事に深く踏み込んだからです。あなたは衝撃を受けるか、あるいは衝撃を受ける寸前です。衝撃とは、近くにいると思っていた人が実は遠くにいて、遠くにあると思っていたものが近づいてくることに驚くことです。つまり、あなたは取るに足らないと思っていたことで騙されていましたが、それはそうではなく、あなたにとっての衝撃は、それがあなたから離れていくということです。

あなた方に定められたすべての定めと運命は避けられないものであり、あなた方は神の支配下、神の王国に属し、神の力に服従する。至高なる神から隠されているものは、地上にも天上にも存在しない。しかし、全能なる神は、人々が自らの内面を変えるまで、すなわち、神と自分たちに降りかかる出来事に満足するまで、人々の境遇を変えることはない。至高なる神は、最も賢明な裁き主である。そして、しもべが、神が与えた糧と食糧はすべて、神の正義と、すべての被造物の運命に関する神の知識によってのみ与えられるものであることを確信し、心を変えて満足しようと努めるやいなや、神は彼らに神を畏れるように告げる。もし彼らが神に従うならば、この世と来世において神が約束された善を見いだすであろう。しかし、もし従わないならば、この世と来世において、彼らを喜ばせないもの、むしろ彼らを苦しめ、悩ませるものを見いだすであろう。

清い心に宿るのは神の良い評価であり、それがしもべの主に対する謙遜、善良な人格、そして神への祈りや人との関わりにおける適切な礼儀作法を生み出すのです。先に述べたように、あらゆる障害は、しもべが自分の心の二元性に気づき、それを警告する役割を果たします。本人がそれに気づいているか、あるいはすぐに気づくかは別として。したがって、警告は慈悲であり、教訓であり、完全な服従の欠如を思い起こさせるものであり、偽善や見せかけの側面を排除し、次の段階で待ち受けるものを受け入れ、満足し、成功できるようにするためのものです。サタンは傲慢になり、自分の過ちを認めようとせず、人類を妬み、復讐しようとしました。彼のようにならないようにするためには、物質的なものと精神的なものの綱引きにとどまらず、むしろ霊的に高みを目指さなければなりません。そして、もし心が主に対して誠実であり、しもべがその心を完全に主に委ねるならば、世は彼を試すためにやって来て、彼の心の強さを実際的に、つまり外面的に確かめようとするでしょう。あなたがどれほど多くの世俗的な財産を持っていても、それはあなたに影響を与えません。なぜなら、それはあなたの心の中にないからです。そして、これこそが真に重要なことなのです。なぜなら、神は慈悲深く、あなたを神に引き寄せ、世から守るためにあなたを創造されたからです。あなたには心は一つしかなく、この世の愛と来世の愛という二つの相反する愛は、その心の中で共存することはできません。ですから、あなたの心を神だけに捧げ、何者もパートナーにしてはならないのです。

それらの呪文の影響はあなたを縛り付けていました。なぜなら、それらは人々を偽りの、悪魔的なシステムに絡め取り、裏で操っているからです。それらが破壊されると、人々はそれらを科学的、合法的、外交的などと信じ込んでいるため、激怒し、争いを引き起こします。これは、あなたがそれらに執着し、崇拝し、決して変えないようにするためです。こうして、誰もが恩恵を受けるわけではなく、むしろ誰もが溺れてしまいます。これらは暴君と呼ばれるものです。簡単に言えば、あなたは彼らに仕えるべきシステムを教え、あなたが彼らから離れても問題ないのです。こうして彼らはまず自立します。彼らが強くなると、他の人々にも恩恵をもたらすことができます。なぜなら、彼らは話す前から模範となり、手本となるからです。改革と有益な内なる知識の追求、そして崇拝の目的、すなわちそれが純粋に神のためであり、その目標は心を一つにし、同じ目的で集まる共同体の幸福への熱意を育むことであるという理解の模範となるのです。もしどちらかが道を誤ったり、忘れたりしたら、もう一方がそれを諭しなさい。このようにして、忠告に耳を傾けることには満足がある。忠告することをためらうほど傲慢な人は、なんと哀れなことだろう。また、忠告すること、善を語ること、悪を禁じること、偽善者を暴くこと、逃亡中の犯罪者を匿うこと、あるいは逃亡を助けることについて沈黙を守る人々は、なんと哀れなことだろう。

彼らに神の知識を学び、習得させ、それを深く理解させなさい。その目的は、国家と共同体のために、正義、一神教、そして不動の信仰を祈願することである。人は自分自身のために祈願してもよい。すべての事柄において神に依存していることを認め、神以外には力も強さもないからである。しかし、自分の利益を追求するべきではない。正義に導かれる真実な人は、かつて頑なだった心を神が導いた後に導かれる人である。彼は、その厳しさと短気を利用して不当に血を流せると考えたサタンの永遠の敵である。しかし、選ばれたしもべへの約束を決して破らない神は、彼が真実をもって神の導きに従うならば、サタンの軍勢の中から不信仰者や多神教徒に対する力を彼に与えるであろう。すなわち、彼は彼らが最も予想しないところから現れ、彼らから証拠を求めず、人々を求めることもなく、むしろ人々が彼を求めるであろう。運命は、まるで鉄を振り回すかのように、彼を裁きへと導くだろう。サタンはただ自分の暴政を増大させ、不当に支配できると傲慢にも主張した。彼は溺れており、人類のほとんどを地獄の業火へと引きずり込むだろう。しかし、彼が待ち受ける敵は、イスラム教を他のすべての宗教に勝らせる者であり、その時こそ神の勝利と征服が訪れるのだ。彼は、神の許しを得て、不信仰者や多神教徒の中の邪悪な者たちと対峙することを恐れないだろう。彼は、血を流し彼らを殺した時、残るのはそれだけであることを知っている。なぜなら、その時罪人となるのは、真理と神の使徒に逆らった者だからだ。そして彼は、真理のためなら敵の血を流すことを恐れるなと支持者たちに教えている。

彼は終末の復讐者であり、彼らが「腐敗と流血をもたらす者を任命するのか？」と疑問を呈したカリフである。しかし彼らは、時が来れば、犯罪者たちは既に終身刑を終えていることを知らない。これらは永遠の昔から待ち望まれていた任務と地位であり、終末の出来事が起こる前には起こってはならない。変化は徐々に訪れ、解釈もまた徐々に進むので、人々は理解し、時間を与えられる。そして彼らは、自ら進んで服従してジズヤを支払った後には、言い訳はできない。彼らは「彼が来て私たちを裁いた。もっと時間があればよかったのに」とは言わないだろう。これは、マリアの子イエス（彼に平安あれ）が降臨し、ジズヤを廃止し、反キリストを殺し、イスラム教以外何も受け入れなくなるまで続く。この復讐は、証拠が確立され、彼らが猶予と慈悲を求めた後に訪れる。しかし、これは以前にも起こったことです。私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）の使命の時、彼は全人類に遣わされた慈悲の使者であり、信者に対して慈悲深く憐れみ深い方でした。当時、復讐の罰は下されておらず、イスラム教はまだ他のすべての宗教に勝っておらず、いくつかの節の解釈はまだ明らかにされていませんでした。そのため、人々は本来の性質から逸れ、正しい道に戻るための導きを必要としていました。地上が偽りの教えで満たされた後、人々を説得するのは困難でした。誰もが自分の欲望に従って宗教を解釈します。預言者（彼に平安と祝福あれ）の使命の時、偶像を崇拝する人々もいたため、彼らにとって一神教を受け入れるのは比較的容易でした。しかし今、彼らに解釈を提示すると、誰もがあなたに反してコーランを再解釈するでしょう。しかし、これらすべては神の命令によるものであり、あらかじめ定められた目的が成就するため、また神がご自身の義なるしもべたちを想像もつかないような方法で力づけるためである。そして、多くの人が滅びるであろう。

イスラム教は本質的に異質なものであるゆえに、このしもべの旅の始まりもまた、異質で、独特で、放浪的で、追放されたものであった。彼は神の命令によって孤立させられた。なぜなら、神は彼を自らの力に任せず、彼は自給自足で、ただ神にのみ頼り、神が彼を世話してくださったからである。彼は偽善的に振る舞う多くの人々の真の姿を見抜くために、お世辞を捨てた。こうして彼は、支持者も、メディアも、資源も、設備も、他者を招き入れることもなく、その状態を維持した。これは、神が彼の出現を許すまで、主の勝利を確信する誠実なしもべの状態である。彼は、見せかけや偽善、虚栄心、あるいは焦りから、まるで戦ったり宝を盗んだりする競争のように自分の欲望に従って他者を招き入れる必要はない。そのようなことをするのは反キリストだけである。しかし、誠実な信者は、自分の行いを正すために祈り、サタンが間違いなく関与している自分の思考パターンを変えることによって、自分自身を変えるべきである。終わりの時代の人々は混乱し、惑わされ、互いに唾をかけ合い、出口を見失っています。彼らは、根源、指導者、制度、システムが腐敗していても、変化は可能だと信じています。しかし、変化は、あらゆる礼拝行為に対する深い内なる理解、礼拝における畏敬と謙遜、そして偽善、革新、追加、許されないことを公然と宣言すること、許されないことを密かに行うこと、あるいは神以外の人間に座ったり、立ったり、ひれ伏したりすることへの警戒を通してもたらされます。これは、反キリストの苦難の時に起こることと同じです。その時、誰も食べ物を見つけることができません。その時、あなたは、妻と子供たちが反キリストに従うことを恐れて、自分の家で縄で縛っている男を見かけるでしょう。なぜなら、苦難は過ぎ去り、信仰によって良いものを得た人々を惑わしますが、そうでない人々を落ち込ませ、言い訳の扉は閉ざされ、彼らは弁解を許されないからです。

同様に、表向きは一つのことを公言しながら、内心では別のことを抱き、過ちを正して悔い改めようとせず、過ちを受け入れず、助言にも耳を傾けず、自分の過ちを認めようともしない人も多くいます。彼らは惑わされ、過ちの中に留まり、偽装された欺瞞と罰を受けています。しかし、私たちは皆不完全であり、欲望に従うことを自制し、神の助けを求め、情熱との戦いを受け入れなければなりません。それは、サタンとその手下によって、ほとんどすべての現在のシステムに植え付けられた否定的なプログラミングを変えるための最大の闘いだと認識しなければなりません。ここで説教をして他人を妨害する者、あるいは預言者だと主張する者を考えてみてください。私たちの預言者ムハンマド（彼とその家族に平安と祝福あれ）は最後の預言者であり、彼の後には預言者は現れません。あるいは、あそこで説教をして世俗的な事柄について語り、モスクの神聖さを全く尊重しない者を考えてみてください。これは容認できない。彼には良いことを言うか、沈黙を守るかのどちらかを選ばせなさい。ここでは沈黙の方が試練を避けるのに良い。それから彼は祈りを始め、全能の神に彼を見捨てないよう懇願し、祈り続けるべきである。そして、祈りと並行して、彼は自らの良心を吟味しなければならないことを知らしめなさい。他人に害を与えたり、自分自身を傷つけたりしたことがあれば、彼は悔い改めなければならない。なぜなら、彼は罪を犯し、過ちを犯したからである。彼は自分の行いを正し、できる限り償い、施しをし、主なる神を畏れるべきである。「そんなつもりはなかった」とか「他に選択肢がなかった」などと言ってはならない。悔い改めの扉が開いている限り、これは言い訳にはならない。なぜなら、いつかそれが受け入れられなくなり、言い訳を許されなくなる日が来るからである。さらに、彼は疑わしいことをすべて避けなければならない。疑わしいことは変化を妨げ、彼の向上を阻害するからである。彼は「これは普通のことだ」「許されることだ」「他に選択肢はない」「仕方がない」などと言ってはならない。確かに、一度や二度ならそうするかもしれないが、それは他人に害を与える。このように、あなたは自らの行いに見合った報いを受けることで、自らを改心させ、変化することを妨げているのだ。あなたは、自分が犯した不正行為を過小評価し、取るに足らないものだと考えたり、そこから抜け出す方法がないと考えて、その不正行為に見合った期間、行動を遅らせなければならない。あなたは疑わしい状況に陥っており、その影響は特に住居、生計、仕事に関わるものでは長く続く可能性があり、そこから逃れることはできないだろう。では、自分の望むものを得るために祈るだけで、どうやって状況を改善できるだろうか？また、そのような事柄を理解するのに役立つ有益な内なる知識を求めなければ、神に祈りながらどうやって状況を改善できるだろうか？確かに、信仰を捨てる原因となる出来事や、あなたが抱いてきた疑念を晴らす出来事を、忍耐強く耐え忍ぶならば、あなたの祈りは大きな益をもたらすかもしれない。慈悲の器は、あなたをこの方向へ導くためにあるのです。ですから、もしあなたにこのようなことが起こっても、絶望しないでください。

もしあなたが心から祈るなら、神への信仰を持たなければなりません。なぜなら、自分の行いを正し、罪を赦してもらう方法を知らないからです。あなたに必要なのは、神の約束、神の報い、そして神の勝利を確信し、楽観的になることだけです。あなたが忍耐し、努力し、赦しを求め、自分の過ちを正すならば、必ず神の御心は成就します。あなたは祈っています。そして、その祈りは聞き届けられます。しかし、あなたは冷静さを保ち、不安を鎮め、着実に歩みを進めなければなりません。まるで綱渡りをしている人が、恐怖心から落ちてしまうように。ですから、リラックスして、あなたが誠実であれば、すべてのことが最善の方向に進むことを知ってください。あなたは頻繁に赦しを求め、自分の行いを振り返るべきです。あなたが何をしようとも、あなたは自分を責めることと、自分の行いが受け入れられることを願うことの間で揺れ動く状態にあります。だからこそ、あなたは変化を求めて祈っているのです。神はあなたが望むものを求める前から、あなたを変え、あなたにとって良いことを定めてくださっているのです。神はあなたにとって最善のことを定め、最善の祈りを教えてくださった。それは、あなたが神を信じ、信頼を置いたからこそ、祈り、正しい道へと導かれるためである。行動を伴わない信仰は、目標ではない。成功し、楽観主義の状態に達したと主張するには、根本的な真実から逃れることはできない。なぜなら、あなたは何かをする確信を欠いているからである。したがって、あなたは神の限りない慈悲の下、楽観主義をもって自分自身を変え始めることができる。あなた自身の悲観主義と心の混乱の原因は、あなた自身にある。少し考えてみれば、あなたは自由で独立した存在として創造され、神の創造物に奴隷として縛られていないことが分かるだろう。あなたは神を崇拝し、理解し、学び、受け入れ、疲労や苦しみ、悲惨さを感じることなく神の教えを実践するために創造された。それは、祝福を受けずに懸命に働き、些細なことや暗闇の中で人生を浪費し、結局は自分が欺かれていたことに気づくことを意味する。だからこそ、あなたは自分を導いてくれる模範を求めざるを得ないのです。そして実際、彼はあなたを導いてくれました。彼は私たちにとって有益なことは何も説明せずに残さず、有害なことは何も警告せずに残しませんでした。彼は私たちの預言者ムハンマド、彼に平安と祝福あれ、神が創造した最初の光です。ですから、あなたが成功への別の道から逸れ続ける限り、それはさらなる努力と苦労の無駄であり、やがてあなたは「長い年月が経ち、彼らの心は頑なになった」と言われる人々の仲間入りをすることになります。

成功は、まず誠実な心を持つことから始まり、次に自己受容、継続的な学習と研究、そして行動、応用、調整、修正、最後に心からの悔い改めと許しを求めることへと続くことを知っておくべきです。全能の神は、すべてを神の定めによって行うため、ずっと以前からあなたを祝福してくださっています。あなたがこの世に生まれる前から、神はあなたが求めたものすべてを与えてくださいました。あなたはすべてを持っています。善悪を区別するためのすべてを見つけてきました。あなたはただ不誠実であり、無知ゆえに扉を閉ざしてしまったのです。しかし、あなたが神のもとに立ち返り悔い改めるために、あなたは訓練を受け、妨げられています。しかし、もしあなたの心が頑なになれば、どんな警告も、忠告も、思い出させるものも役に立ちません。あなたは試練を受け、あなたの時は過ぎました。言い訳はできません。もしあなたが、本当に改心を望むなら誰もあなたを止めることはできないと知らなかったら、あなたはあらゆる方面から支援を受け、神はあなたのためにすべての困難を平らにしてくださるでしょう。これ以上何を望むというのですか？あなたは神の慈悲と知性の祝福によって変わったのです。あなたは、好きなものと嫌いなものがあることに気づくでしょう。あなたがそれに気づいているかどうかに関わらず、そこには良い点があります。大切なのは、あなたが誠実に信仰を持ち、屈辱や堕落を乗り越えて自己を向上させるたびに、そこから恩恵を受けるということです。栄光は神、神の使徒、そして信者たちに属します。なぜあなたは、あなたに対する神の恵みを認めないのですか？これは、従順さ、人知れず公然と神を畏れること、そして神に、神のために、神の中で完全に服従し満足することによって達成されます。神はあなたを教え、守ってくださった方であり、悔い改めの扉を開いたままにして、あなたに神に服従し、神と審判の日を信じるように呼びかけておられます。より多くの機会と改革のための新しい日があるにもかかわらず、一日を赦しを求めず謙遜を示さずに過ごすことを恥じないのですか？高貴な預言のメッセージはあなたに届いているのに、あなたは未知を恐れ、サタンとその手下たちに脅され、それがあなたを縛り付けると考え、それを開くことも読むことも拒んでいます。しかし、それはあなたをサタンとその手下から解放してくれるでしょう。そうです、それは慈悲であり、警告であり、そして喜ばしい知らせなのです。神の報いは尊く、サタンはあなたの心に深く根を下ろしています。ですから、道の困難さに落胆しないでください。なぜなら、あなたは深く根付いた古い習慣を解体しようとしているので、始まりが最も難しいからです。しかし、あなたはそれを解体し、より良いものに変えることができると信じなければなりません。これは、神への悔い改めと悔悟を通して達成されます。なぜなら、それは罪を溶かし去るからです。これは、悔い改め、従い、神を認める者に対する神の慈悲です。もし信者が神の罰の程度を知っていたら、誰も楽園を切望しないでしょう。そして、もし不信者が神の慈悲の程度を知っていたら、誰もそれに絶望しないでしょう。この神の慈悲は必ず益をもたらし、信者に公私ともに神への畏敬の念を植え付けるでしょう。同様に、それは神に選ばれたしもべがそこにいるかいないかに関わらず、あなた方にとっては何ら違いはありません。それは、あなた方が義人の中に数えられるためです。

これは、他に選択肢がないことを意味します。これに反する行動、つまり欲望に従うならば、屈辱を味わうことになるでしょう。なぜなら、あなたは欲望に屈服したからです。しかし、欲望に抵抗すればするほど、屈辱から遠ざかります。これは、あなたの努力、確信、そして忍耐に応じて段階的に起こります。霊的に昇り詰めるには、試練を受けなければなりません。これは、真実で誠実な者、お世辞を言ったり媚びへつらったりした者の本性が明らかになり、騙された後も、忍耐強く揺るぎない者だけに許されるのです。彼らは、誰が自分を見捨て、誰が残るのかを知るでしょう。親しいと思っていた者が去り、最も低いと思っていた者が残るかもしれません。そして、あなたは孤独を感じるでしょう。しかし、これは神の摂理です。そして、他の誰もがあなたを見捨てた時、神は慈悲深く、慈愛に満ち、守護者であることを知りましょう。あなたが真実であったからこそ、神はあなたが無知ゆえに執着していたものからあなたを引き離した後、あなたに報いを与えたのです。だから、別れた人たちのことを嘆いてはいけません。もし彼らがあなたにとって良い人たちだったなら、ずっとそばにいてくれたはずです。しかし、これはあなたの霊的な成長の代償だと理解してください。あなたは神からの報いと神との親密さを望み、期待しているのに、彼らは未だに古いやり方に囚われているのです。どうして彼らはあなたを放っておけないのでしょう。彼らはあなたを理解しようとも、受け入れようともしません。敵意はすでに始まっているのです。それは表面的には見えませんが、心の奥底に深く根付いています。ですから、あなたは彼らと別れる以外に選択肢はないのです。

全能の神はこう仰せられました。「敵を追撃することをためらってはならない。あなたが苦しんでいるなら、彼らもあなたと同じように苦しんでいる。しかし、あなたがたは彼らが望まないことを神から望む。そして、神は全知全能であられる。」 あなたが自分の考えに気を取られている間に、あなたの事柄は管理されている。だから、彼らの承認を求めたり、彼らを説得するために同意を装ったりしてはならない。彼らを放っておきなさい。彼らは古い否定的な思考を変えていない。忍耐強くあれ。そして、あなたに定められていなかったことは、あなたが信仰によって得た行いを通して、神があなたを守ってくださったのだ。だから、あなたに定められていなかったことを嘆いてはならない。神は多くのことを赦してくださる。そして、あなたに与えられなかったことは、あなたの悔い改めに何かが欠けていたからであり、もし今それが与えられたなら、あなたは祈りに過度に熱心になり、偽りを主張しすぎたであろうからだ。もしあなたが、高潔さ、謙遜さ、そして善良な人格を望む信者であるならば、これはあなたにとって益にならないだろう。ですから、あなたが完全な正義を学び、怒りや絶望を捨て、自分の欲望に従い、それによって判断することをやめ、あるいは自分自身とその勝利によって判断することをやめ、あるいは単に自分の民だからという理由で民を支持することをやめ、あるいは過度の不満やパニックによって判断することをやめるまでは、忍耐と改革は与えられないでしょう。なぜなら、あなたが忍耐強く耐えられないもの、あなたを誘惑するものから守ってほしいと祈ったことを忘れているかもしれないからです。これがあなたの祈りへの答えです。ですから、忍耐しなさい。なぜなら、あなたが今求めていることは、あなたがそれにふさわしくないこと、あるいは誠実であればすぐにふさわしくなることを受け入れるべきだからです。あるいは、手段はすでに用意されていて、幕が下りる前の最終準備段階に過ぎないのかもしれません。しかし、あなたはそれを知らず、逃げ出し、逃げ去ったので、負けてしまったのです。過ぎ去ったことを嘆いてはいけません。なぜなら、何かを奪われてそれがかけがえのないものだと思っているなら、あなたはただその真の性質を知らないだけだからです。もしその出来事があなたにとって良いことであったなら、すべては報われます。そして、あなたが忍耐強く神の意志を受け入れるならば、神はそれをより良いものに置き換えてくださるでしょう。なぜなら、あなたの理解を超えた形で展開する事柄や目に見えない現実があり、あなたが到底理解できないことがあるからです。そして、神は多くの報いを与えてくださるので、あなたは想像を絶するほど大きな試練を課せられるかもしれません。これは間違いなく、はるかに危険な何かへの準備です。なぜなら、残されたものはすべて、過ぎ去った試練よりも危険だからです。ですから、過去の挫折を嘆いてはいけません。それに思い悩んだり、比較できないものを比較したりしてはいけません。天秤が傾けば、過去は消え去り、それとの比較は無意味になります。支配者である神は、勝利の後、何の証拠も必要としません。神は御心のままに存在しておられます。ですから、あなたに敵対する者たちの陰謀や策略は、あなたに害を与えることはありません。全能の神は、すぐに時代遅れになる夢にあなたを囚えておくほど寛大ではないからです。全能の神は計画の実行が速く、最も優れた計画者です。悪事を働いた者は、蒔いた種を刈り取るでしょう。彼らの屈辱的な状態において、事態は決着しました。彼らが目撃したすべての兆候の後でも悪意を抱き、追放されたことは、彼らにとって十分な屈辱です。サタンは依然として彼らを支配し、彼らは反キリストに従い、自らの欲望に逆らうことを拒んでいます。もし彼らが全能の神に悔い改め、罪を認め、告白し、離れるならば、彼らは歓迎されます。そうでなければ、たとえ彼らが公然と私たちに反対しなくても、私たちの敵の行いを容認している以上、彼らは私たちの仲間ではありません。しかし、もしあなたがたが以前のやり方に戻るならば、私たちも私たちのやり方に戻ります。私たちは無知を装うような者ではありません。

それゆえ、私たちは彼らに、人々に、そして支持者たちにこう言います。絶望してはならない。試練は突然訪れるものだから。善人にとっては良いものであり、悪人にとっては悪いものだから。だから悲しんではならない。試練は避けられないものだから。試練に無理やり押し込まれ、それに縛られている者たちには不向きだが、それは彼らの本性だからだ。自由な者たちは、罰が下された時、何ものも自分たちを阻むことはできないと知っている。物事を変え、均衡を覆し、暴君が支配する人為的な悪魔的な制度や法律に従う多くの人々を滅ぼすのだ。そして、力と支配と統制によって、まるでダイヤモンドや希少な宝石のように、失ったと思っていたものや手放してしまったものを忘れてしまうだろう。想像もしていなかったほど価値のあるものを手に入れた後、その価値は間違いなく、おそらく大きく減るだろう。その時、あなたにとって最も重要な課題は、正義を貫き、抑圧しないことだ。高い地位は、あなたに畏敬の念を抱かせるはずだ。人、動物、木々を所有し、世話をするようになった時、どうしてその責任を恐れずにいられるでしょうか。富と財産が溢れ、人々が施しを拒む時、どうして揺るぎない信仰を保てるでしょうか。そして、あなたが責任を負うべき飢えた人や裸の人がいるのに、富が蓄積され続けることをどうして恐れずにいられるでしょうか。このような精神的な高揚が、あなたの最優先事項となります。かつて物質的な所有物の喪失を嘆いていたあなたは、気づかぬうちに変わりました。あなたの基準は変化し、あなたの心は徐々に浄化されていきました。それは、罪の錆、あるいはサタンの沼、そして彼がこの世に生み出す正当性のない人為的な制度や法律に溺れそうになっていました。これらは欲望の追求であり、たとえ遅れたとしても、必然的に屈辱と不名誉へと繋がります。なぜなら、真実以外に名誉に至る道はないからです。名誉はそれに値しない者に与えられるべきではありません。したがって、たとえ不信仰者たちがその成果を賞賛したとしても、私たちはこれを変化とは呼びません。なぜなら、それは彼らが最も予想しないところから収穫され、彼らの主張は論破されるからです。猶予は終わり、私たちは終末の試練の瀬戸際に立っています。神の使徒（彼に平安と祝福あれ）が「私は終末の時がこの二つのようであった時に遣わされた」と言い、人差し指と中指でジェスチャーをしたのだから、他にどうしてあり得るでしょうか。では、1400年以上経った今、私たちはどうなるのでしょうか。彼らは罰を目にした時、神の計画が確固たるものであることを知るでしょう。彼らは以前はこれを理解していませんでしたが、今は理解しています。しかし、それは報復を通してのみです。彼らは不当に理解を混乱させ、歪めてきました。真の自由とは、自分の欲望に従うことではありません。真の自由は、支配権を持ち、自らの決定を定め、最終的に敵に勝利する者に属するものです。また、神を信じ、神に信頼する者にも属します。この混乱は、善行と悪行を混同することとは異なり、危険です。このような行為の混同は許されるかもしれない。しかし、神にパートナーを立てることは重大な不正であり、神はそれを許さない。では、どうして彼らは成功できるだろうか？救われるのは、自分の欲望を彼らに委ねる者ではなく、むしろそれを制御する者である。これが、神とその使徒（彼に平安と祝福あれ）を理解し、把握することによって結びついた、正当な自由である。真の自由は、何よりもまず内面的なものである。壁の中では自由な者がどれほど多く、壁の外では奴隷となっている者がどれほど多いだろうか？真の自由は、魂を屈辱と堕落から解放し、真理の受容、知識、そして信仰へと導く。しかし、奴隷は、光から闇へと導く暴君に従う。後悔と悔恨を伴う自由とは、一体どのようなものだろうか？それは、サタンがあなたを見かけで惑わし、罪に陥らせた後の欺瞞を伴うからである。あなたは神の寛容によって欺かれたからである。しかし、真理は最終的には必ず勝利する。真理こそが究極の勝者であり、真理を信じる者たちも共に勝利するからだ。なぜなら、彼らは、たとえどれほど偽りが人々を魅了しようとも、真理を擁護し偽りを打ち負かす方法、計画、戦略こそが成功の基盤であることを知っているからだ。偽りは彼らに何の益ももたらさない。これらの信者こそが勝利者である。なぜなら、彼らはサタンに抵抗したからだ。サタンは彼らに戦いを挑み、不信仰へと煽り立て、彼らの欲望や気まぐれに従わせようと囁く。では、彼らの道に従わず、彼らに従わない者が、一体どんな栄誉を求めることができるだろうか。もし、自分の欲望に逆らわず、抵抗せず、人間やジンの中に潜む悪魔と戦うことなく、ただ従うことだけであれば、天使たちは飽きることなく、神への崇拝に倦むこともないだろう。これは、すべての栄光は神に属するので、神以外には誰も崇拝してはならないという意味です。あなたがここにいないなら、あなたは敵と共にいるのです。だからこそ、不信仰者たちは悪魔の言うことに従うのです。彼らは不信仰であり、欲望に従い、気まぐれにふけり、変化を急いでいますが、何も制御できていません。それでは、どうして彼らは変化して成功できるでしょうか。彼らには内なる知識がなく、欲望に従い、敵は数が多いにもかかわらず勝利するかもしれないと考えています。彼らは、偽りの敵は真実を守るための保護と安全策として創造されたことを知りません。疑う者たちが揺らぐようにするためです。一日の初めには、真理はアリーとその信者たちと共にあるという天からの声が聞こえ、一日の終わりには、真理は預言者の家族とその信者たちの敵と共にあるというサタンの声が聞こえます。同様に、些細なことに気を取られず、預言者の家族（彼らに平安あれ）の教えに従い、彼らに忠実であり続け、彼らのハディースを読み、学び、教え、理解しようと努め、その認識を新たにする者は、アダムの子孫の中に不注意を見いだすたびに、サタンが彼にささやきかけ、彼がそれらを思い出さないようにするだろう。名誉、預言者の家族への愛、そして善は、彼らの解釈を繰り返し読み、理解することによって見出される。彼は忘れやすく、それを繰り返さず、それに従い、信者ではなく、それが起こる前にそれを知っていた者、真実と虚偽を知り、疑いを持たない者となる可能性が高い。しかし、疑う者であり、それが起こる前にそれを知らなかった者は、悪を行う者と共に疑い、深く掘り下げなかったために、残りの知識を奪われる可能性が高い。これが彼の罰である。彼はサタンの呼びかけに応じる者です。サタンの目的は、たとえ信者であっても、誰に対しても真実を語ることではなく、むしろその人に実際にはない資質を帰し、指導力と権力で誘惑し、自分がそれにふさわしい、支持者やメディアの動員があり、表面上は権力に最も近いと錯覚させることです。それはまるで、多くの票さえ集まれば選挙で議席を獲得できるような争いです。しかし、これらすべては権力の座を奪い、争いを煽り、悪魔を引き寄せ集めるために、その持ち主、そしてそれにふさわしい者に対して行われるのです。サタンは自分の最期が近いことを知り、自分の企みが暴露され、陰謀が明らかになった後、このようなことをするのです。

したがって、来世の行いを除いて、すべての善行は忍耐と焦らないことを伴う。だから、来世の行いに向かって急ぎ、善行があなたから失われる前に、その価値に気づく前に、そしてそれらを達成することが妨げられる前に、善行を増やしなさい。しかし、そうすることは、気取ったり偽ったりせずにしなさい。なぜなら、導きは全能の神のみから来るからである。この理由から、そして最初に行った者は真に先んじているからである。神の使徒（彼に平安と祝福あれ）は質問者に「ウカシャはあなたに先んじている」と言った。人々は、いくつかの扉が閉ざされる時が必ず来ることを知りなさい。だから、善行の機会をつかみ、知識を得て、神の使徒（彼と彼の家族に平安と祝福あれ）の家族への愛と忠誠を固く守りなさい。したがって、無関心と無視の力について語る者は、内なる自己に固執し、それが純粋で、清らかで、汚れのないものであるときである。その時、外見はあなたを欺かない。まさにその通りです。そして、彼らが無関心と無視の術について語る時、それは真実を追求し、真実を求め、偽りに陥ることを恐れることから始まらなければならないと指摘しています。なぜなら、偽りはそれに慣れ、それを変えようとしない者の内面を腐敗させ、汚染するからです。神の使徒（彼に神の祝福と平安あれ）のハディースに、次のような例があります。「もし人々が列を正さないならば、神は彼らの心に不和をもたらすだろう。」

アラビア語原文（改訂・修正済み）：

したがって、神によって定められた戦略計画に沿って進むためには、先見の明と認識の転換が不可欠です。秘訣は、最初から綿密に実行し、最後まで揺るぎない決意を持ち続けることにあります。そうすることで、あなたの決意と確信はますます強固なものとなるでしょう。これがあなたにとっての朗報です。あなたはそれを理解、感謝し、喜びを感じるようになるでしょう。人生は心地よくなり、平安を見出し、重荷は軽くなり、新たな確信をもって礼拝を愛するようになるでしょう。最初は比較的重荷に感じられたものが、そこから新たな精神、活力、そして静穏な感覚へと変わっていくのです。

ですから、忍耐強く、内面的に堅固でありなさい。あなたが経験する突然の変化は、あなたへの報いを増やすための試練なのです。後退してはなりません。つまり、次の段階を終えた後、以前の段階に戻ったり、同じ過ちを繰り返したりしてはなりません。これは、中途半端に神を礼拝する者に起こることです。誘惑に遭うと、彼らは礼拝を放棄し、神に何を求めていたのかを忘れて、神から離れてしまいます。例を挙げると、あなたが誠実であれば、あなたの能力に応じて、徐々に忍耐の試練を受けるでしょう。最初は安楽に礼拝できるかもしれませんが、試練に成功すれば、その安楽さは薄れ、病気や苦難、恐怖などによって、礼拝においてより大きな困難に直面するかもしれません。神は、ご自身のしもべにとって何が最善であるかを最もよくご存知です。ですから、堅固であり続けなさい。神があなたに報いてくださいますように。

イスラム法を遵守し、戦略計画を学ぶことは、まず内面から自分自身を変えることから始まります。あなたに起こることを受け入れなさい。そこには、あなたがまだ理解していない善があるからです。あなたのプログラミングは変化しています。抵抗しないでください。この件は神のみに委ねなさい。信仰を持ちなさい。あなたには神以外に頼る者はいません。あなたの誠実さを試すために、誰もがあなたを見捨てるかもしれません。あなたの心は本当に神のみに結びついているのでしょうか？ですから、先に述べたように、プログラミングを変えることに抵抗しないでください。人は知らないものに対して敵であり、あなたが抵抗するものは何でもあなたに抵抗し、あなたの苦しみを増大させます。したがって、行動を起こさなければ、気づかないうちに、罪に満足し、傲慢になるでしょう。あなたは、導かれていると思い込んで、実際には導かれていないのに、否定的なプログラミングに固執するでしょう。あるいは、あなたはせっかちで、変化は徐々に起こるものだということをまだ理解していないために、誘惑されるかもしれません。それは、心に病や悪意を持つ者が試され、それが表に出て隠れたままではいられないようにするためです。しかし、変化はそれに値する者にのみ訪れ、彼らはその義務を最大限に果たすでしょう。彼らの改革が完了したとき、喜びましょう。試練が私たちに降りかかったとき、神が私たちに慈悲を与え、私たちの心を神の信仰に堅く保ってくださるよう祈ります。全能の神は、人の心を変えるお方であり、御心のままに人を変えるお方です。

ですから、人々に最初に必要とするもの以上のことを言ったり、教えたり、与えたりしてはなりません。彼らの重荷を増やしてはならず、役に立たないもので彼らを圧倒してはならず、秘密を誰にでも漏らしてはなりません。なぜなら、最も信頼できる者だけが知っている秘密もあるからです。たとえそれがあなたの家族や親戚であっても、あなたには口出しする権利はありません。導きは全能の神から来るのですから、彼らに益になると思うことで貪欲になってはなりません。それは彼らに害を及ぼす可能性があるからです。これは試練です。例外を設けてはなりません。なぜなら、誰もが自分の行いに応じて報いを受けるからです。たとえ近しい親戚であっても、試練を受けるのは彼らの権利です。たとえどれほど親しい人であっても、誰もが当然の報いを受けるわけではないこと、そして満足する者にも不満を持つ者にも善が訪れることを信じることは、誠実さの証です。

このテストが機能する一つの方法は、誰かに「ノー」と言うと、相手が自分の恩恵を列挙し始め、あなたを他の人と比較したり、性急に判断を下して話を遮ったりし、あなたが善意で、何が正しいかについて合意に達したいと思っているのであって、互いに優遇し合って他の人を不当に扱いたいのではないことに気づかないときです。私たちが生きている社会では、私があなたにふさわしい以上のものを与えると、私の犠牲から恩恵を受けることができたはずの他の人に対して不公平になります。つまり、時間枠、システム、努力、エネルギーは公平に分配されなければなりません。しかし、人々の性急さ、衝動性、疑念はすぐに表面化します。彼らは、たとえ表面的にはそれを嫌っていても、あなたの彼らに対する内なる配慮を理解しません。彼らはあなたが不公平だと考えていますが、真実はこうです。あなたが本当の本性を現すと、人々の性格が露わになります。そして、あなたが彼らに立ち向かうと、必然的に多くの叫び声や吠え声が上がります。最も奇妙なことは、ガザでは、これがしばしば悪意を持って行われるということです。なぜなら、あなたが正義の側に立つならば、ほとんどの人はあなたから離れていくからだ。真実にはそれを支持する人々がおり、真実を追求するには苦悩、知識、強さ、そして忍耐が必要となる。これらは選ばれたごく少数の人々にのみ与えられる資質である。そして、こうした選ばれた人々は、独占、窃盗、そして国中と人々の間に蔓延する腐敗に深く根を下ろした者たちからの敵対に必ず直面することになるのだ。

したがって、これは双方にとっての試練です。犯罪者が滅び、真理に属したいと願う者が彼らと戦い続けることです。これは単なる言葉ではなく、犠牲と闘争です。だからこそ、私たちは認識の変化を求めているのです。したがって、たとえグラスが半分空であっても、半分満たされていると見ることが重要です。なぜなら、空っぽの半分にばかり目を向ける者は、サタンのために働き、信者を悲しませ、悲観主義や悪い考えを植え付け、認識の変化から始まり、徐々に否定的なプログラミングを解体していく変化への一歩を踏み出すことを妨げているからです。これらすべてを解体するには、犠牲、闘争、忍耐、そして粘り強さが必要です。その後は、物事は比較的容易になります。しかし、最初は、慣れ親しんだことや信じるようにプログラムされてきたことと矛盾するため、困難でしょう。しかし、覚えておいてください。神のために何かを捨てる者は、神はより良いもので報いてくださいます。これが、何の兆候がなくても神への信仰を持ち続けるということです。もし何らかの兆候があれば、「これは論理的だ。これは私の知識や理解と一致する。これは私の安心できる範囲内だ」と言うでしょう。しかし、あなたはまだ変わらない視点から物事を見ているので、必然的に困難になり、あなたの思考パターンとは一致しないでしょう。したがって、始めて、粘り強く取り組み、試練を受けるまでは、進歩の兆候は何も見えません。夜明けもまた、暗闇のすぐ後に訪れなければなりません。あなたはまだ始めていないのに、不当な影響を受け、不当に疑心暗鬼になっています。それは、何かに忠誠を誓いながら、何もせず、犠牲を払わず、待たず、自分の安心できる範囲にとどまること以外何もする覚悟がない人のようなものです。なぜなら、彼らは「これが私の安心できる方法だから」と言うからです。変化は、安心できる範囲にとどまることからではなく、そこから一歩踏み出すことから生まれます。ここで重要なのは、有益な知識を獲得し、神に感謝することです。犠牲は知識そのものを通して行われます。より重要なものをより重要なもののために犠牲にすることであり、より重要なものをより重要でないもののために犠牲にすることではありません。これは導きの光を知ることです。これは、真理とその信奉者への心からの忠誠心から生まれます。愛と満足、そしてあなたが学んでいる計画と戦略が偽りを否定する真理と一致しているという確信、そしてそこから背を向けることは後戻りできない地点、後退、進歩も変化もない道の真ん中での停滞であり、まるであなたがそれを妨害し脱線させようとしているかのようです。ですから、打ち砕かれ、踏みにじられることを覚悟してください。それは正しくありません。それは自由ではありません。真の自由とは、生き残るための計画と戦略を持つことであり、自由とは単に制約からの解放だと考えることではありません。むしろ、自由とは、欲望と悪魔の制約から自分自身を解放し、自分のルールと原則に従うことにあると知ることです。その頂点は、欲望に抗う努力です。自由とは真理の上に結集することであり、自由の敵が侵入して支配権を奪い、サタンの偽りの知識を広めることができないようにすることです。彼は人類を束縛し、欲望の囚人にしようとしている。これが監禁である。自由とは、そこから逃れ、サタンとその欺瞞者たちと戦い、これらの偽りの概念を拒絶することである。彼らはあなたを奴隷のように支配し、火の中に投げ込み、そこへ導こうとするだろう。彼らが到着すると、彼らはあなたの船を焼き払い、彼らの悪魔を支援させ、あなたの帰還を阻むだろう。彼らはあなたに地獄の人々と戦うよう命じ、あなたは自ら破滅へと身を投じるだろう。これが彼らがあなたに望んでいる奴隷化である。だからこそ、私たちは認識を変えるよう訴え、呼びかける。行動を起こさない限り、あなたは囚人を拷問したり殺したりする看守のように、破滅へと向かう運命にある。救済の船に乗り遅れ、道端に取り残され、他の誰かに轢かれて殺される人のようだ。同様に、私たちはあなたが知らなかったことを明確にし、説明する。そうすれば、あなたは速やかに行動できるだろう。あなた方が窮地に陥り、サタンの教えが影響力を及ぼし広まった後に、私たちはそれをあなた方に説明したのです。

その理由の一つは、女性の堕落、夫への不従順、慎みのない服装、そして自由を求めるという主張です。そのため、男性は二つの戦いに直面しています。一つはサタンとの戦い、もう一つはサタンへの服従を拒否する女性による束縛との戦いです。多くの人々は無頓着で、たとえそれが不正な手段で得られたものであっても、欲望、名声、富、願望、評判にのみ突き動かされています。彼らは他人を抑圧し、不正を働き、資源を奪い、自らの行為を認めず、沈黙によって罪を容認しています。ですから、あなたがたも、まず最善の方法で彼らを非難し、神の命令が実現するまで徐々に変化の言葉を広めない限り、彼らと何ら変わりません。そうすれば、あなたがたは準備万端で、待ち受ける闘いを覚悟し、慣れない新たな変化にどう対処すべきかを認識し、神がこの地で虐げられていた人々に恵みを与え、彼らを相続人としてくださるでしょう。彼らは誘惑に屈しない者たちである。なぜなら、彼らはこの兆候と徴を知っており、その確信を増し加えてきたからである。それゆえ、事態は人々が想像する以上に深刻である。なぜなら、知識に欠け、善を積んでいない者、そして益を得るための備えを持っている者でさえ成功しない時に、このことが起こるからである。苦難は試練であり、誰が倒れ、誰が救われるかを知っている。それは定められており、あなたがたはそれを阻止することも、制御することもできない。

意思決定の速さが変化と成功の速さにつながるように、忘却の速さもまた重要です。もはや言及する必要がないことを忘れ、私たちを重荷にするものを忘れ、自己制御を阻害するものを忘れることで、ためらい、自己疑念、弱さ、目標達成の失敗に陥ることなく、目標を達成できるのです。なぜなら、その根本原因は、認識しているか否かにかかわらず、障害物にあるからです。もし認識しているならば、神に許しを求め、悔い改めるべきです。認識していないならば、他者を責め、他者が自分たちを支配する力を得ることになります。私たちのどれだけの人が、目標達成を妨げてきたものという視点から物事を見ていますが、そうすることで、すでに遅れを取り、目標をさらに失っているのではないでしょうか。もし私たちが反省し、正しいことに焦点を当てるならば、おそらく障害物はすぐに消え去り、呪縛は解け、目標を達成できるでしょう。しかし、現状はこうです。罰と挫折が続くのは、私たちが教訓から学ばないからです。最も重要な教訓は、集中すべきことに集中し、無関係なこと、私たちの利益にならないこと、私たちを向上させないことに気を取られないことです。もし私たちがこれに気を取られてしまうと、義務を怠り、深刻な結果を招く可能性がありますが、私たちはそれに気づかず、無知のままです。私たちは、なくてはならないお方の許しを求めたり、その恵みを認めたりすることを望みません。神は自足であり、称賛に値するお方であり、私たちは助けを必要とする者です。それにもかかわらず、私たちは神に信頼を置くことに失敗し、祈りを捧げようと努力しません。もしそうするならば、私たちの状況は徐々に改善し、私たちは団結し、共通の基盤の上に立つことができるでしょう。しかし、私たちは、神が私たちに恵みを与え続け、癒し続け、憐れみをかけ、私たちの悔い改めを待っておられることを認め、愛するにあたり、嘆願や懇願において誠実さと謙遜さを欠いています。神は自足しておられ、私たちの崇拝を必要としません。崇拝は神の支配に何ら付け加えるものではありません。しかし、神と二人きりの時に一度たりとも涙を流し、罪を告白しなかったのは、私たち自身の責任です。これらの罪は神の支配を何ら損なうものではありませんが、私たちは自らを深く傷つけてきたという観点からこの問題を考えなければなりません。そして、罪を赦すことができるのは神だけです。神の赦しを求めないのは、決して私たちにとってふさわしいことではありません。神だけが、他の誰とも交わることなく、すべての罪を赦すお方です。神は悔い改めを受け入れ、過ちを赦し、悔い改め、信じ、正しい行いをする者のために、それらを善行に変えてくださいます。全能の神はこう仰せられる。「確かに、悔い改め、信じ、善を行い、そして導かれる者には、わたしは赦す者である。」

しかし、サタンの人類に対する戦いは、彼らの視野、理解、認識を狭めます。サタンは、人々を罪に固執させるか、罪を認めようとしないか、あるいは、罪もまた罰であるにもかかわらず、自分たちが惑わされていることに気づかないように仕向けます。人間はこれら二つのことを結びつけることができず、それどころか、「これは単なる恣意的な出来事か偶然であり、私たちへの罰ではない」と言って、さらに誤った方向へと進んでしまいます。真実は、これは私たちへの罰であるにもかかわらず、私たちはそれを認めようとせず、許しを求めようとせず、悔い改めようとしないため、もう一つの祝福を失ってしまうのです。それは、私たちの罪が善行に変わることはないということです。（ただし、悔い改め、信仰を持ち、正しい行いをする者には、アッラーは彼らの悪行を善行に置き換えてくださいます。）これは、罪を犯したが悔い改め、主のもとに立ち返る者にとって、最大の吉報です。彼らの罪は消し去られるだけでなく、アッラーはそれを善行に変えてくださるのです。ですから、私たちはこう言います。「わが主よ、あなたに栄光あれ！」あなたの恵みと寛大さはなんと偉大でしょう。あなたは私たちから独立したお方です。しかし、私たちが無知のままで悔い改めなければ、さらに厳しい罰を受けるでしょう。はるかに危険で危ういものを理解したり、その価値を認めたりすることができなくなるからです。疑いなく、それを無視すれば、私たちは完全に迷い、滅びそうになり、破滅の淵に立たされるでしょう。その時、神が救う者は誰であれ、大きな祝福を受けるでしょう。それなのに、私たちがここまで迷い、必然の束縛に導かれるに値するほど堕落した後で、この神の恵み、この神の守り、この神の摂理に応えないことで、どうして罪を増やすことができるでしょうか。ここに、私たちへの優しい戒めがあります。私たちに降りかかることを、全能の神、征服者からの抑圧の形、私たちを苦しめるためのものだと見なさないように、ということです。確かに私たちは神の力、神の支配、神の王国、神の統治の下にありますが、たとえ私たちが悪い考えを抱いていたとしても、それを大きな祝福として捉えましょう。私たちはまだ理解しておらず、学ぼうとせず、点と点をつなぎ合わせようともせず、物事を正しく呼ぼうともしません。それどころか、私たちは問いを避け、認めなかった祝福について問われること、大小すべての行いについて責任を問われることを忘れています。祝福であり、善と安楽を内包しているにもかかわらず、なぜ私たちはこの試練にこれほど疑いの目で臨むのでしょうか。この疑いに対する悔い改めはどこにあるのでしょうか。暗闇の深みから光が現れ、完全で輝かしく輝き出るのは、それが密かに準備されていたからです。私たちは試練を受け、神の恵みによって救われましたが、感謝しませんでした。救われたのに、感謝しませんでした。なぜなら、私たちは気づいていなかった、知らなかった、罪を犯していることに気づいていなかったからです。いや、むしろ私たちは自分の罪を認めず、自分を責めず、互いに悪事を禁じず、互いに善行を勧めませんでした。私たちは暗闇と迷いと憂鬱の中にいました。今、私たちは学び理解し、物事を説明し明確にするために誰かが遣わされたのに、私たちはそれを否定し拒絶し、誤りにとどまり、以前の否定、恩知らず、許しを求め悔い改めない行為を繰り返すのでしょうか？ それでは、どんな言い訳ができるでしょうか？ どんな正当化ができるでしょうか？ 救済、繁栄、平和への希望を抱くことができるでしょうか？ 考えてみてください。罰が厳しければ厳しいほど、その苦しみは激しくなります。そして、あなた方はすでにそれよりもはるかに厳しいもの、つまり無知と残酷さの苦しみを経験しています。ですから、学び、知り、理解したとき、無知の反対、つまり無知の反対はなおさらどうなるでしょうか？ 今や、罰は確かに​​、より激しく、より長く、より大きくなるでしょう。なぜなら、あなた方は今や知っており、証拠はあなた方に不利だからです。これ以上何を望むというのか？

神への信仰を持ち、救済を待つことで、たとえそれがどれほどゆっくりとした変化に見えても、あなたはより良い方向へと変化していることを知ってください。許可なく、あるいは正しい道を歩まずに、何事にも急いではいけません。かすかな希望にしがみついている限り、あなたは大丈夫です。なぜなら、それはあなたの忍耐と誠実さを試すために徐々に成長していくからです。大切なのは、条件をつけないことです。あなたの宝であり財産は、たとえどれほどそう見えようとも、また外見が何を示唆していようとも、あなたが成功するという誠実な信仰です。ですから、焦ったり、条件をつけたりしないでください。理解と認識には確実性が必要であり、条件をつける人はそれを得ることができません。条件をつけることは不信感から生じ、弱さ、不安定さ、不均衡、自制心の欠如、そして自分自身と他者への自信の欠如の表れです。誰もが創造された目的を果たすための能力を与えられており、真実を語り、誠実で、誠実な信仰を持つならば、誰もが変化に貢献できることを知ってください。誰もが自分の行動に対して報われ、誰かが要求したとしても、権利が失われることはありません。策略家や陰謀家は逃れることはできず、彼らの行いは必ず彼らに返ってくる。兄弟のために穴を掘る者は、自分自身もその中に落ちる。この人は悪意を抱き、寛容に欺かれたが、それは隠されていない。彼らは必ず罰せられる。全能の神が辱める者は、誰も彼を敬う者はいない。彼は満足しない者であり、すべての事柄を神に委ねていない。彼は向上も発展もせず、自分の思考パターンを変える扉は閉ざされ、その鍵を持っていない。鍵は、人に見られようとせず、また自分の不満を人に訴えようとしない、心に輝く光である。なぜなら、神の許しがなければ、人は害も益も得られないからである。外見と内面のバランスを取るには、神に頼り、人の手に委ねられたものから離れ、有益な知識と学びに堅く立ち、正しく刷新された道を広め、教え、それを用いて不信仰者や多神教徒を打ち負かし、彼らの嘘を論駁し、暴露するよう努めることが必要である。なぜなら、神が望むことは、いかなる人間も防ぐことはできないからである。あなたに起こったことは、あなたに起こらなかったはずがなく、あなたに起こらなかったことは、あなたに起こらなかったはずがないのである。

こうして、他者を善意で考える者は勝利を収める。予期せぬ損失を被った後、忍耐強くそれを受け入れ、揺るぎない態度を貫けば、予想もしなかったもの、計画していたものよりも優れたもの、そして望んでいたものよりも多くのものを受け取るだろう。同様に、何も期待しない者は何も得られない。真実を通して美しい救済を待つ者は、それを期待しない者よりも、それを受けるに値する。これが良い期待を持つことの本質である。これがバランスの本質であり、私たちは互いに奉仕し合うべき存在なのだ。例えば、すぐに受け入れ、確信を持つ者は、信頼していた人々に裏切られることのないよう、慎重かつ綿密でなければならない。また、考えが遅く、計画に深く没頭し、思慮深い者は、自分の考えが他者に伝わっているか、つまり理解されているか分からないため、計画が実際に実行されるようにしなければならない。人の心の奥底には多くのものが隠されていることが多く、自分の思考すべてに命令を実行する強力な実行者がいるわけではないことに気づかなければ、衝撃を受けることになる。これは頑固さや拒絶からではなく、自分の内なる思考を他者と十分に共有する時間を取らなかったからである。これは非常に重要なことだ。なぜなら、内面を完全に説明し、明確にすることは不可能だからだ。そうでなければ、リーダーシップも外部に与えられ、共有されてしまうことになり、それはもはやリーダーシップとは言えないだろう。

同様に、満足と忍耐の説明は、最初の衝撃では誰にも知られない隠された事柄に基づいています。しかし、リーダーはその理由を知っており、それを土台として自らの基盤を築きます。理由を理解できない大多数の人々は、反発するかもしれません。誰もが忍耐は容易だと主張するでしょうが、不平不満を言わない人々がいます。そして、これがリーダーです。そして、フォロワーはこうです。リーダーへの確信と信頼、前向きな見通し、そして安堵への期待がなく、リーダーが自分たちの最善を願っていると信じなければ、彼に従う者はほとんどいません。このリーダーは、不平不満を言う人ではなく、むしろ、まるで第五の火山のように、ごく少数の人しか知らない多くの重荷を背負っている人です。それでも彼は笑顔を浮かべ、山のような心配事を隠しています。これらの重荷を知らない人々、たとえ口に出さなくても、リーダーは彼らをどうするのでしょうか？そのような人々は、リーダーが望むフォロワーではありません。むしろ、彼は試練を与える相手、つまり指導者自身の感情に深く共鳴する相手を探しているからこそ、忍耐強いのです。彼の理解と信頼を共有しない千人よりも、そのような十人のほうがはるかに優れています。これは試練であり、慈悲であり、彼を忍耐の限界まで追い詰めるものです。もしあなたが準備万端で、物事を識別できるなら、考え方を急いで変え、神があなたを見捨てたり、あなたが耐えられないほどの重荷を負わせたりしないことを確信してください。なぜなら、これを理解するには、前向きな姿勢が必要だからです。否定的な考えを抱いていると、理解できず、大きく道を踏み外してしまうでしょう。この道の迷いは、あなたが理解と悟りへの道を妨げているからです。忍耐はあなたにとってより良いものであり、それが真理への道であることを知ることで満足が得られるのです。定められた事柄に対して忍耐強くあるほど、あなたにとって良いことであり、あなたが反対せず、理解し、物事を識別したゆえに、神の慈悲があなたを包み込むでしょう。最終的に、あなたの行いは記録され、あなたは完全に報われるでしょう。これは、ある一定のところまでしか忍耐できないという考えを受け入れてはならないということです。そうしないと、他人を軽蔑したり、傲慢になったり、自分のプライドを満足させるために真実から逃げたりするからです。しかし、これは単なるあなたの思い込みであり、真実に対しては何の役にも立ちません。これは、私たちが話した、否定的な考えから生じる誤った道であり、そこから逃れることはできません。言い換えれば、もし私が忍耐すれば、この苦しみは決して終わらないかもしれない、この道は長く、茨に疲れ果ててしまうかもしれない、ということです。そして、最も危険なことは、知識なしに神について語り、嘆願の力を過小評価したり、放棄したり、無視したりすることです。そうすると、あなたを守るものを怠るという自分の罪によって誘惑されることになります。なぜなら、それは神を頻繁に思い出すこととともに、砦となるからです。それでもあなたは、耐えられない重荷を負わされると言うでしょうが、それはあり得ません。行いの受容は全能の神の御手の中にあり、神は善い行い、すなわち純粋に神のためだけになされた行いのみを受け入れられます。ですから、もしあなたが愛する神への愛と嫉妬の動機を掻き立てるものが何もなくなり、他のことに心を奪われるようになったなら、悔い改めて神に祈り、許しを求め、神について良い思いを抱きなさい。あなたは時として礼拝の行いにおいて怠惰になったり、怠けたりするかもしれませんが、少しの休息はより力強い報いを得るためのものです。そのように受け止めなさい。あなたは神の慈悲によって、できる限りのことを耐え忍んできました。ですから、神について良い思いを抱き、知識と忍耐を増し、礼拝の行いを徐々に向上させるために、神の助けを求めない理由があるでしょうか。

ですから、これまでも、そしてこれからも言い続けるように、良い考えを持ち、満足しなさい。災難が、心からの悔恨と悔い改め、戦略と行動計画の改善、そして神があなたに教えたことからあなた自身とあなたが教える他の人々の改革をもたらしたのなら、それは、あなたをルーティンに陥らせたり、それを無視させたり、神に感謝することを忘れさせたり、あるいはそれについてうぬぼれさせたりする祝福よりも良いでしょう。うぬぼれた者の行いは受け入れられないからです。では、万物の主についてどう思いますか？理解できますか？注：全能の神にとって、何も失われることはありません。あの災難でさえも。もしあなたがそれを後悔し、神が「何度も立ち返る者」という御名であなたに現れ、あなたが悔い改めるようにあなたの悔い改めを受け入れてくださるなら、あなたは以前よりも良くなるでしょう。そして、心からの悔恨、悔い改め、そして神への立ち返りをもたらしたあの災難がなければ、あなたは今の境地に達することはなかったでしょう。神について良い考えを持つことの意味を理解していますか？無知と、役に立たない、あるいは偽りの知識の道を辿る危険性は、あなたを誤った道に留まらせ、悪い考えを抱き、表面的なものだけを信じ、それに従い、自慢や欲望、その他物質主義に人生を浪費するようなことにふけらせます。あなたは、これらの正当化が真実と矛盾し、正しい道は誠実な信仰にあることを学ぶでしょう。ここで注意を払ってください。これらは単に自分の欲望に従い、気まぐれを永続させるための正当化であり、真実と現実と矛盾していることを理解するよう導かれるのです。あなたは神から、これらの正当化が薄弱で、間違っていて、真実ではないこと、つまり単なるあなたの思い込みであることを理解し、学ぶでしょう。なぜなら、全能の神は、神の力と強さを信じ、助けを求めるしもべを見捨てないからです。神は、たとえあなたには理由が存在しないように見えても、神を信じる者の真実を確証してくださいます。これは単にあなたの思い込みであり、理由の一部に対するあなたの理解にすぎません。ですから、神と神の預言者モーセ（彼に平安あれ）と語り合ったモーセが言ったように、「いいえ、確かに私の主は私と共におられます。主は私を導いてくださいます」と言うことは、誠実さの証です。あなたは確信を持ち、確信の道を歩まなければなりません。前向きな考え方を持てば、状況は変わり始めます。なぜなら、私たちが助けを求める万物の主は、限りない慈悲で私たちを助け、その恵みで私たちを豊かにしてくださるからです。しかし、もしあなたが否定的な考え方を続けるなら、あなたは自分が期待した通りの結果を受け取るでしょう。例えば、あなたは私があなたを失望させるだろうと予想するかもしれませんが、私はそうするつもりはありませんでした。しかし、あなたが私を失望させるだろうと予想したのなら、なぜ私がその逆をする必要があるでしょうか？私にとって、あなたが前向きな考え方を持っていることは素晴らしいことであり、喜ばしいことです。なぜなら、私はあなたを試していて、前向きな考え方を持つように言ったからです。ですから、あなたの報いは、あなたが期待した通り、私があなたを失望させることなのです。しかし、これは性急に、不当に、あるいは証拠も示さずに起こるものではありません。むしろ、あらゆる解決策があなたにとって効果がないと判明するまで、忍耐、忍耐、そして忍耐を経て、ようやく実現するでしょう。そうなれば、私たちはあなたに何の関心も持たず、あなたはなんと哀れな状態に陥ってしまったことでしょう。あなたはまるで大麦の穂の中の籾殻のようで、脇に追いやられ、無視されています。誰かが踏んでも、何の影響もありません。なぜなら、効果的な解決策は、それに値する人にしか効果がないからです。そして、あなたが真実に従い尊重することを怠り、多くの人が気づいていない疑念に陥ることを恐れず、言葉や行いの外面だけを追って、ついには疑念に陥ってしまうことから、あなたは傷つけられ、拒絶され、何の益にも役にも立たない地獄の火に入ることを阻まれるのは避けられないのです。なぜなら、彼らは口では言うが、実際には行わないからです。従うということは、自分の欲望が命じることではなく、むしろ自分が従う方法論と道筋に基づいているからです。彼らは、悪魔に唆されて誤った考えに陥り、そう信じ込んでいる者を除いて、いかなる形であれ、従うとか忠誠を誓うなどと決して主張すべきではありません。悪魔は人間の欠点、弱点、考え方をよく知っており、それらを巧みに操り、人々の間に不和をまき散らし、分裂と対立を引き起こして、自分の欲望に従わせるのです。真の成功はそこにはなく、むしろ誠実な信仰を持ち、心から悔い改め、許しを求めることによって得られるのです。あなたには多くの祝福があり、その中にはあなたが気づいているものもあれば、気づいていないものもあり、あなたの中に隠され、あなたに寄り添っています。あなたはそれらを発見し、それらはあなたの力と、神への信仰、そしてあなたに対する神の慈悲を増し加えるでしょう。そしてあなたはそれらを用いて、忍耐強く、自己を向上させるでしょう。それらはあなたの中に植え付けられていましたが、あなたはそれに気づかず、その重要性を理解していなかったため、神からの慈悲としてあなたの中に保存されていました。ですから、感謝し、それらを発見するようあなたを導いてくださった神を賛美する者になりましょう。あなたはそれを無意味だと考えていたかもしれませんし、あるいは単に人生経験を通して身についたものだと思っていたかもしれませんし、単なる考え方、あるいは敵意を生むような特質、あるいはごく普通の感情、あるいは自然な苛立ち、あるいは理由もなく孤独を愛する気持ちだと考えていたかもしれません。しかし、神はすべてをご存知であり、全知全能であられます。ですから、どんな状況にあっても神を賛美し、至高なる神について良い思いを抱きなさい。もし神の慈悲がなければ、それが常にあなたの中にあったとしても、あなたはそれが何であるかを悟ることはなかったでしょう。しかし、この理解は神があなたに許された時に訪れ、その使用がより強固になり、人類にとって最善かつ最も偉大なことのために用いられるのです。ですから、それを悪く考えてはいけません。もしそうすれば、あなたは必ず敗者となり、無知なままとなるでしょう。なぜなら、これらすべてがあなたを準備するために保存されてきたことをあなたは知らないからです。それは、あなたが迷える者たちに執着し、あらゆる谷をあてもなくさまようことがないようにするためです。それを悪く考える者こそ、悪を行う者ではないでしょうか。

真の忍耐とは、困難、苦しみ、学び、そして向上を伴うものであり、予期せぬ出来事や思いがけない出来事への信仰から生まれるものであることを、人々は理解しなければなりません。それは、新たな計画、新たなプログラミング、そして新たな理解を必要とします。例えば、慣れ親しんだ合意事項をそのまま受け入れ、それに固執するだけなら、変化は既知のこと、つまり何も新しいことではなく、真の進歩もなく、ただ予想通りのことだけになってしまいます。もしそれが実行されなければ、「この人が責任者だから、この人がこれをするだろう、この責任がある、これが彼らの義務だ」と言うだけでしょう。それは私たちの予想の範囲内なので、比較的容易です。しかし、真の強さは、予期せぬ出来事に対する忍耐にあります。これは計算の範囲を広げ、あなたを驚かせるような無数の新たな計算を強いることになります。このようにして、あなたは学び、進歩し、高みへと昇っていくのです。これこそが変化です。あなたはあらゆる新たな変数に適応することしかできません。頑固になって同じ理解、プログラミング、計画に固執することはできません。なぜなら、そうすれば変化はあなたを置き去りにし、あなたは底辺に留まることになるからです。発展の段階によって状況は異なります。困難の大きさを知りながらも努力を続ける者は、確かに努力を続け、その理解に応じた報酬を受け取るでしょう。彼らは、確立されたパターンと期待に従い、安穏としているかのようです。彼らには新しいものは何もありません。彼らには割り当てられた任務が与えられています。しかし、嵐が襲来すると、目標は変わり、彼らはすべてを一人でこなさなければならなくなるかもしれません。彼らの主な目的は、自身の生存、つまり霊的な成果を守り、後退を避けることです。これこそが真の損失です。だからこそ、預言者（彼に平安と祝福あれ）は、「怒ってはならない。そうすれば楽園はあなたのものになる」と言ったのです。したがって、何が待ち受けているかを知らずとも、主に対して前向きな姿勢を保ち、それが自分のためになると信じて努力を続ける者は、報われるでしょう。彼らは主に対して揺るぎない信仰を持ち、働き、計画を再編成し、修正し、全能の神に心から悔い改めるでしょう。これはより大きな報酬です。なぜなら、彼らは以前の地位よりも高い地位に昇り詰めたからです。困難が増し、苦難が増す中で救済を待つ者は、年に一度か二度試練を予期せずに救済を待つ者よりも大きな報酬を受け取ります。これは判断力の欠如の表れです。あなたは増大する困難に備えなければなりません。なぜなら、この世界は試練であり、人生が続く限り、それが自分を向上させる機会であると知ることは誠実さの表れだからです。これは、期待することに対して忍耐強くあることを意味し、それが物事に対する不動の姿勢です。しかし、正しいことをしようとする決意を忘れてはなりません。これは、予想しなかったことに対して忍耐強くあることを意味し、つまり、改革を通して自分自身を変え、他者を助けること、つまり、自分のプログラミングを変え、予想しなかったことを理解し、それを期待するものにすることを意味します。なぜなら、これが私たちが言ったことだからです。意識を持ち、準備において誠実に救済を待つこと。なぜなら、あなたは試練を受け、忍耐と報酬の点であなたが到達したレベルよりも高い次のレベルに登る機会が与えられるからです。なぜなら、先ほども述べたように、あなたが到達したことは到達したことであり、あなたにはそれができる能力があるからです。つまり、何らかの形でより困難な状況に直面させられる必要があるのです（神は魂の能力を超える重荷を負わせることはありません）。そのため、試練は増え、同じ道を同じ揺るぎない意志と忍耐をもって歩み続けることで、あなたの価値が証明されるのです。ですから、もしあなたが一つの状況や試練に耐え抜く忍耐力を持っているなら、それに二つの状況と二つの試練を加え、さらに続けてください。そして、もしあなたがそれを一年間に行うのであれば、あなたは試されるでしょう。一年間に二度、それを行うことができるでしょうか？このようにして、あなたが善行を増し加えることができるのです。なぜなら、神は慈悲深い者の中で最も慈悲深い方だからです。もしあなたが自分自身を変えることができず、居心地の良い領域に留まり続けるなら――私たちはそうすることを勧めません。なぜなら、私たちは変化、つまりプログラミングの変化を求めているからです。そうすれば、居心地の良い領域の外にあるもの、驚きや戸惑いを覚えるものを受け入れることができるようになるからです――もしあなたがそうすることができないとしても、神の慈悲があなたを包み込み、あなた自身の努力では成し遂げられなかった善行を別の方法で増やすことができるでしょう。ここに危険があり、この偉大な贈り物を拒絶することは恨みにつながり、ここに厳しい警告と脅威があります。これは、あなた自身の努力では成し遂げられなかったことに対する別の方法、あるいは別の補償方法です。それは、あなたが身体の病に苦しんだり、財産を失ったり、あなたを縛る制約を受けたり、愛する人や物を失ったりするかもしれないということです。そして、あなたがそれを忍耐強く耐え忍び、満足して神を賛美するならば、大きな報いを受けるでしょう。ですから、信仰を持つ兄弟姉妹の皆さん、神について良い考えを持ちましょう。

疑念は怠慢と突然の避けられない災難を招きます。人は学んだことを忘れ、心から信頼を失い、あるいは得たものを奪われるという罰を受けるかもしれません。祝福は感謝と賛美によって保たれ、こうして人はその価値を真に理解し、感謝するのです。ですから、欠けているものに目を向けるのではなく、残っているものに目を向けなさい。さもないと、それはあなたから失われてしまうでしょう。努力によってしっかりと掴んでおかなければ、失われてしまう可能性が高いからです。住居、衣服、食べ物、飲み物の中に神の祝福を見てはいけません。なぜなら、それらを礼拝や善行に用いることで神に感謝しなければ、それらは無価値だからです。そうでなければ、来世で何の益にもならない現世の所有物への執着は、あなたの内面と外面の行いが均衡し、この世で持っているものを活用して来世のために努力することを学ぶまで、罪として蓄積されていきます。しかし、来世で何の益にもならないものに執着し、それを手放さないならば、それは罪の積み重ねであり、自分自身への不当な行為です。ですから、悔い改めて許しを求め、彼と離婚し、それを慈善として与えなければなりません。つまり、必要以上のものを溜め込んではいけません。それは、あなたが気づかないうちに罪を犯していることになるからです。むしろ、それを神の道のために使い、宗教生活と現世生活においてそれによって益を得る人々のために使いなさい。信仰は内から湧き出るものであり、他のすべてに頼らず、ただ神のみに頼ることによって完成されます。そうすれば、信仰と神への回心において、神の祝福を目にすることになるでしょう。それは貴重な真珠、かけがえのない宝石であり、外見をどれほど飾り立て、偽り、気取り、美化、捏造、混乱によって影響を与えようとしても、内なる知識、満足、楽観主義、そして行動と努力を通して神への真摯な信頼によって鍛えられ、備えられた内なる武器の難攻不落の要塞に直面することになる。力の不均衡にもかかわらず。なぜなら、変化は必然的に病んだ基盤をその根源から解体しなければならないからである。表面的な変化だけが機能する変化は、変化ではなく、単なる欺瞞、裏切り、陰謀である。なぜなら、プログラミングを変えなければ、理解できないからである。そして、あなたがコントロールできないので、代償を払わなければならない。例えば、私はあなたが熱意がなく、準備不足で、愛情がないと感じた。あなたが嫌々、憎しみを持ってしかやらないと確信していたら、私たちがあなたに何かをするように命じると思いますか？そうかもしれないが、今のあなたの無謀さ、怠惰さ、臆病さを考えると、あなたは動物のよう、いや、それ以下だ。動物は自ら進んで従うが、あなたは恨みや憎しみを抱きながらも、強制されて従うのだ。もしあなたが私たちを裏切り、私たちの命令に従わないなら、あなたの罰は増し、正しい道に導かれることなく迷い、苦しみは軽減されないだろう。なぜなら、あなたは命令された時に満足せず、命令された方法で従わず、それを学ばず、受け入れず、誤解し、憶測し、悪意を抱いたからだ。あなたは、何かを我慢するように命じた方が、あなたを見捨て、搾取し、あなたにふさわしくない重荷を負わせるかもしれないと考えているからだ。あなたはこう言うかもしれない。「我慢すれば、終わりがない」と。まったくその通りだ！全能の神の言葉を聞いたことがないのか。「そして、神は決して不信仰者に信仰者に対する（権威の）道を与えない」。もしあなたがこれを理解しないなら、人生の法則を何も理解していないことになる。なぜなら、「我々は人々の間でこのような日々を交互に過ごす」からである。これを理解するのが遅い者は、依然として神への不信に囚われている。このようなことをするのは人間である。もし誰かが彼らの罠に陥ったとしても、彼らはあなたと同じ人間であり、過ちを犯しやすく、現実をどのように認識するかについて特定の考え方を植え付けてきた背景や環境を持っているため、あなたを悪く思うかもしれない。彼らはあなたを信用せず、あなたが耐えられないほどの重荷をあなたに負わせるかもしれない。しかし、あなたが隠していることと明らかにしていることを知っているあなたの主を信じなさい。主は彼らの悪と害からあなたを守ってくださる。主はあなたの罪のために、償いとして、あるいはあなたを満足させ忍耐強くするための試練として定められたもの以外には、あなたにいかなる苦難も与えない。こうして、あなたは神の前での地位を高めることになる。忍耐の後に満足を得たからといって、自分が取るに足らない存在だとか、あるいは、困難だった時に忍耐と満足を受け入れたからといって、自分が価値のない存在だと考えてはいけません。それが無駄になるなどと思ってはいけません。そうです、もし神があなたを用いてくださるなら、それこそが、他の何物にも勝る栄誉と尊厳なのです。性急でせっかちな者、安易を好み、自分をより賢く狡猾だと考え、迅速で性急で欺瞞的で偽りの解決策が、自分たちの思い通りに物事を進め、利益をもたらすと信じていた者たち。確かに、彼らは自分たちに定められたものの一部を手に入れ、狡猾さと欺瞞によって利益を得るかもしれない。しかし、これらはすべて神の知識によるものであり、神はしもべたちへの慈しみによってそれを実現される。神の意志によらずに起こることは何もない。神が望むことは実現し、神が望まないことは実現しない。不正や浪費においても、それを行った者にとって長くは続かず、むしろすぐに消え去る。その証拠は、不信仰者や抑圧者には祝福がなく、顔には暗さが浮かび、人々は彼を憎み、言葉には屈辱が入り、理由もなく大笑いし、親族との絆をほとんど保たないため寿命が短いことである。こうした状況にもかかわらず、あなたは彼が傲慢で、公然と罪を犯しているのを目にするでしょう。このような性質を持って創造された者にとって、これは明らかに誤った道であり、私たちは神にそこから逃れるよう求めます。もし神がそれを望み、許されるならば、彼が長く地上に留まるのは、地上に腐敗を広め、心の病んだ人々を誘惑し、彼のような意志の弱い人々を誘い込み、彼らが皆滅びるまで続けるためかもしれません。ですから、信仰を告白する人々を試す必要があったのです。それは、真実な者と偽りの者を区別するためです。忍耐強く真実な者は、試練、抑圧的な政権の暴政、サタンと反キリストの勢力が、どれほど長く続こうとも、神によって定められた運命を超えることはないと知って、堅く立ち続けるでしょう。彼らは定められた以上のものを受けることはなく、また、神が定めた以外のものを信じる男女に与えることもないでしょう。不信仰者たちは策略を巡らすが、神もまた策略を巡らす。そして神は策略家の中でも最も優れた方である。なぜなら、神はしもべたちのために最善の道、すなわち導きと正義の道を選び、神の慈悲と赦しの決意によって、彼らが忍耐強く行う行い、すなわち他の誰にもできない行いを通して、それを成し遂げられるからである。だから、自分を他人と比べてはならない。もし神が他の人には与えない忍耐をあなたに与えてくださるなら、それは各人がそれぞれの性質に従って行動しているということである。もしあなたが神に信仰を持っているなら、神の許しによって、他の誰にもできない高い地位に就き、他の誰にも負えない責任を託されるであろう。だから、自分を他人と比べてはならない。なぜなら、すべての人には責任があり、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っておられ、すべての創造物は神だけが知る知恵のためにあるからである。だから、人々に忍耐強く接しなさい。彼らは創造された目的に向かって前進しているのだから。そして、彼らの害や関わりに対して忍耐強く接することに知恵があると信じなさい。もしかしたら、あなたの理解を超えた、あなたの認識を超えた深い事柄、つまり隠された祝福があるのか​​もしれません。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべたちに優しい主を崇拝しています。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。あなたはそれを感じ取り、人間には分からないものも感じ取っています。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることはできないことをご存知ですか？なぜなら、それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらく、あなたは神の優しさ、慈悲、寛大さによって前進するでしょう。しかし、あなたを強くする内なる動機がなければ、あなたは流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えたいと願う方に逆らっているかのようです。これはあなた自身の無知であり、不当な行為です。これは、悔い改めと赦しを求めることの先延ばし、あなたの崇拝に対する疑念、サタンのささやきへの屈服、そして彼らの挑発に流されることとして現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な方法を学んでいないからです。過去への後悔に囚われてはなりません。あなたの主は寛容にして慈悲深く、あなたの悔い改めを喜ばれることを知りなさい。過去に固執してはならず、それが今更改める決意に影響を与えてはなりません。神から力を求め、神に頼り、自分の能力を過小評価してはなりません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに告げたように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなたを助けてくださいます。しかし、揺るぎなく誠実であり続けなさい。全能のアッラーは言われた。「アッラーのために、あなたがたがなすべきように努力しなさい。アッラーはあなたがたを選び、宗教においてあなたがたに何の困難も課さなかった。それはあなたがたの父アブラハムの宗教である。アッラーは以前（旧約聖書において）もこの（クルアーンにおいて）も、あなたがたをムスリムと名付けた。それは使徒があなたがたの証人となり、あなたがたが民の証人となるためである。だから、礼拝を確立し、ザカートを納め、アッラーに堅くしがみつきなさい。アッラーはあなたがたの守護者であり、守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしい。」確かに、彼は自分に定められたものの一部を手に入れ、狡猾さと欺瞞によって利益を得るかもしれません。しかし、これらはすべて神の御心によるものであり、神はしもべたちへの慈悲からそれを許しておられるのです。神の意志によらずして起こることは何もありません。神が望まれることは実現し、望まれないことは実現しません。不正や浪費においても、それを行った者にとって長くは続かず、むしろすぐに滅びます。その証拠は、不信仰者や抑圧者には祝福がなく、顔には暗さが浮かび、人々は彼を憎み、言葉には屈辱が感じられ、理由もなく大笑いし、親族との絆をほとんど保たないため寿命が短いことです。それにもかかわらず、あなたは彼が傲慢で、公然と罪を犯しているのを目にするでしょう。このような性質を持って創造された者にとって、これは疑いなく明らかな誤りです。神が私たちをお守りくださいますように。神が望んで許されるならば、彼の長寿の背後にある知恵は、地上に腐敗を広め、心の病んだ人々を誘惑し、意志の弱い同類を惑わし、彼らを皆滅ぼすためかもしれない。だからこそ、「私たちは信じます」と言う者たちが試練を受ける必要があったのだ。それは、真実な者と偽りな者を区別するためである。真実で忍耐強い人は、試練、抑圧的な政権の暴政、サタンと反キリストの勢力が、どれほど長く続こうとも、神によって定められた分を超えることはないと知って、揺るぎない態度を保つ。彼らは定められた以上のものを受けることはなく、神が望まれること以外は、信じる男女に何も与えない。不信仰な者たちは策略を巡らすが、神も策略を巡らす。そして神は策略家の中で最も優れた方である。神は、しもべたちのために善と、導きと義の道を選んでくださる。これは、慈悲深い行いと赦しの決意、忍耐強く耐え忍ぶ行い、他の誰にもできない行いを通して達成されます。ですから、自分を他人と比べてはいけません。もし神があなたに忍耐を与え、他の人がそうでないなら、誰もが自分の本性に従って行動しているのです。神への信仰があれば、神の許しによって、他の誰にもできない高い地位に就き、他の誰にも負えない責任を託されるでしょう。ですから、自分を他人と比べてはいけません。誰もが責任を負い、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っており、すべての創造物は神のみが知る知恵のためにあるのです。ですから、人々に忍耐強く接してください。彼らは、創造された目的を果たすために、旅を続ける運命にあるのです。そして、彼らの害を忍耐強く耐え忍び、彼らと交流することに知恵があると信じてください。おそらく、あなたの理解を超えた、より深い事柄があるでしょう。これらは隠された祝福です。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべに慈しみ深い主を崇拝しているのです。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。私たちはそれを感じ、人間には理解できないことを感じます。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることはできないことをご存知ですか？なぜなら、それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらく、神の慈しみ、憐れみ、寛大さによって前進するでしょう。しかし、あなたを強くする内なる動機がなければ、あなたは流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えたいと願う方に逆らっているかのようです。これはあなたの無知であり、あなた自身に対する不当な行為です。これは、悔い改めと赦しを求めることを先延ばしにし、礼拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されるという形で現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な方法を学んでいないからです。ですから、過去への後悔に囚われず、あなたの主は赦しと慈悲に満ち、あなたの悔い改めを喜ばれることを知りなさい。過去に固執せず、今更自分を改める決意を揺るがせてはならない。神に頼り、神の助けを求め、自分の能力を過小評価してはならない。そうすることは禁じられているからだ。むしろ、預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに語ったように、絶望せず、神の助けを求めるよう命じられている。神はあなたを助けてくださるだろうが、揺るぎなく、真実であり続けなさい。全能の神はこう仰せられた。「あなたがたが神のために努力すべきように努力しなさい。神はあなたがたを選び、宗教においてあなたがたに何の困難も課さなかった。それはあなたがたの父アブラハムの宗教である。神は以前（以前の聖典において）とこの（クルアーンにおいて）あなたがたをムスリムと名付けた。それは使徒があなたがたの証人となり、あなたがたが人々の証人となるためである。だから、礼拝を確立し、ザカートを払い、神に固くしがみつきなさい。神はあなたがたの守護者である。守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしい。」確かに、彼は自分に定められたものの一部を手に入れ、狡猾さと欺瞞によって利益を得るかもしれません。しかし、これらはすべて神の御心によるものであり、神はしもべたちへの慈悲からそれを許しておられるのです。神の意志によらずして起こることは何もありません。神が望まれることは実現し、望まれないことは実現しません。不正や浪費においても、それを行った者にとって長くは続かず、むしろすぐに滅びます。その証拠は、不信仰者や抑圧者には祝福がなく、顔には暗さが浮かび、人々は彼を憎み、言葉には屈辱が感じられ、理由もなく大笑いし、親族との絆をほとんど保たないため寿命が短いことです。それにもかかわらず、あなたは彼が傲慢で、公然と罪を犯しているのを目にするでしょう。このような性質を持って創造された者にとって、これは疑いなく明らかな誤りです。神が私たちをお守りくださいますように。神が望んで許されるならば、彼の長寿の背後にある知恵は、地上に腐敗を広め、心の病んだ人々を誘惑し、意志の弱い同類を惑わし、彼らを皆滅ぼすためかもしれない。だからこそ、「私たちは信じます」と言う者たちが試練を受ける必要があったのだ。それは、真実な者と偽りな者を区別するためである。真実で忍耐強い人は、試練、抑圧的な政権の暴政、サタンと反キリストの勢力が、どれほど長く続こうとも、神によって定められた分を超えることはないと知って、揺るぎない態度を保つ。彼らは定められた以上のものを受けることはなく、神が望まれること以外は、信じる男女に何も与えない。不信仰な者たちは策略を巡らすが、神も策略を巡らす。そして神は策略家の中で最も優れた方である。神は、しもべたちのために善と、導きと義の道を選んでくださる。これは、慈悲深い行いと赦しの決意、忍耐強く耐え忍ぶ行い、他の誰にもできない行いを通して達成されます。ですから、自分を他人と比べてはいけません。もし神があなたに忍耐を与え、他の人がそうでないなら、誰もが自分の本性に従って行動しているのです。神への信仰があれば、神の許しによって、他の誰にもできない高い地位に就き、他の誰にも負えない責任を託されるでしょう。ですから、自分を他人と比べてはいけません。誰もが責任を負い、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っており、すべての創造物は神のみが知る知恵のためにあるのです。ですから、人々に忍耐強く接してください。彼らは、創造された目的を果たすために、旅を続ける運命にあるのです。そして、彼らの害を忍耐強く耐え忍び、彼らと交流することに知恵があると信じてください。おそらく、あなたの理解を超えた、より深い事柄があるでしょう。これらは隠された祝福です。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべに慈しみ深い主を崇拝しているのです。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。私たちはそれを感じ、人間には理解できないことを感じます。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることはできないことをご存知ですか？なぜなら、それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらく、神の慈しみ、憐れみ、寛大さによって前進するでしょう。しかし、あなたを強くする内なる動機がなければ、あなたは流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えたいと願う方に逆らっているかのようです。これはあなたの無知であり、あなた自身に対する不当な行為です。これは、悔い改めと赦しを求めることを先延ばしにし、礼拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されるという形で現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な方法を学んでいないからです。ですから、過去への後悔に囚われず、あなたの主は赦しと慈悲に満ち、あなたの悔い改めを喜ばれることを知りなさい。過去に固執せず、今更自分を改める決意を揺るがせてはならない。神に頼り、神の助けを求め、自分の能力を過小評価してはならない。そうすることは禁じられているからだ。むしろ、預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに語ったように、絶望せず、神の助けを求めるよう命じられている。神はあなたを助けてくださるだろうが、揺るぎなく、真実であり続けなさい。全能の神はこう仰せられた。「あなたがたが神のために努力すべきように努力しなさい。神はあなたがたを選び、宗教においてあなたがたに何の困難も課さなかった。それはあなたがたの父アブラハムの宗教である。神は以前（以前の聖典において）とこの（クルアーンにおいて）あなたがたをムスリムと名付けた。それは使徒があなたがたの証人となり、あなたがたが人々の証人となるためである。だから、礼拝を確立し、ザカートを払い、神に固くしがみつきなさい。神はあなたがたの守護者である。守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしい。」その証拠は、不信仰者と抑圧者に祝福が全くないこと、彼の顔に暗い影が差していること、人々が彼を憎んでいること、彼の言葉に屈辱が表れていること、理由もなく過剰に笑うこと、そして親族との絆をほとんど保たないことから彼の寿命が短いことである。それにもかかわらず、あなたは彼が傲慢で、公然と罪を犯しているのを見かける。これは疑いなく、そのような性質を持つ者による明らかな誤導である。神が私たちをお守りくださいますように。おそらく、もし神がそれを望み許すならば、彼の長寿の背後にある知恵は、地上に腐敗を広め、心の病んだ人々を誘惑し、彼のような意志の弱い人々を惑わし、最終的に彼らを滅ぼすことにあるのだろう。それゆえ、信仰を公言する者たちが試練を受ける必要があった。それは、真実の者と偽りの者を区別するためである。真実を語り、忍耐強い者は、たとえどれほど長く続こうとも、抑圧的な政権やサタンと反キリストの勢力による試練や暴政が、神によって定められた分を超えることはないと知っているので、揺るぎない信仰を持ち続けるでしょう。彼らは定められた以上のものを受けることはなく、また、神が定めた以外のことを、信じる男女に課すことはありません。不信仰な者たちは陰謀を企て、神も陰謀を企てます。そして、神は最も優れた陰謀家です。なぜなら、神はしもべたちのために最善のもの、導きと正義の道を選んでくださるからです。これは、神の憐れみと赦しによって、また、彼らが忍耐強く行う行いによって成し遂げられます。他の誰にもできない行いです。ですから、自分を他人と比べてはなりません。もし神が、他の人には与えない忍耐をあなたに与えてくださるなら、人は皆、自分の本性に従って行動しているのです。そして、神への信仰があれば、神の許しによって、他の誰にもできない高い地位に就き、他の誰にも負えない責任を託されるでしょう。ですから、自分を他人と比較しないでください。誰もが責任を負っており、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っておられ、すべての創造物は神だけが知る知恵のためにあるのです。ですから、人々に忍耐強く接してください。彼らはそれぞれ自分の道を歩み、創造された目的を果たすよう促されているのです。そして、彼らの害や交流に対して忍耐強くあることに知恵があると信じてください。おそらく、あなたの理解を超えた、あなたの理解を超えた深い事柄、隠された祝福があるのでしょう。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべに優しい主を崇拝しているのです。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。私たちはそれを感じ取り、人間には感じ取れないものも感じ取ります。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることができないことをご存知ですか？なぜなら、神なしでは、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらくあなたは、神の恵み、慈悲、寛大さによって前進するでしょう。しかし、もしあなたが自分自身を強くするための内なる動機を欠いているなら、それはまるで流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えようとしてくださる方に逆らっているかのようです。これはあなた自身の無知であり、自分自身に対する不当な行為です。これは、悔い改めや赦しを求めることを先延ばしにし、礼拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されてしまうという形で現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な手口を学んでいないからです。過去への後悔に囚われてはいけません。あなたの主は赦し深く慈悲深く、あなたの悔い改めを喜んでくださることを知りなさい。過去に固執してはいけません。そして、過去に左右されて今更改しようという決意を固めてはいけません。神と共に自分を強くし、神の助けを求め、自分の能力を過小評価してはいけません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに告げたように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなた方を助けてくださるでしょう。しかし、揺るぎなく誠実でありなさい。全能の神はこう仰せられました。「そして、あなた方が神のために努力すべきように努力しなさい。神はあなた方を選び、宗教においてあなた方に何の困難も課しておられません。それはあなた方の父アブラハムの宗教です。神は以前（以前の聖典において）もこの（クルアーンにおいて）もあなた方をムスリムと名付けました。それは、使徒があなた方の証人となり、あなた方が民の証人となるためです。ですから、礼拝を確立し、ザカートを払い、神にしっかりとすがりなさい。神はあなた方の守護者です。守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしいのです。」その証拠は、不信仰者と抑圧者に祝福が全くないこと、彼の顔に暗い影が差していること、人々が彼を憎んでいること、彼の言葉に屈辱が表れていること、理由もなく過剰に笑うこと、そして親族との絆をほとんど保たないことから彼の寿命が短いことである。それにもかかわらず、あなたは彼が傲慢で、公然と罪を犯しているのを見かける。これは疑いなく、そのような性質を持つ者による明らかな誤導である。神が私たちをお守りくださいますように。おそらく、もし神がそれを望み許すならば、彼の長寿の背後にある知恵は、地上に腐敗を広め、心の病んだ人々を誘惑し、彼のような意志の弱い人々を惑わし、最終的に彼らを滅ぼすことにあるのだろう。それゆえ、信仰を公言する者たちが試練を受ける必要があった。それは、真実の者と偽りの者を区別するためである。真実を語り、忍耐強い者は、たとえどれほど長く続こうとも、抑圧的な政権やサタンと反キリストの勢力による試練や暴政が、神によって定められた分を超えることはないと知っているので、揺るぎない信仰を持ち続けるでしょう。彼らは定められた以上のものを受けることはなく、また、神が定めた以外のことを、信じる男女に課すことはありません。不信仰な者たちは陰謀を企て、神も陰謀を企てます。そして、神は最も優れた陰謀家です。なぜなら、神はしもべたちのために最善のもの、導きと正義の道を選んでくださるからです。これは、神の憐れみと赦しによって、また、彼らが忍耐強く行う行いによって成し遂げられます。他の誰にもできない行いです。ですから、自分を他人と比べてはなりません。もし神が、他の人には与えない忍耐をあなたに与えてくださるなら、人は皆、自分の本性に従って行動しているのです。そして、神への信仰があれば、神の許しによって、他の誰にもできない高い地位に就き、他の誰にも負えない責任を託されるでしょう。ですから、自分を他人と比較しないでください。誰もが責任を負っており、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っておられ、すべての創造物は神だけが知る知恵のためにあるのです。ですから、人々に忍耐強く接してください。彼らはそれぞれ自分の道を歩み、創造された目的を果たすよう促されているのです。そして、彼らの害や交流に対して忍耐強くあることに知恵があると信じてください。おそらく、あなたの理解を超えた、あなたの理解を超えた深い事柄、隠された祝福があるのでしょう。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべに優しい主を崇拝しているのです。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。私たちはそれを感じ取り、人間には感じ取れないものも感じ取ります。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることができないことをご存知ですか？なぜなら、神なしでは、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらくあなたは、神の恵み、慈悲、寛大さによって前進するでしょう。しかし、もしあなたが自分自身を強くするための内なる動機を欠いているなら、それはまるで流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えようとしてくださる方に逆らっているかのようです。これはあなた自身の無知であり、自分自身に対する不当な行為です。これは、悔い改めや赦しを求めることを先延ばしにし、礼拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されてしまうという形で現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な手口を学んでいないからです。過去への後悔に囚われてはいけません。あなたの主は赦し深く慈悲深く、あなたの悔い改めを喜んでくださることを知りなさい。過去に固執してはいけません。そして、過去に左右されて今更改しようという決意を固めてはいけません。神と共に自分を強くし、神の助けを求め、自分の能力を過小評価してはいけません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに告げたように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなた方を助けてくださるでしょう。しかし、揺るぎなく誠実でありなさい。全能の神はこう仰せられました。「そして、あなた方が神のために努力すべきように努力しなさい。神はあなた方を選び、宗教においてあなた方に何の困難も課しておられません。それはあなた方の父アブラハムの宗教です。神は以前（以前の聖典において）もこの（クルアーンにおいて）もあなた方をムスリムと名付けました。それは、使徒があなた方の証人となり、あなた方が民の証人となるためです。ですから、礼拝を確立し、ザカートを払い、神にしっかりとすがりなさい。神はあなた方の守護者です。守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしいのです。」それゆえ、信仰を告白する者たちが試練を受ける必要があったのは、真実な者と偽りな者とを区別するためであった。忍耐強く真実な者は、試練、圧政、サタンと反キリストの勢力が、どれほど長く続こうとも、神によって定められた分を超えることはないと知っているので、堅く立ち続けるであろう。彼らは定められた分以上のものを受けることはなく、神が望まれること以外に、信じる男女に何ものも与えることはない。不信仰な者たちは策略を巡らすが、神も策略を巡らす。そして神は策略家の中で最も優れた方である。神は、しもべたちのために善と導きと義の道を選び、これは神の憐れみと赦しの決意によって、彼らが忍耐強く耐え忍ぶ行いによって成し遂げられる。それは他の誰にもできない行いである。だから、自分を他人と比べてはならない。もし神が、他の人には与えない忍耐をあなたに与えてくださるなら、人はそれぞれ自分の本性に従って行動するのである。そして、もしあなたが神への信仰をしっかりと持っているなら、神の許しによって、他の誰にもなれない高い地位に到達し、他の誰にも負えない責任を託されるでしょう。ですから、自分を他人と比べてはいけません。なぜなら、誰もが責任を負い、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っておられ、すべての創造物は神だけが知る知恵のためにあるからです。ですから、創造物に対して忍耐強くありなさい。なぜなら、それらはすべて、創造された目的に向かって前進するように定められているからです。彼らの害や相互作用を忍耐強く耐え忍ぶことに知恵があると信じなさい。おそらく、あなたが理解できる以上の深い事柄、あなたの理解を超えた事柄、隠された祝福があるのでしょう。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべたちに優しい主を崇拝しているのです。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。私たちはそれを感じ、人間には感じられないものも感じます。ですから、信仰を持ち、忍耐強くあり、そして満足しなさい。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることができないことを知っていますか？それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。それでは、どうやって前進できるでしょうか？おそらくあなたは、神の優しさ、慈悲、そして寛大さによって前進しているのでしょう。しかし、もしあなたが自分自身を強くするための内なる動機を欠いているなら、それはまるで流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えようとしてくださる方に逆らっているかのようです。これはあなた自身の無知であり、不当な行為です。悔い改めと赦しを求めることを遅らせ、礼拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されてしまうのは、あなたがまだ彼らの狡猾な手口を学んでいないからです。過去への後悔に心を蝕まれてはなりません。あなたの主は赦し深く慈悲深く、あなたの悔い改めを喜んでくださることを知りなさい。過去に囚われてはなりません。そして、それが今改心するというあなたの決意に影響を与えてはなりません。神に頼り、神の助けを求め、自分の能力を過小評価してはなりません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに告げたように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなた方を助けてくださるでしょう。しかし、揺るぎなく、真実であり続けなさい。全能の神はこう仰せられました。「そして、あなた方が神のために努力すべきように努力しなさい。神はあなた方を選び、宗教においてあなた方に何の困難も課しておられません。それはあなた方の父アブラハムの宗教です。神は以前（以前の聖典において）もこの（クルアーンにおいて）もあなた方をムスリムと名付けました。それは、使徒があなた方の証人となり、あなた方が民の証人となるためです。ですから、礼拝を確立し、ザカートを納め、神にしっかりとすがりなさい。神はあなた方の守護者です。守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしいのです。」それゆえ、信仰を告白する者たちが試練を受ける必要があったのは、真実な者と偽りな者とを区別するためであった。忍耐強く真実な者は、試練、圧政、サタンと反キリストの勢力が、どれほど長く続こうとも、神によって定められた分を超えることはないと知っているので、堅く立ち続けるであろう。彼らは定められた分以上のものを受けることはなく、神が望まれること以外に、信じる男女に何ものも与えることはない。不信仰な者たちは策略を巡らすが、神も策略を巡らす。そして神は策略家の中で最も優れた方である。神は、しもべたちのために善と導きと義の道を選び、これは神の憐れみと赦しの決意によって、彼らが忍耐強く耐え忍ぶ行いによって成し遂げられる。それは他の誰にもできない行いである。だから、自分を他人と比べてはならない。もし神が、他の人には与えない忍耐をあなたに与えてくださるなら、人はそれぞれ自分の本性に従って行動するのである。そして、もしあなたが神への信仰をしっかりと持っているなら、神の許しによって、他の誰にもなれない高い地位に到達し、他の誰にも負えない責任を託されるでしょう。ですから、自分を他人と比べてはいけません。なぜなら、誰もが責任を負い、神はご自身の創造物に対して独自のやり方を持っておられ、すべての創造物は神だけが知る知恵のためにあるからです。ですから、創造物に対して忍耐強くありなさい。なぜなら、それらはすべて、創造された目的に向かって前進するように定められているからです。彼らの害や相互作用を忍耐強く耐え忍ぶことに知恵があると信じなさい。おそらく、あなたが理解できる以上の深い事柄、あなたの理解を超えた事柄、隠された祝福があるのでしょう。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべたちに優しい主を崇拝しているのです。この御名は私たちすべてを包み込んでいます。私たちはそれを感じ、人間には感じられないものも感じます。ですから、信仰を持ち、忍耐強くあり、そして満足しなさい。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることができないことを知っていますか？それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。それでは、どうやって前進できるでしょうか？おそらくあなたは、神の優しさ、慈悲、そして寛大さによって前進しているのでしょう。しかし、もしあなたが自分自身を強くするための内なる動機を欠いているなら、それはまるで流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えようとしてくださる方に逆らっているかのようです。これはあなた自身の無知であり、不当な行為です。悔い改めと赦しを求めることを遅らせ、礼拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されてしまうのは、あなたがまだ彼らの狡猾な手口を学んでいないからです。過去への後悔に心を蝕まれてはなりません。あなたの主は赦し深く慈悲深く、あなたの悔い改めを喜んでくださることを知りなさい。過去に囚われてはなりません。そして、それが今改心するというあなたの決意に影響を与えてはなりません。神に頼り、神の助けを求め、自分の能力を過小評価してはなりません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに告げたように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなた方を助けてくださるでしょう。しかし、揺るぎなく、真実であり続けなさい。全能の神はこう仰せられました。「そして、あなた方が神のために努力すべきように努力しなさい。神はあなた方を選び、宗教においてあなた方に何の困難も課しておられません。それはあなた方の父アブラハムの宗教です。神は以前（以前の聖典において）もこの（クルアーンにおいて）もあなた方をムスリムと名付けました。それは、使徒があなた方の証人となり、あなた方が民の証人となるためです。ですから、礼拝を確立し、ザカートを納め、神にしっかりとすがりなさい。神はあなた方の守護者です。守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしいのです。」もしかしたら、あなたの理解を超えた、あなたの理解を超えた深いものがあるのか​​もしれません。それは隠された祝福です。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべたちに慈しみ深い方を崇拝しています。この御名は私たちすべてを包み込みます。私たちはそれを感じ、人間には理解できないことを感じます。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることはできないことをご存知ですか？なぜなら、それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらく、あなたは神の慈しみ、憐れみ、寛大さによって前進するでしょう。しかし、あなたを強くする内なる動機がなければ、あなたは流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えたいと願う方に逆らっているかのようです。これはあなたの無知であり、あなた自身に対する不当な行為です。これは、悔い改めと赦しを求めることを先延ばしにし、自分の崇拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されるという形で現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な方法を学んでいないからです。ですから、過去への後悔に囚われてはなりません。あなたの主は寛容にして慈悲深く、あなたの悔い改めを喜ばれることを知りなさい。過去に固執してはならず、今、自らを改める決意を揺るがせてはなりません。神に頼り、神の助けを求めなさい。そして、自分の能力を過小評価してはなりません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに語ったように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなたを助けてくださいます。しかし、揺るぎなく、真実であり続けなさい。全能のアッラーは言われた。「アッラーのために、あなたがたがなすべきように努力しなさい。アッラーはあなたがたを選び、宗教においてあなたがたに何の困難も課さなかった。それはあなたがたの父アブラハムの宗教である。アッラーは以前（旧約聖書において）もこの（クルアーンにおいて）も、あなたがたをムスリムと名付けた。それは使徒があなたがたの証人となり、あなたがたが民の証人となるためである。だから、礼拝を確立し、ザカートを納め、アッラーに堅くしがみつきなさい。アッラーはあなたがたの守護者であり、守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしい。」もしかしたら、あなたの理解を超えた、あなたの理解を超えた深いものがあるのか​​もしれません。それは隠された祝福です。そうです、あなたは慈悲深い主、しもべたちに慈しみ深い方を崇拝しています。この御名は私たちすべてを包み込みます。私たちはそれを感じ、人間には理解できないことを感じます。ただ信仰を持ち、忍耐強く、そして満足してください。神への愛と信頼がなければ、道を歩み続けることはできないことをご存知ですか？なぜなら、それがなければ、あなたはエネルギーも食料も燃料もない人のようなものです。では、どうやって前に進むのでしょうか？おそらく、あなたは神の慈しみ、憐れみ、寛大さによって前進するでしょう。しかし、あなたを強くする内なる動機がなければ、あなたは流れに逆らって泳いでいるかのようです。あなたを助け、支えたいと願う方に逆らっているかのようです。これはあなたの無知であり、あなた自身に対する不当な行為です。これは、悔い改めと赦しを求めることを先延ばしにし、自分の崇拝を疑い、サタンのささやきに屈し、彼らの挑発に流されるという形で現れます。なぜなら、あなたはまだ彼らの狡猾な方法を学んでいないからです。ですから、過去への後悔に囚われてはなりません。あなたの主は寛容にして慈悲深く、あなたの悔い改めを喜ばれることを知りなさい。過去に固執してはならず、今、自らを改める決意を揺るがせてはなりません。神に頼り、神の助けを求めなさい。そして、自分の能力を過小評価してはなりません。なぜなら、そうすることは禁じられているからです。むしろ、私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が私たちに語ったように、絶望するのではなく、神の助けを求めるように命じられています。神はあなたを助けてくださいます。しかし、揺るぎなく、真実であり続けなさい。全能のアッラーは言われた。「アッラーのために、あなたがたがなすべきように努力しなさい。アッラーはあなたがたを選び、宗教においてあなたがたに何の困難も課さなかった。それはあなたがたの父アブラハムの宗教である。アッラーは以前（旧約聖書において）もこの（クルアーンにおいて）も、あなたがたをムスリムと名付けた。それは使徒があなたがたの証人となり、あなたがたが民の証人となるためである。だから、礼拝を確立し、ザカートを納め、アッラーに堅くしがみつきなさい。アッラーはあなたがたの守護者であり、守護者は素晴らしく、助け手も素晴らしい。」

悪魔の挑発に惑わされてはなりません。悪魔は目に見えませんが、あなたの弱さを察知し、知っています。彼らにあなたの感情を操る機会を与えてはなりません。あなたが勝利を収めるのは、このことを悟り、それが時間の問題であることを理解し、神への確固たる信仰を持つときだけです。この確信を通して、あなたは悪魔に打ち勝つことができるでしょう。なぜなら、その時あなたは自分の無知、欠点、そして神の慈悲への信仰の欠如を認識するからです。もしそれがあなたの中にあれば、悪魔を激怒させ、あなたはそれによって悪魔を滅ぼすことができたでしょう。しかし、あなたはそうしなかったため、神に対して誠実であり、神もあなたに対して誠実であるような有益な知識を求めなかったために、挑発に容易に影響されてしまったのです。そうすれば、あなたは確信を持ち、疑念や疑念を払拭し、神に信頼を置くでしょう。あなたの心は強められ、あなたは高められ、神からあなたの内に力が増し加わり、人間とジンの中にいる悪魔の風や挑発に揺るがされることなく、堅固で揺るぎない確信を持つことができるでしょう。なぜなら、あなたは神があなたに与えた恩恵、病気、無力、旅、そして合法的な仕事において神がしもべたちに与えた恩恵を知っており、また、神は宗教において彼らに何の困難も課していないからです。疑問や知らない事柄に深入りしないために、質問したり、研究に努めたりすることに害はありません。この神の慈しみは、神がしもべたちを愛し、全能の神の綱をしっかりと握り、神を深く信じ、神が信仰の敵に対する助け手であり支え手であると確信している人々を支えるものです。ですから、神に悔い改め、過去の過ちや無知ゆえに犯した行いについて許しと赦しを求めなさい。なぜなら、あなたは自分の過ちを理解し、認識し、後悔しているからです。これこそが人を変えるものであり、古い否定的な思考パターンを捨て、その腐敗した基盤、つまり、偽りの知識、反キリストの体制への忠誠、人間やジンの悪魔との交わりを否定せずに、学んだこと、共有したこと、他人に唆したことなど、すべてを解体させるのです。これこそが、悔い改めなければならない不正義です。これはあなたが誇りに思っていたことであり、罪であり、違反であり、誤りであり、悪であり、忌まわしく、拒絶され、非難されるべき醜いものです。しかし、あなたは神の保護、配慮、慈しみ、憐れみの下にあります。全能にして称賛に値する神は、猶予を与えてはくれますが、見捨てることはありません。それでも、あなたが神に立ち返るならば、神はあなたを受け入れてくださいます。神に栄光あれ。それゆえ、すべては神の定めによるものであり、頬に手を当てる仕草さえも神の定めによるものです。ですから、しもべの罪を嘲笑うことには気をつけなさい。さもないと、至高なる神が彼を赦し、あなたを苦しめるでしょう。あなたと彼の間には、神からの保護のベールがあることを知りなさい。ですから、兄弟を嘲笑してはなりません。さもないと、彼はその罪で苦しめられるでしょう。ですから、彼に対してサタンの助けとなってはならず、罪と背きに加担してはなりません。このサタン、イブリースとその子孫、しもべ、兵士たちは、あなた方の同胞の敵です。（彼らはあなた方、彼とその一族を、あなた方が彼らを見ることのできないところから見ているのです。）ですから、彼を敵とみなし、正義と敬虔に協力し、呪われたサタンから神に避難を求め、あらゆる状況において絶えず神を思い起こしなさい。なぜなら、彼はあなた方を待ち伏せているからです、兄弟姉妹よ。神の御前にへりくだり、神の悪と、あなた自身の内なる悪から救ってくださるよう祈り求めなさい。試練があなたに降りかかる前に、その試練を予見していた者以外は誰も逃れられないことを知り、困窮の時に頼れるのは神以外にはおらず、神の助けを求めるべきであることを知りなさい。神のしもべたちよ、私はあなた方と私自身に、あらゆる状況において感謝するよう勧めます。神の慈悲によってどれほどの悪が私たちから遠ざけられ、神の恵みによってどれほどの苦難が私たちから取り除かれ、神はどれほどの過ちを、ご自身の好意として私たちの中に隠してくださっていることでしょう。このような親切に対して、感謝と賛美を欠いた、それに見合う以上のことをして、どうして報いることができるでしょうか。私たちの中には、何の益も害も持たない被造物にさえ感謝を捧げ、その恩恵を帰する者さえいます。そして、神を賛美し、頻繁に神の赦しを求めることを怠り、自己反省を怠り、陰口、中傷、虚偽の告発といった無益なことにふけることをためらわないのです。犯罪者が大混乱を引き起こすのを許すことは、その一形態である。弱者への抑圧について沈黙を守り、彼らを支援せず、真実を語らず、他者と共有する社会の腐敗を防ぐ努力を怠ることも同様である。それはまた、最も危険な暴君を抑止する怠慢の一形態でもある。これは単に気まぐれや見かけ、あるいは不当な権力に従うことではない。それは価値観の歪み、物事の誤ったレッテル貼り、正直で信頼できる人々への嘲りと裏切り、そして嘘つきと裏切り者への信仰である。これこそが欺瞞と偽善の本質である。彼らは民衆を不当に扱い、不当に抑圧し、傲慢な態度を取り、自らの罪を誇示し、激しい議論や激しい論争を通して改革者であると主張したが、実際には彼らが間違っていた。彼らはイスラムの教えから逸脱し、気まぐれに許可したり禁止したりしながら、誰も自分たちに反抗して立ち向かうことはないだろうと考えている。そして、実際に誰かが立ち上がると、彼らはそれを否定し、それが彼らの終焉となる。しかし、偽善者たちはそれを知らない。

アラビア語原文（改訂・修正済み）：

これは偽善の隠れた側面であり、数々の警告や忠告にもかかわらず、あなたがそれを無視しているのは、この世界の現実、その試練、そしてそれがもたらす誘惑について、真の理解と完全な認識のレベルに達していないからです。泣くべき時に笑ったり、責任を負い、自分を責め、許しを求め、神に悔い改めるべき時に嘲笑したりするかもしれません。そうすれば、あなたが隠している真実を知ることができるでしょう。神は慈悲深く、それを隠してはおられません。しかし、あなたが確信を育み、努力を必要とするものを探し求め、それに従い、苦しみや困難にもかかわらず明白なことを忍耐強く耐え忍ぶことによってバランスのレベルに達していない限り、そして、あなたが自分の心、行動、実践を真に信じておらず、問題が明らかになった時に犠牲が必要であることを知っている限り、これは単に忠誠を主張することではなく、試練における成功なのです。この深遠な境地に達していないのなら、どうして神と神の使徒（彼に平安と祝福あれ）についての最高の理解を得て、それを授けられることができるでしょうか。これはそれに関係しており、あなたは常に試練にさらされています。そうです、許しを求め、悔い改め、自分を責め、プログラムされないことはすべて良いことですが、不注意とサタンに対して警告されているときは、これらの武器を使ってはなりません。しかし、彼らの心は慰め、笑い、娯楽、そして嘲笑と陰口に慣れた人々との交友に囚われています。彼らは事の重大さに気付いておらず、あなたが彼らに忠告すれば、彼らはあなたをさらに嘲笑の対象にするかもしれません。このような人々がどうして惑わされないでしょうか。彼らは自ら破滅を招いています。彼らは見かけに騙され、権力、専制、暴力、そして意志の押し付けを装う者たちに騙され、自らを変えたり責めたりすることはありません。彼らは、自分たちが経験していることは何ら悪いことではなく、ただの無駄話や遊びに興じているだけだと考えているが、それは嘘である。もし彼らが正直であったなら、そのような無知によって惑わされ、降りかかる試練から逃れられないという罰を受けることはなかっただろう。彼らは同胞の中の暴君に従い、弱者や卑しい者と呼んだ者たちの助言に耳を傾けなかったこともなかっただろう。したがって、彼らは嘘つきである。彼らは弱者を見捨て、彼らを支えなかったこともなかっただろうし、自分たちが正当に忠誠を誓うべき助言者たちの言葉に耳を傾けなかったこともなかっただろう。もし彼らが悔い改めて神に許しを求めなければ、これは大きな試練となるだろう。なぜなら、神は寛容で慈悲深い方だからである。しかし、試練は必要であり、心にない主張をする者をふるいにかけ、暴き出すために良いものである。敗者とは、過ちにとどまり、自分自身と自分の思考パターンを責めず、悔い改めて善行を行わず、自分と同じような者から離れず、軽蔑していた者やその助言や言葉を軽んじていた者を再考しない者、すなわち試練に成功しない者である。試練は、彼らが単なる見かけを捨てるように意図されている。なぜ彼らはそれを理解せず、認識せず、注意を払わないのか。実際、彼らはそれらを知らないのだから、どうして見かけに従って彼らと親しくなり、尊敬することができるだろうか。真の聖人は隠れていて、彼らの期待通りには現れないかもしれないのに。したがって、彼らは試練を受けなければならない。なぜなら、彼らは嘘つきであり、欺瞞者だからである。たとえ彼らがそうでないと主張したり、「私たちはあなたを知っており、あなたに従っています」と言ったりしても。言いなさい。「では、なぜあなたたちは嘲り、行わないこと、心にないことを主張し、言うのか。実際、あなたたちは逃れることも救われることもなく、滅びるだろう。」このように、あなたたちは試練を受け、救われることはない。なぜなら、あなたたちは真実を語らないからである。これは、あなた方全員が努力して勝ち取ったものです。たとえ彼らのほとんどが恩知らずであろうとも、私たちはためらうことなくあなた方にこの知らせを伝えます。実際、彼らの偽善者のほとんどはそれを拒絶するでしょう。しかし、なぜでしょうか？それは、彼らがそうするようにプログラムされているからです。そして、この理由から、誰かが彼らに立ち向かい、彼らの権力を打ち砕くでしょう。この反乱は彼らを驚かせるでしょう。なぜなら、彼らはそれを予想していなかったからです。しかし、なぜでしょうか？それは、彼らが悪魔に機会と抜け穴を与え、自由などの別の名目で禁じられていることを許し、その問題を些細なことだと主張していたからです。彼らはそう考えていますが、全能の神にとっては重大なことです。なぜなら、それは真実への敬意の欠如と、真実への服従と従順さを問う心の試練を伴うからです。彼らはそれに盲目になっていました。だからこそ、彼らは驚くのです。そして、悪魔が彼らに憑依し、彼らを侵食しているのに、どうして彼らは信じることができるでしょうか？彼らは、無知と不注意から見過ごしてきた抜け穴を悪用して、人々を支配している。なぜなら、彼らは誰かに自分たちの揺るぎない信念と回復力を損なわせ、確信を弱めさせてしまったからだ。彼らは理解せず、学ばず、知識もないまま話し、解釈し、裁きを下したため、自ら道を踏み外し、他者をも惑わせたのだ。誰が彼らに、例外などなく、たとえ最も暗い夜でも光が差し込む場所などないのだと教えたのか？彼らはどんな教訓から学び、どこからその解釈や理解を得たのか？聖域の神聖さを侵害した後、誘惑に駆られることはないだろうと誰が彼らを説得したのか？彼らにこう言いなさい。「あなたたちは何も止めることはできない。すべての力は神に属し、神は全能にして至高の存在なのだ。」

しかし、それにもかかわらず、彼らは自らに問いかけなければならない。なぜ悔い改めないのか。なぜなら、彼らはほとんどの事柄において、赦す力を持つお方から赦しを求めないからである。もし彼らが赦しを受けるに値するお方に赦しを求めれば、赦しを得られるだろう。罪は赦されるが、彼らは嘘つきで偽善者であり、自分たちを赦すお方に赦しを求めない。だから、「なぜ私たちは赦されないのか」と言うことはできない。彼らは恩知らずで、頑固で傲慢であり、罪を認めず、赦しを与える力を持つお方に赦しを求めようとしない。赦しと祝福は、それに値しない者から求めることによって得られるものではない。したがって、あなた方は嘘をついたのであり、その結果は避けられない、必ずや避けられない。だから、このことを理解しなさい。約束を決して破らない、偉大で力強く全能の神に栄光あれ。神は、神を支持する者に勝利を与え、勝利者とは、悪魔が彼らを諦めるまで、悪魔に策略や機会を与えない者です。つまり、彼らは試練に耐え、揺るぎなく、悪魔を混乱させ、出し抜きました。勝利を得るためには、このレベルに到達しなければなりません。悪魔に屈服して、知識も導きも確信もなく、好きなことを主張したり言ったりしてはいけません。あなたは悪魔を疲れさせましたか？彼らを疲れさせ、あなたを諦めさせましたか？もしあなたが、教えられた秘教的な知識に驚き、心の中でそれを拒絶し、外見だけに従うなら、どうして「はい」と答えて嘘をつくことができるでしょうか？あなたは「私はこれを知っている、あれも知っている」と言うところまで達するかもしれませんが、自分の欲望だけに従い、試練が避けられないことを認めようとしません。その試練は、心からの涙と神への嘆願によってのみ、そこから救われることができるのです。これは最善のことです。なぜなら、あなたは外見と物質世界に執着しているからです。しかし、もしあなたが自分のプログラミングを変えていないなら、どうやってそれを受け取ることができるでしょうか？外見にとらわれ、プログラミングを変えていないのに、どうしてあなたにとって良いもの、つまり慈悲、内なる優しさを受け取ることができるでしょうか？どうしてあなたが、この善によって試される運命にある人々の仲間入りをせずにいられるでしょうか？なぜなら、善とは真実であり、報復であり、正義であり、それを受け取るには、広範な腐敗の後、改革の任務のために選ばれた人々を受け入れることが必要だからです。言い換えれば、謙遜と神への嘆願、告白と悔恨、降伏と許しの求め、そして心からの悔い改めがなければ、救いへと至る道は他に全くありません。どうしてこのような判断ができるでしょうか？この慈悲は、努力なしにあなたに与えられる祝福のようなものです。世俗的な誘惑に惑わされた後の最後のチャンスなのです。神はあなたの家にまでやって来て、「これが最後のチャンスだ。さあ、私たちと一緒に来なさい」と告げます。ただし、自分の過ちを認め、過去の罪を悔い改め、その関係を断ち切る決意をし、改心して悔い改めることを誓うという条件付きです。あなたの最大の願望がこれよりも小さかったのに、どうしてこれがあなたに与えられた祝福でないと言えるでしょうか。なぜなら、あなたが先入観のために理解できていないのは、悔い改めによってもたらされる謙遜と嘆願は、あなたが自慢したり見せびらかしたりするために用いるどんな行いよりも、神の目にははるかに尊いということです。それは偽善と傲慢につながります。イブン・アル＝カイイム（神の慈悲がありますように）が言ったように、「うぬぼれた者の行いは神に昇らない」。ですから、兄弟姉妹よ、かつてあなたの心に宿っていた悔い改めはどこにあるのですか？忘れてしまったのですか？この罪がもたらす悔い改め、後悔、嘆願、そして謙遜は、はるかに尊いのです。神は悔い改める者を愛し、自らを清める者を愛される。もしこれがあなたにとって絶好の機会であるならば、偽りの知識や金銭、あるいは神話や伝統を受け継いだ人々や暴君を恐れ、善意、慈悲、赦しをもたらしたこの変化を拒絶し、否定、無知、不信に固執しているならば、どうやってこの機会に立ち向かうつもりなのか。私はあなたに尋ねる。これ以上何を望むのか。これ以上の欺瞞はないだろうか。

全能のアッラーは言われた。「あなた方には、死肉、血、豚肉、アッラー以外のものに捧げられたもの、絞め殺された動物、殴り殺された動物、高所から落とされた動物、角で突き殺された動物、野獣に（一部）食べられた動物（死ぬ前に屠殺できる場合を除く）、石の祭壇で犠牲にされた動物、そして矢で分割しようとする動物は禁じられている。これは重大な不服従である。今日、不信仰者たちはあなた方の宗教を打ち負かすことを諦めた。だから彼らを恐れるな。」そして私を恐れよ。今日、私はあなた方のためにあなた方の宗教を完成させ、あなた方への恩恵を全うし、あなた方のためにイスラームを宗教として承認した。しかし、極度の飢えによって罪を犯す意図なく強制された者は、確かにアッラーは寛容にして慈悲深い。我々が話した例外は、彼らが最も予想していないところから彼らの悪魔的なシステムを解体することである。彼らはどうして、偽りによって勝利し、欺かれないと想像できるのだろうか。彼らの判断はなんと邪悪なことか。彼らは性急な者たちで、欲望に身を任せている。だから私たちは彼らに言う。「罠に気をつけなさい。気づかないうちに罠に陥るかもしれないから。」彼らは理解を掴むことができない者たちだ。なぜなら、その土台が崩れ落ちてしまったからだ。あなたの知識は無意味だ。あなたに何の益ももたらさなかったからだ。あなたは気づかないうちに誤りに陥ってしまった。彼らは言葉、判断、嘲りにおいて性急で、世俗的な利益を渇望し、罪を自慢する者たちだ。これらの偽善者たちは聖書を読むが、喉元までしか届かない。彼らは、至高の名を持ちながら堕落した者たちがいたことを忘れてしまったのだろうか。彼らは理解しておらず、これからも理解しないだろう。なぜなら、彼らは自分が惑わされていることを忘れてしまったからだ。もし彼らが、神に知られた傲慢、高慢、嫉妬、欲望といった心の奥底にあるもの、無知な言葉、嘲り、嘘で人々を笑わせる行為を知らされたなら、「私たちはただ遊んでいただけです」と言うでしょう。真に不当な扱いを受けているのは、抵抗し、私たちに加わろうとしない、弱く複雑な人々です。彼らの心は暗く、容易に惑わされ、彼らを堕落させ、隠していた考えを打ち砕く者たちに驚かされます。誘惑が生じるのは、もしあなたが、安住の地、家族、子供たちを捨て、この世に安定を持たない者に誘惑される前に彼らに尋ねたなら、彼らは驚き、誘惑されるでしょう。なぜなら、彼らは心の汚れを隠しているからです。もしあなたが彼らに、本当に心に闇を抱えているのかと尋ね、警告したなら、彼らは「どうしてそんなことが言えるのですか？私たちは何も悪いことをしていません」と言うでしょう。しかし、彼らの心は確かに黒く、真の自分と向き合った時、その本性を露わにするでしょう。彼らは爆発し、自分たちが正義であり、悪事を働くことなどあり得ないと人々を欺くために用いたまさにその論理が、彼ら自身に降りかかるでしょう。しかし、彼らこそが嘘つきであり偽善者なのです。では、なぜこのような人々だけが誘惑に負けるのでしょうか？それは、真の礼拝には理解と正しい解釈、そして誠実な嘆願、真摯な助けの求め、そして自らの過ちを認めることによる神への謙遜な服従から生まれる謙虚さが必要だからです。彼らの誠実さはどこにあるのでしょうか？彼らは、悪魔に穴に閉じ込められ、出口が見えない人々のように、成功して脱出しようとします。しかし、悪魔の支配から逃れるもっと簡単な方法があることを認めようとしないため、穴の中に留まり続けます。悪魔は、絶望するためには登り詰めて疲れ果てなければならないと彼らを欺きます。このような人々に、どのように助言したり、救い出したりできるでしょうか？彼らはまるで捕らえられた者のようだ。どんなに不当な捕虜であっても、看守は逃れられないと信じ続け、自分は悪魔の手先だと信じ込んでいる。もっと簡単に言えば、誰かがあなたの家に忍び込んで隠れているのに、その鍵はあなたが思っているほど複雑ではなく、とても単純なものだと想像してみてほしい。それは、あなたの持ち物をすべて調べることだ。あなたは自分の頑固さと誤解によって、自ら困難を作り出している。これもまた、あなた自身の行いであり、あなた自身の罰なのだ。なぜなら、鍵を握っている人物はあなたから背を向け、あなたが彼を知っていることに気づいていないからだ。この疲弊こそが、究極の苦痛なのだ。悪の扉を保護と安全の鍵で閉ざし、安心感を覚える者は、忘れて不注意な者とは違う。なぜなら、その場合、誰かが待ち伏せして彼の自由を、ひいては彼の独立した理解力を、そして彼の欲望や気まぐれに従う自由を奪い、神の許しによってそれらを制御しようとするからである。なぜなら、入ることは、苦痛な罠に落ちるように、出るほど容易ではないからだ。苦痛は容易だろうか？そして、微細なウイルスが体内に挿入され、植え付けられ、あるいは接種された場合、その影響はすぐに消えるだろうか？治療法を知らなければ、どうやってそれを取り除くことができるだろうか？むしろ、神が望む限り、これらの人々が心から悔い改め、自らを清め、過ちを認め、真摯な改革の誓いを通して彼らのために執り成しを捧げ、そして彼らの心が徐々に犠牲を受け入れ、快適な領域から一歩踏み出し、たとえ自分自身に不利であっても真実を語る準備ができるまで、待ち続けることになるだろう。確かにそれは苦く困難なことですが、それは彼らが誓いの真実を受け入れ、裏切らず、以前よりも良い状態で戻ってくるためです。そして、神は彼らの心の内をご存知です。もし彼らが行動を起こさない者、つまりそのような性質を持つ者であれば、彼らは泥沼に沈み込み、嘲笑と侮辱を続け、私たちが議論している理解には決して達することはないでしょう。なぜなら、彼らはまさに、彼らを驚かせる者、運命によって彼らの悪意と、彼らが心に隠している邪悪さ、悪意、傲慢さ、腐敗を暴くために現れると定められた者たちに誘惑されるからです。彼らは自分の言動に無頓着で、過剰な会話、無駄話、笑いにふけっています。ユーモアは許容されますが、それは真実の範囲内で、調和を育み、亀裂を修復し、心地よい雰囲気を作り出し、暴力を用いずに教え、配偶者に接するように兄弟に微笑みかけ、親切に接することを目的とするべきです。その源が純粋で、その意図が高尚で、善への愛と正しい心を体現し、傲慢さを解体し、頑なな心の高慢さと罪深い傲慢さを打ち砕くのに役立つならば、信者は社交的で調和を育むが、社交的でもなく調和を育むこともない者には善はない。悪意を抱く者は、「これは私たちには難しい。こんなに快適なのに、どうやってできるだろうか？私たちの話し方、座り方、笑い方を見てみろ。どこに行っても、私たちのような人間がいる。」と言うかもしれない。彼らにこう言いなさい。「私たちはそれを知っています。溺れている人を見かけるたびに、後を追いますか？私たちは彼らがどれほど広範囲にいるかを知っていますが、これは理解力のある人、彼がもたらした警告と忠告の重大さを理解する人にとっては明確な声明です。信者には慈悲、偽善者、嘘つき、欺瞞者には罰です。」彼らは「私たちの財産と家族が私たちの関心事だった」と言う者たちです。しかし、これは弱い言い訳です。なぜなら、彼らの中には、過ちを犯し、誤解し、不正を働き、傲慢になった時に、離れていった者、離れていく者、見捨てられた者がいるからです。彼らはこれを予想しておらず、それは彼らの望みとは正反対の形で現れました。彼らも同じように試練を受け、そして彼に従わなくなるでしょう。しかし、これこそが彼らが偽善者であり嘘つきであることの証拠です。彼らが誠実であれば財産を捨てて大義のために奮闘できるかどうかを試すために、彼らに立ち向かい、そして見捨てられた者たちがいたのです。彼らの警告者もまた、定まった住まいや安定した場所を持たず、彼らをふるいにかけて偽善を暴き、彼らが罠に陥るまで見抜くのです。言い換えれば、彼らは言わなかったことの多くを隠し、嘲笑し、偽り、否定することで義務を逃れ、同胞や長老、そして彼らの欲望に従った後、捕らえられるだろう。そして彼らは警告者を反逆者、追放者と呼ぶ。このように彼らは誤解し、無知なまま語る。こうして彼らに対する定めは成就し、罰が彼らに下るだろう。もし彼らが移住に誠実であったなら、彼に忠誠を誓い、肩に剣を担いでいただろう。そうすれば、彼らが主張するすべての偽りを否定したことが証明されるだろう。こうして彼らは真実を支持するだろう。そして、もし彼らが救いを望むなら、神は彼らに神に従うように教え、彼らに言い訳の余地を与えないだろう。しかし、神は御心にかなう者を導き、御心にかなう者を迷わせる。先に述べた悪意を抱く者、罰を受けるべき偽善者たちもその一人である。そしてよく考えてみれば、それは証拠が彼らに届き、もはや言い訳の余地がなくなった後、そして幾度もの猶予期間を経て、ようやく報復が訪れるのだということがわかるだろう。なぜなら、それは真実とその信奉者にとっての勝利だからだ。これらの人々は抑圧され、偽善者や否定者によってもたらされた害を忍耐強く耐え忍んだ。真実の人々は、まだ報復、正義、そして恨みの救済の時を迎える機会を与えられていなかった。むしろ、彼らは忍耐するように命じられた。なぜなら、神は抑圧者たちを、目が恐怖に凝視する日まで遅らせ、彼らの罪と苦しみが増すように罰を延期するからである。彼らは信じなかったために封印された。猶予を与えられ、悟りを開いた者たち、そして善行と悪行を混ぜ合わせた者たちについては、おそらく神は彼らの悔い改めを受け入れるであろう。全能の神はこう仰せられた。「また、罪を告白した者たちもいる。彼らは正しい行いと悪い行いを混ぜ合わせた。おそらく神は彼らの悔い改めを受け入れるであろう。まことに、神は寛容にして慈悲深い。」（クルアーン 2:157）したがって、彼らは現世の事柄に急いではならず、来世を軽視してはならない。これは、彼らが腐敗が自分たちの考えや社会を支配することを許さず、むしろ腐敗が広がる前に、正しいことを命じ、間違ったことを禁じ、速やかにそれを変えるために行動することを意味します。彼らは、神のために、正義、服従、献身、犠牲の行いを急ぐように命じられています。急ぐことは、来世のこと以外では非難されるべきことです。罪を認め、悔い改め、罪を犯し、悔い改めを新たにし、神に誠実、謙遜、そして真摯な祈りを捧げることに、ためらいがあってはなりません。嘘つきや偽善者は、「私たちは祈っていたのに、祈りが聞き届けられたのを見たことがない」と言います。これらの人々は、世俗の事柄に急ぎ、彼らの祈りは自分たちに害を及ぼすものです。ですから、彼らにこう言いなさい。「あなたたちにとって、来世には地獄の火以外に何もないのか。」つまり、彼らはこの世で報いを受けようと望んでいるので、来世のために何を残しているのでしょうか？そして、神は慈悲深く、そのしもべに答えを与えず、復活の日に彼のために執り成すための何かを蓄えているのです。それなのに、なぜ彼らはこのような邪悪な期待を抱いたことを全能の神に悔い改めないのでしょうか？来世のことに関しては、急ぐことが適切です。また、自分が正しい道、つまり転落することのない道を歩んでいると確信し、安心している場合にも、急ぐことが適切です。これには、善行を急ぎ、悔い改めを早め、自分の過ちを認めることで悔い改めを新たにすることが含まれます。これは、自分の認識と思考パターンを変え、自分の欲望と戦うために神の助けを求めることで信仰を強めます。これは、決して遅れてはならない道です。もし人が神に対して誠実であれば、神もその人に対して誠実であり、その人は来世と楽園に到達するまで守られ、その道を歩み続けるでしょう。性急な者とは、サタンの偽りの策略に飛びつく者たちのことである。そのような者は、認識や否定的な思考パターンを変えておらず、見かけに流される。忍耐強く、性急でない者は、不道徳や不正を避け、そのような行いに加わらず、また、性急に裁きを下したり、復讐を求めたりしない。むしろ、彼らは待ち、学び、ひいては、誰かがそれに気づき、メッセージを広め、支持してくれることを願う。しかし、見かけや偽善、傲慢にとらわれている者は、これを弱さ、無知、あるいは恐れと見なすかもしれないが、そうではない。先に述べたように、急ぐことが適切なのは真理に関することだけであり、真理を守る者は忍耐強く、慎重である。なぜなら、彼らは真理に従うよう命じられているからである。彼らは、もし誰かを傷つけたり、性急に行動したりすれば、自分自身を傷つけることになるかもしれないと知っている。彼らは、不正の本質とその結果を知っているため、自らを害することを恐れます。また、禁じられたことに陥れば、真理が彼らを罰し、抑圧者に背くことを思いとどまらせることを知っているからです。彼らは抑圧者が想像するような形で抑圧者を恐れるのではなく、むしろ抑圧者自身をも恐れています。しかし、抑圧者はそれを知りません。彼らは羊のようで、自分たちの内に復讐する方がいるが、自分たちからではなく、自分たちの内にいることを知らないのだから、どうして疑わしくないでしょうか。それゆえ、彼らの行いは正しくないので、彼らを放っておくべきです。また、豊かに与えられれば喜び、与えられなければ恨む彼らが、どうして疑わしくないでしょうか。実際、彼らは謙遜と質素を特徴とする人々を疑うでしょう。なぜなら、彼らは本質と基礎を求めていないので、彼らに惑わされるからです。彼らが神に選ばれた者に見出したと主張するこの矛盾は、偽善者たちを欺くための策略に過ぎない。料理が完成するように、建物を建てるのもゆっくりと、そして慎重に行う必要がある。彼らの狡猾さも力も、偽善者たちを助けてはくれない。それは、彼らが無知ゆえに誰も埋められないと信じている、ただの落とし穴に過ぎないのだ。彼らは、私たちがその落とし穴をあえて開け放っておき、偽善者たちが皆一緒に落ちていくように仕向けていることに気づいていない。たとえできたとしても、なぜそれを阻止したり妨害したりする必要があるのでしょうか。なぜ彼らは自分の思考回路を変えたり、メッセージを理解しようとしないのでしょうか。理解力のある者だけが耳を傾けるでしょう。しかし、偽善者たちは、自分たちの知的な要塞と思考回路が疑念を抱くことを妨げ、気を紛らわせ、楽しませてくれると考えていました。そして、罰に直面すると、助けを求めて叫び出すのです。彼らは、自分たちが疑った方が、自分たちを惑わした方であることに気付かず、気まぐれに従っていつでも従おうとする言い訳は受け入れられないことを理解していませんでした。むしろ、呼びかけがあった時に従わなかったために罰せられるのです。偽善者たちにとって、それはゲームや娯楽のようなもので、その後、「謝罪してあなたに従います」と言うのです。しかし、そう簡単にはいきません。偽りの言葉を述べたいときにいつでも悔い改めることはできません。復活の日、地獄に入るとき、彼らはまた、自分たちの行いとは違うことをしたいと叫び求めるでしょう。全能のアッラーは言われた。「そして彼らはその中で叫ぶであろう。『主よ、私たちをそこから連れ出してください。私たちはこれまで行ってきたこととは異なる善行を行います。』私たちは、あなたがたに、そのことを思い出す者が思い出すのに十分な長寿を与えなかったのか。警告者はあなたがたのもとに来なかったのか。だから、（罰を）味わえ。悪を行う者には助け手はいないのだ。」したがって、彼らの疑いは犯罪者の計算された欺瞞である。彼らは、自分たちが疑ったものが自分たちの間から現れる可能性があることに気付かず、それが彼らから隠され、彼らはそれやその真の性質についての知識を得なかった。これは、人々の注意を引かないように、人々が耐え、理解できる範囲でのみそれが人々に明らかにされたからである。そして、それは、その保存、隔離、そして徐々に力を増すことを妨げる可能性のある技術を彼らに明らかにしなかった。この隠蔽は、信者にとっては慈悲であり、不信者にとっては苦痛である。なぜなら、彼らは嘘をつき、陰謀を企て、策略を巡らし、魔術を行い、偽りの計画を立て、嘲笑し、あざけろうとするからである。彼らは嘲笑の的となる。なぜなら、彼ら自身が嘲笑されているにもかかわらず、それに気づいていないからだ。状況の変化によって我々が彼らに教えたことを変えたとしても、彼らは理解しておらず、これからも理解しないだろう。彼らの心には病と頑固さが残っており、我々は制御と抑止のためにそれをも変えた。彼らが自己満足に陥ったり、変化などなく、ただ彼らが気づかない緩やかな変化があるだけだとか、単なる偶然だとか、起こることの中には取るに足らない、重要でないものもあるなどと主張しないようにするためだ。実際、すべてには知恵がある。実際、人が嫌うことの多くは、受け入れれば良いものなのだ。彼らは、苦労や犠牲、闘争なしに物事が手に入ると言うかもしれない。そうだ、我々はそれを変えた。なぜなら、変化は徐々に訪れるからであり、彼らは困難な試練を受けているにもかかわらず、それに気づいていないからだ。彼らがあなたに背を向け、拒絶しているのに、どうしてあなたを理解できるだろうか。確かに、それは偶然ではない。むしろ、私たちは状況の変化、人々の理解と意識の高まり、全能の神に対する彼らの心の謙遜、そして神への服従に応じてそれを変えました。したがって、神は信者に勝利を与える義務があります。そして、このようにして、悪を行う者は迷い、彼らの知識は彼らにとって何の益にもならず、彼らは誘い込まれた疑いの罠に陥ります。彼らは偽りの外観に騙され、この矛盾に耐えられず、疑いの罠に陥りました。全能の神はこう言いました。「そして、あなたはそれより前にいかなる聖典も朗誦せず、また右手でそれを書き記さなかった。そうでなければ、偽造者たちは疑う理由があったであろう。」（クルアーン 28:28）この例外は、忍耐のゆえに、全能の神が最も優れたしもべたちを選び、選別したものです。そして、神は彼らの信仰を無駄にしません。全能の神によって祝福されたすべての行いは必ず実を結び、あなたはそれに対する報いを否定することはできません。真理は、信奉者たちが直面する困難にもかかわらず、彼らの忍耐の証として必ず勝利するでしょう。それは、神が信者たちに勝利を与えることを約束されたからです。そして、信者たちは喜びにあふれるでしょう。全能の神はこう仰せられます。「いかに多くの預言者が戦い、彼と共に多くの忠実な信者がいたことか。彼らは神の道において自分たちに降りかかったことにひるまず、弱まることも屈服することもなかった。そして、神は忍耐強い者を愛される。」（クルアーン 3:135）神は彼らの苦しみを和らげ、慰め、励まし、祈りに応え、助け、救済することを望んでおられます。そして、全能の神は善行を行う者を愛されるのです。彼らがそうでないはずがあろうか。彼らは抑圧されながらも耐え忍び、神のために暴君で不信仰な犯罪者たちから受けた害に耐え、過去の反乱を鎮圧し、苦闘と忍耐を通して使命を果たしてきたのだから。そして今、彼らは報復を行う許可を与えられたが、ひるむことも弱まることもなかった。条件が整えば、それは間近に迫っており、サタンの計画と欺瞞者の策略は、彼らが最も予想もしないところから、不可逆的に徐々に解体されていく。頑固な否定者たちは、「どうして私たちの間から彼に啓示されるのか」と言う。彼らは自分たちがそれに値しないことを知っているのだ。なぜなら、力は容易に得られるものではなく、試練を経て、忍耐と苦難を経て、どん底から最高峰へと昇り詰め、完全な満足感、神への肯定的な見方、そして改革のために神に揺るぎない信頼を置くことによって得られるものだからである。信仰の行為や儀式は、全能の神のために、真の唯一神信仰のために、誠実な意図をもって行われるべきであることを知りなさい。神のみから報いを求め、他の何者も伴わず、神のみを畏れ敬うべきである。なぜなら、全能の神は、清く、正当に得て、ただ神のために行われた行為以外は受け入れないからである。したがって、自分の行いに惑わされてはならず、心の怠慢、謙遜の欠如、偽善、あるいは聖なる場所での偶像崇拝によって、神に何かを結びつけてはならない。礼拝と犠牲は、他の何者も伴わず、神のみに捧げられるべきものであることを知りなさい。何年も礼拝しても、受け入れられないかもしれない。しかし、神の恵みと偉大さを1時間黙想し、神の慈悲を望み、神の罰を恐れるならば、1年間の礼拝の報いを受けるであろう。これは、祈りの受け入れにも表れている。祈りの報いを受ける者もいるが、その半分、3分の1、あるいはそれ以下しか記録されない。同様に、これは金曜礼拝に最初の時間に出席することの報酬にも明らかで、それはラクダを捧げることに相当し、2時間目には牛、3時間目には角のある雄羊、次に鶏、そして最後に卵を捧げることに相当します。ですから、熱心に努力し、あなたの行いの中で最も良いものは、心から神を真摯に思い出すことであることを知りなさい。これが、堅固さを保つことが難しい理由であり、決意、粘り強さ、そして継続し、努力し、救済を待つことへの固執が、最も偉大な行いの一つである理由です。したがって、彼らの報酬は計り知れません。なぜなら、彼らの中には、試練の厳しさにもかかわらず、全能の神への確信が見出されるからです。これが真の疎外です。疎外された者は幸いです。神の使徒（彼とその家族に平安と祝福あれ）は、「彼らは誰ですか？」と尋ねられました。彼は、「人々が堕落したときに改心する人々です」と答えました。これが、私たちが柔軟性について述べてきたことが非常に重要な理由です。なぜなら、それは外見に従う人々が信じるように弱さではなく、強さだからです。彼らは、信じれば良いことだけが自分たちに起こるとは信じていない。しかし彼らは信じなかった。もし信じていなかったなら、すぐに神の慈悲のもとに立ち返ったであろう。神は裁きが速い。もし彼らが、善はそれに値する者を様々な形で試練にかけ、揺るぎない信仰を持ち続ける者こそが信者であり、彼らは密かに神を畏れ、命じられたことを行うからであることを知っていたならば。彼らは...本質を畏れ...、「私たちは聞き、従います」と言う。なぜなら、彼らは全能の神の愛を確信しており、悪に見えるものは単に悪に偽装した善に過ぎないことを知っているからである。こうして、誠実で確信のある者は、気まぐれや憶測、意見に従う者と区別される。多くの人が真の信者であると主張するが、内なる自己とその本質についての知識に深く踏み込まなければ、最初の試練でつまずく。著書『道の秘密』で述べたように、人の人格が外界のみに基づいている場合、欲望に駆られ、悪魔に支配されている者と同じ運命を辿ることになります。彼らは囚われ、屈辱を受け、情欲、名声、金銭、そして見せびらかしへの愛に喘ぎます。これは自由とは正反対です。なぜなら、この場合、彼らは自分たちを支配する悪魔を崇拝していることになるからです。成功するためには、これまで何度も述べてきたように、独立した意思決定と自制心が必要であり、それによって根本的かつ効果的な変化と輝かしい成功をもたらすことができるのです。また、人の人格が内界のみに基づいている場合、うぬぼれ、傲慢、プライド、虚栄心に苦しめられ、それは間違いなく持ち主を破滅させ、努力を無に帰します。なぜなら、そのような人は、人やジンの悪魔によって心に病を抱えている者を除いて、理解のある人々に親しみ、また人々に親しみを感じさせ、愛される者にはなれないからです。

これは変化に先立つべきバランスです。バランスの悪い車輪では車は動き出すことができず、コースを外れてしまいます。先に述べたように、自主的な意思決定は厳密さを特徴とする必要がありますが、その前に、人々が理解できる形で新しい計画を受け入れるための土台を築かなければなりません。したがって、私たちが言うように、内面の性格に頼るだけでは不十分です。むしろ、愛、知識、寛容が優勢となり、これらの資質に囲まれている状態になる必要があります。そうすれば、もし過ちを犯したとしても、自分が貪欲で、無作法で、無知で、意地悪で、嫉妬深く、病んでいることを十分に認識し、認め、後悔しながら、責めるべきは自分自身だけです。人々はそのような人物を避け、逃げ出します。彼らは、彼らの悪、嘘、偽善、悪意を避けるために逃げ出すので、最も苦しむのです。ここで、外見の性格がそのような人々に対処する上で役割を果たします。それは過剰ではなく、バランスが取れているべきです。人はできる限り正し、このような人物をできる限り世間に晒し、彼らを避け、他の人々にも警告すべきである。このような人物に時間を費やすべきではなく、同類が多数いる場合は忍耐強く対処すべきである。なぜなら、厳格かつ全員の協力のもとで下される決定は、これらの偽善者を孤立させ、集団的に苦しめることになるからである。

内なる自分に頼ると、特に目標を持っている場合、すぐに怒ってしまうかもしれません。すると、彼らはあなたを妨害したり、あなたの弱みにつけ込んで遅らせようとしたりします。あなたが怒りや感情の爆発によって、彼らを無理やり、暴力的に変えようとするからです。彼らは失うものが何もないので、これはあなたの問題を増やすだけです。彼らはすでに自分のやり方に固執しており、改革など考えていません。彼らは肥沃な土地のように見えたり、蜂を引き寄せたりしますが、善を引き寄せるわけではありません。彼らが引き寄せるのは、荒れた水で魚を捕り、他人を溺れさせ、嘲笑し、そして他人を楽しませるために嘘を広める者たちだけです。彼らに災いあれ！彼らに労力を費やしてはいけません。ここで外なる自分が重要になります。神が変化を許すまで、彼らに影響されることなく、彼らに適応することです。もしあなたが彼らに影響され、彼らを正したり、止めたり、改革を命じたりしなければ、たとえ彼らがあなたを挑発するつもりはなかったとしても、あなたは挑発されて罠にはまってしまうでしょう。そうすると二度負けることになり、それが本当の悲劇です。彼らはそういう風にプログラムされているのです。彼をそばに見つけた人たちは彼を引きずり込もうとしたので、彼らから距離を置き、彼らから離れなさい。さもなければ、あなたは弱くなり、怒りとプライドに屈しそうになり、もしかしたら過度の侮辱に走ったり、復讐を求めたり、彼らの没落を早めてしまうかもしれません。これは、あなたが彼らに対して外部の視点を取り入れ、彼らの立場に立って彼らの無知を理解し、目標に集中して気を散らすものを避けることができていないからです。彼らはただ学んでいないだけですが、まず自己受容の段階を経なければなりません。その瞬間に彼らを変えることができるのはあなたではありませんが、あなたの役割は彼らに影響を与えるよう努力することです。人はこうして変わるものであり、全能の神からの導きがあるため、あなたは結果に責任を負う必要はありません。この努力は、助言し、導き、できる限りのことを正し、助言を与えることによって行われます。これがあなたの役割です。これがあなたに求められている努力であり、彼らを変えることではありません。変化は彼ら自身の決断であり、独立して行われるべきであること、そして性急な判断や先入観、無知に基づく発言を控えるべきであることを彼らに教えなければなりません。そのためには、強い内なる決意が必要であり、その決意は、外部への影響を評価し、誠意をもって行動しながらも、狡猾さを出し抜くことを怠らず、変化し改善していく反応を監視することによって、徐々に強化されていきます。彼らを教育し、引き延ばし、彼らに対する布告が成就するまで、彼らを疲弊させなければなりません。もしあなたが忍耐強く、揺るぎなく、改革と闘争を完遂し、彼らの破滅と処罰を確信し、信者の支援を求め、戦う覚悟があるならば、犯罪者たちはあなたが彼らにたどり着く前に消え去るでしょう。対峙してあなたにたどり着き、あなたが戦い殺す者たちは、創造物の中で最も邪悪な者たちであり、誰も彼らに罰を与えることはできません。

これは、この二つの人格の間の柔軟性と節度のバランスです。これが成功の秘訣です。なぜなら、効果的で意義のある結果を生み出すのは、このような変化と適応だからです。それは、存在がまるで不在のようで、恩恵を認めず、正しいことを勧めず、自分のことと生き延びることだけを気にしているような人とは違います。目標は、自分を孤立させて皆を見捨てることではなく、人々を導き、理解のある人々に慈悲を示し、彼らを救い、サタンの泥沼から引き上げることです。これは、愛、与えること、許しを通して、すべて無条件に行われ、あなたが疲れ果てたり、自分を正当化したり、言い訳をしたり、人々を探し出して説明を長引かせたり、説得を試みたり、影響を与えようと努力したりすることなく、すべての人をあなたに引き寄せる方法です。何事もやり過ぎるとその反対になるからです。「無条件に」とは、人種に関係なく、人々をありのままに受け入れ、平等に扱い、前提条件なしに彼らに力を与えることを意味します。しかし、これは彼らに怠惰、自己満足、安楽、依存を教えるという意味ではない。なぜなら、これらは彼らのリーダーが彼らに教えたいことではないからだ。実際、真実は彼らに、たとえ自分自身に不利であっても声を上げ、公正に扱われ、安楽な時も困難な時も、自分の行動に対して裁かれたり罰せられたりしても、完全に満足して受け入れることを教える。このエンパワーメントとこれらの無条件の価値観は、リーダーの教えに反したり、人々の利益を損なったり、システムの円滑な機能に支障をきたしたりするような方法で実施することはできない。愛、寛容、寛容は無条件ではあるが、戦略を弱体化させたり、不服従したり、聞くことや従うことを拒否したり、反逆したり、虚偽の主張をしたり、偽善や二枚舌を抱いたりすることを犠牲にして得られるものであってはならない。潜入する者は用心せよ。これは柔軟性や変化への対応力ではない。むしろ、それはサタンの策略です。外見を飾り立てて内なる真実を隠し、偽りの味方である反キリストを遣わして人々を欺くのです。反キリストは改革者であり義人であると主張しますが、その真の目的は人々を惑わし、地獄の業火、破滅、滅亡へと引きずり込むことです。しかし、神は真実を語る者を強めます。なぜなら、彼らは神が自分たちの支えであることを知り、確信しているからです。神は彼らに憐れみをかけ、どんなに厳しい試練からも彼らを救い出します。彼らは、すべては知恵と運命に従って起こること、たとえ人々が堕落したとしても、自分たちは先に述べた例外であることを知っています。ですから、すべての出来事が実際には自分たちのための準備と導きであるならば、どうして自分たちに起こることを受け入れないことができるでしょうか。彼らが目にする試練や苦難さえも、最終的には自分たちの利益になるのです。しかし、偽善者たちはこのことを知りません。これもまた、彼らが挑戦しないようにするためです。彼らが耐え忍んだので、彼らの悪は回避されたのです。偽善者たちは、それらを否定することで同じ道を歩まなかったため、義人たちが全能の王と共に栄誉ある地位に就く道が開かれた。彼らは心から神に全幅の信頼を置き、世俗的な手段に頼ることはなかった。これこそが究極の目標である。世俗的な手段は、肉体が頼るものである。これは、イブン・アル＝カイイム（神の慈悲が彼にありますように）が説明したとおりである。

ですから、あなたが霊的な契約を結んでいないなら、どうして人々はあなたの誠実さを信じ、あなたに信仰を抱くことができるでしょうか。物質的な目的や世俗的な欲望に従う人々は、それらが消え去ると、その真の悪質で野蛮な本性が露わになります。彼らは確信を欠いているため、何事にも忠実でいられません。これとは、「神が選ばれたものの中にこそ善がある」と言う人々や、「主はきっと、それよりも良いものを代わりに与えてくださるだろう」と言う人々と、どれほど違うことでしょう。彼らは物質的な目的に心を奪われず、神こそ最良の供給者であることを確信しています。彼らは、忍耐すれば、神は自分たちが神のために捨てたものよりも良いもので報いてくださると確信しているからです。そして、神は豊かな報いを与えてくださり、その宝は尽きることがありません。しかし、彼らの心は狭く、視野も記憶も浅いのです。彼らは物質的な目的に心を奪われており、これは正しくありません。むしろ、心は完全に神に結びついているべきであり、物質的な手段は、世俗的な事柄において敬虔さと改革を達成するための助けとして用いられるべきである。すなわち、これらの誤解を正し、知識を広めるよう努めることによってである。これこそが広めるべきものである。さもなければ、物質的な手段に下心、すなわち物質的な目的、欲望、そして堕落のための動機を与える者たちの仲間入りをすることになるだろう。これは、多くの人々が未だに欠いている知識と理解であり、彼らの内にこの理解が具体化されない。その結果、私たちが皆望む変化は起こらず、すべての人々に正義をもたらす包括的な改革も実現しない。これは、彼らが理解していないからであり、また、改革、悔い改め、善意、そして神への誠実な回帰を通して、自らを変え、再教育しようと決意していないからである。

正直な人は過ちを犯すこともあるが、それを隠したり、ごまかしたり、偽ったりはしない。むしろ、自分の過ちを率直に認める。過ちを犯した者は、その後多くを語らず、多くの質問をせず、過ちを認める前に言い訳をすることもない。そして、心からの後悔の念を表明し、事態を正し、損害を償い、二度とこのようなことが起こらないようにすると誓う。これこそが、加害者の善意を示すものだ。この段階を飛ばしたり、過ちを無視しながら知らないふりをしたりすることは、不正である。それでは、改革も正義も実現されず、報復も行われない。むしろ、それは共有責任からの逃避であり、その責任は、変化を推進し、正しいことを命じ、間違ったことを禁じ、腐敗を回避し、争いや戦争を防ぎ、全能の神の法を適用して利益をもたらすための最も効果的で有益かつ迅速な計画を実行する権限と力を与えられた指導者の肩に完全にのしかかっている。これは容易な仕事ではなく、全能の神に選ばれた者だけがそれを担うことができる。なぜなら、彼らはすべての人々が単一の魂から創造されたことを認識し、理解しているからである。したがって、誰も自分の兄弟のために自分自身のために愛してはならない。だから、神を畏れ、信じ、神とその使徒（彼とその家族に平安と祝福あれ）に従いなさい。報復の時は避けられない。したがって、準備が必要である。私たちは、これが表面的な人々にとってどれほど危険になり得るかを説明する。（人の財産は、本人の自発的な同意なしには合法ではない。）この観点からすると、宗教には強制はなく、誰も強制されることはない。しかし、ここで言う「不法」とは、頑固さや頑固者に対する沈黙によって禁じられたことに陥らないという意味です。報復は避けられず、定められた時が必ず来ます。全能の神は決して約束を破りません。ですから、サタンの沼の魔力の源となるものはすべて、徐々に戦わなければなりません。それに近づく者は溺れることに近づきます。これは、個人の努力と勤勉さにかかっています。理解せず、努力せず、注意を払い、疑念を避ける者は、この問題で自らを解放することを決意しない限り、徐々に流されていき、やがて引き込まれてしまいます。私たちは、対立によって、言ったこと以外の何かを隠していた者が隠れ場所から出てくると言います。あなたは偽りの人々に服従し続けたいですか？それは不可能です。神の敵を否定しながら神への忠誠を主張することは、信仰の一部ではありません。休息は徐々に訪れますが、試練は続きます。遅らせる者は自らを害しており、責めるべきは自分自身だけだ。自由という概念は歪められ、人々は快適さに囚われ、戦いが定められたことを忘れてしまっている。彼らはこれを受け入れる準備ができているだろうか？ 心は、努力、勤勉、段階的な進歩、そして急ぎ足でなければ、神以外のものへの執着から解放され、改革されることはない。この問題には段階があり、手遅れになる前に急ぐ必要がある。預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が、ある男に「ウカシャがあなたに先んじている」と言った言葉をよく考えてみよ。これは、麻痺状態に陥らないように注意せよという意味だ。それは、意見の余地を残しておくようなものだ。確信に達した時にその余地は閉じられ、そうすることを許された者は破滅する。それは、命令されたことを実行できないようなものだ。そして、猛スピードで走る列車の進路に留まったために、あなたは滅びる。頑固で誤った考えを持つ否定論者のために、列車の運行や計画、戦略を中止すべきだろうか？

したがって、人々の心をつかみ、愛を得ることは、人々が行動し、信頼を得て、真実が明らかにされた後も完全な独立と信念を維持するために不可欠です。使徒の義務はメッセージを伝えることだけでした。彼らが不信仰を選ぶなら、私たちは彼らに何も強制しません。しかし、これはイスラム法の違反を容認することを意味するものではなく、計画の実行を妨げたり、その完了を阻止したり、妨害したりすることを意味するものでもありません。従う者は誰でも歓迎されますが、彼らは契約を遵守し、履行しなければなりません。それに反対する者は、罰せられ、滅ぼされるでしょう。人は、義務と義務でないものが示された後、自分の好きなように行動する自由があります。しかし、この人は猶予を与えられた者の範疇に留まり、完全に自由に行動したり、自分の好きなように改変したりできるわけではありません。もし彼らの心が封じられ、地獄の民の中にいて堕落するならば、彼らは誘惑に惑わされる段階に達し、逃れることができなくなるでしょう。彼らの知識も支持者も役に立たない。彼らは阻止され、その動きは麻痺させられる。実際、彼らは投獄され、拷問されるだろう。これは、彼が隠れているわけでも、身を隠すこともできないわけでもなく、心が頑なな者、嘘つき、偽善者、否定者、頑固者、誤った者、そして神の怒りが下った者たちの範疇に入るということである。彼は自由だが、それは表面上だけであり、彼は気づかないうちに惑わされている。計画や戦略が立てられ、実行に移され、全能の神が許すときに真実の確立と虚偽の根絶が始まると、彼は必然的に誘惑されるだろう。彼は泥沼にはまり込み、呼びかけに耳を傾けないだろう。したがって、彼は計画を妨害し、逃れることができないだろう。先に述べたように、彼は泥沼にはまっている。これは比喩である。プログラミングを変えていない者は、同じ基準で言えば、頑固で、自分が破滅に向かっていることに気づいていない。彼は破滅する運命にある。彼は無力であり、罰から逃れることはできない。なぜなら、正当な戦略計画を実行することによって、彼は打ち砕かれ、すり潰され、滅びゆく者たちの中に投げ落とされるからである。私たちの預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）は言った。「人は皆、朝になると、自分を売りに出て、自分を解放するか、自分を滅ぼすかのどちらかである。」 人は二種類いる。神に自分を売る者と、サタンに自分を売る者である。全能の神はこう言う。「そして、人々の中には、神の喜びを求めて自分を売る者がいる」（つまり、彼は神に、そして神の喜びのために自分を売るのである。神は栄光と崇高であられる）。全能の神はまたこう言う。「確かに、神は信者から彼らの命と財産を楽園と引き換えに買い取った」（9:11）。そして全能の神はこう言われる。「彼らは神の党派である。疑いなく、神の党派は成功する者たちである」（9:15）。多くの人々がサタンに身を売り渡しており、彼らは自分の行いを否定するようなことを言っているが、それは嘘である。彼はサタンと自分の欲望を崇拝し、自分のプログラムにしがみつき、自分が正しいと思い込み、自分を責めなかった。そのため、彼は気づかないうちに溺れてしまうまでそこに留まるが、誤った道に導かれるのは当然のことである。彼はサタンと戦うことを怠ったか、あるいは、たとえ自分が善行をしていると思っていたとしても、後悔と自責の念が何の役にも立たない日に訪れるまで、自分の損失に気づかないのかもしれない。

それは腕相撲のような戦いだ。明確で、十分に定義された戦略的な知識、そして悪魔との戦いで得られる確信なしに戦うということは、あなたの努力がすべて無駄になることを意味する。より強い手を持つ者が戻ってきてあなたを屈服させ、より強くなり、あなたの腕をねじり上げる。損失は努力そのものではなく、免疫力を築くためにその努力を使わなかったこと、そしてあなたが近づいているという確信を失ってしまったことだ。悪魔は変装と隠蔽、狡猾さ、嘘、そして欺瞞を用いる。あなたは自分が彼らの手に近づいていることに気づかないかもしれない。しかし、先に述べた知識と確信がなければ、腕相撲のように、彼らの拘束を解くことができた最後の瞬間に手を離してしまうかもしれない。しかし、この場合、あなたは彼らを見ることも、格闘している自分自身を見ることもできない。あなたはもう一方の腕をねじられ、あるいはあなたにねじられている。これがあなたが困っている理由だ。努力が無駄になった場合、損失は二重になるからだ。あなたはすでに悪魔に従ったことで敗北している。それが最初の損失だ。彼らから解放される道は確かに存在するが、力と確信をもってその道を歩まなければ、長く苦しい闘いの末、屈服を強いられる寸前まで追い詰められ、結局は失敗して無力になるという、またもや敗北を喫するかもしれない。それはまるで壊れたレコードのようで、彼らの支配は変わらない。さあ、これを10回、20回、1000回と繰り返すことを想像してみてほしい。毎回、あと一歩というところで、あなたは力を緩めてしまい、サタンの手が戻ってきて、まるであなたが無駄に努力したかのように、支配とコントロールを維持するのだ。では、知識、明確な戦略的ビジョン、そして揺るぎない確信に身を捧げたとしたらどうだろうか。あなたは彼の取るに足らない策略を理解し、彼が打ち負かされるまで任務を完遂しなければならないと悟る。あなたは力を分散させるのではなく、一度にすべての力を結集し、忍耐と不屈の精神をもって粘り強く努力しなければならない。先に述べたように、任務を完了せずに20回も戦うのではなく、一度きりで全力を注ぎ、彼の策略を打ち破り、彼を屈服させ、一気に彼の腕を折ってねじり上げなければなりません。こうしてあなたは彼に勝利し、その後彼を避けることができるのです。なぜなら、解放戦争は困難で骨の折れるものであると同時に、容易に屈服へと誘われる誘惑でもあるからです。多くの人々は、熟慮せずに発する質問、言葉、行動によってこの罠に陥ります。それらは危険であり、人々を地獄へと導くものです。例えば、誤ったイマームの行動、知識のないまま宗教的裁定を下す者、あるいは異端を広める者などが挙げられます。スンナに少し従うことは、異端に大きく従うよりも良いのです。

この道において重要なのは結果ではなく、その道を歩み続ける中で死ぬまで努力し、闘い続けること、そして揺るぎない決意である。ゆえに、満足と受容は、その闘いを続けることによってこそ真実であることが証明されなければならない。結果に責任を負う必要はないが、努力に対する責任を免れることはできない。むしろ、結果は努力から生じるのだから、あなたは責任を負うべきである。満足の偉大さと報いは、欲望に抗う努力を伴うことから生まれる。結果として、長い道を歩み続けることになるが、それは努力の結果に過ぎない。欲望に身を任せて「これが結果だ。私は責任を負わない」と言う者のように、努力せずに留まることはできない。むしろ、努力しなかったからこそ、あなたは責任を負うべきなのだ。道は短くはない。最も重要なのは、その終点に到達すること、すなわち死ぬまでその道を歩み続けることである。これは、預言者（彼とその家族に平安と祝福あれ）の家族と聖典に従うことによって達成されます。彼らは人々を導き、預言者のスンナを教えます。それは、正しい道とまっすぐな道を歩み続け、地獄に落ちることから救われることです。これは、神の知識と確信によって、正義への確固たる決意をもって旅を堅く続け、腐敗、浪費、不正の後に悔い改め、改革することによって達成されます。したがって、人は神の慈悲に喜び、すべての罪を赦してくださったことに感謝し、悔い改めて赦しを求め、人々と石を燃料とする火から自分自身と家族を救わなければなりません。これは、先に述べたように、ジハード、すなわち知識と確信の道を死ぬまで努力することによって達成されます。この努力の後、満足して信じるならば、結果について責任を負う必要はありません。なぜなら、確信は必然的に神から来るからです。この世でのジハードに満足するならば、その結果は必ずあなたを満足させるでしょう。預言者ムハンマド（彼に平安と祝福あれ）が人に言ったように、「あなたはあなたが愛する人と共にいるでしょう」。あなたが神と神​​の使徒（彼に平安と祝福あれ）とその家族への愛に誠実であると述べるだけで十分です。この愛と信仰によって、あなたの体は宗教に従い、支え、熱心に活動するように動かされるでしょう。それは必然です。それがどのようにして起こるのかを問う必要はありません。それは努力の結果として必然的に起こるのです。それは必ず明らかになります。そしてこの努力とは、あなたの心を清めるための努力です。あなたが心を清めるならば、それは心の生命と正義です。その後、あなたの体の残りの部分は必然的に正され、神を喜ばせる善行と服従の行為が体に向けられるでしょう。どのように、いつなのかを問うのではなく、「全能なる神に栄光あれ、神に賛美あれ、神は最も偉大であり、神以外に神はいない。神は全能であり、正しいしもべたちの導きを保証し、誠実な祈りによって信仰深いしもべたちを耐えられないものから救ってくださった」と言いなさい。あなた方は、確信と努力に応じて学び、忍耐し、地獄の火と墓の試練を免れるでしょう。私たちの預言者ムハンマド（彼とその家族に平安と祝福あれ）は、「墓は来世の最初の段階である。そこから救われた者は、その後に続くものが容易であることに気づき、そこから救われなかった者は、その後に続くものがより厳しいことに気づくだろう」と言いました。したがって、この試練は困難ですが、神が容易にしてくださる者にとっては容易になるでしょう。私たちは、人々が忠告されることを好まず、自分の過ちを認めたがらないため、あなた方にこのことを伝えています。しかし、あなたは彼らに立ち向かい、彼らの過ちを認め、それを速やかに正す必要性について率直に話さなければなりません。彼らがあなたの助けと支援を受けられるように、まず明白な原因から始めなければなりません。そして、人々を恐れてはなりません。神に誓って、人々に神の定めに異議を唱える権利があるでしょうか。何かを語った後には必ず試練があり、それは困難なものとなるでしょう。なぜなら、その中に大きな報いがあるからです。しかし、あなたが準備をし、内面で確信をもって自分を強くすれば、それは困難ではありません。偽善者や優柔不断な者を見分けるのは、外見上は困難で骨の折れることのように見えるかもしれません。しかし、神は信じる者を強めてくださいます。私たちは、恐れさせないように、しかし行進から、戦いから、欲望に逆らうことから背を向ける者たちを待ち受ける恐怖と罰について警告することは難しいと言います。この意味で、報いを促し、この任務を託された者たちを敬うことは難しいのです。誰かを励ましたいとき、「おめでとう！大変な難関を乗り越えたね。君にはこれだけの価値があるよ」と言います。このようにして、私たちは物事が難しいと表現するのです。偉大な功績や偽りとの戦いは、それにふさわしい人だけが成し遂げられるものです。では、物事は容易なのでしょうか？確かに容易です。なぜなら、神がその信仰によって力を与え、支え、勝利を与えてくださる人こそが勝利者だからです。勝利は、信者がそれを確信し、前向きな見通しを持った後に訪れることに注意してください。だからこそ、私たちはこう言います。多神教徒や不信仰者の中から現れる偽善者とその仲間たちと対峙することを受け入れ、彼らの害悪に忍耐強く耐え、性急にならないことが必要です。禁欲主義を放棄しないように注意してください。さらに、自己の欲望と偽善者たちが仕組んだことに反対することが不可欠です。彼らは方法や計画の実行方法を知っていますが、実行しません。したがって、彼らの挑発を無視し、彼らの罠に陥らないことが必要です。これは、神に選ばれた者に対する揺るぎない信仰、忍耐、服従、従順の誠実さの試練です。犯罪者はしばしば自分が支配していると信じていますが、実際には彼ら自身が欺かれており、気づかないうちに誘惑され、ふるいにかけられるのです。これは彼らが望む方法やタイミングで起こるのではなく、彼らが隠していることと明らかにしていることを知っている全能の神が望む時に起こるのです。彼らは隠していることを隠蔽し、していないことをしているふりをし、犯した罪を見過ごしている。このような人々は、最良の部分を引き出すために試練を受けなければならない。もし彼らの悔い改めが誠実であれば、謝罪し償いをすることに同意し、自分たちの行い、あるいは彼らに賛同し支持した偽りの人々の行いを否定し、彼らの教化を捨てるだろう。そうすれば、彼らは復讐者の裁きを免れる可能性が高い。そうでなければ、彼らはその裁きに陥るだろう。この二つの間には他に道はない。外見上は何かを主張し、それに属しながら、内面では腐肉よりもさらに腐敗した、それとは正反対のものを抱くことはできない。また、嘘をつき、嘲り、支持し、偽りの人々に賛同した抑圧者たちを罰せずに見過ごすこともできない。彼らは偽りの人々と何ら変わりない。彼らは偽りとの戦いが始まったばかりの頃、そして最盛期に、毒を煽り、広め、拡散していたのだ。彼らは創造物の中で最も悪い者たちである。彼らは、知ってか知らずかに、自らこの行為を始めたので、試練を受けることになる。なぜなら、彼らの心は長い間頑なになり、覆いで覆われてしまったからである。彼らは、嫌なことに我慢できず、むしろ性急で、外見だけを見てそれを信じ、内なる真実には注意を払わなかった。そして、彼らは互いに偽りを競い合い、求められることや望ましいことから逸れていく。それは、彼らがまだ正しい解釈を理解しておらず、またそれが啓示されていないからである。真理に自らを合わせず、真理の必要性とそれを無視することの重大さを理解しておらず、それが彼らの心に不和をもたらし、神の罰を招くことを理解していないのだから、どうして誘惑されないでいられるだろうか。どうして彼らが一致し、成功できるだろうか。彼らは、結果に責任がないという言い訳を口実に、虚偽に立ち向かうことを避け、真実を語ることを黙認し、善を勧めることを怠り、虚偽を見過ごし、悪を禁じる無能を主張する者たちの中にいる。彼らは、先に述べた努力の条件を忘れ、その重要性と、物事を誤解することの危険性について言及している。誤解は、宗教への熱意を冷まし、ジハードと改革を愛すること、変えられるものを変えること、そして、たとえ心の中でだけでも、信仰を軽んじること（それは信仰の最も弱い形態である）から、軽んじること、次に舌で、次に手で、そして最後に手足で軽んじることから、彼らを遠ざける。これは、過去の残滓、失敗した実験、人々の絶望と解決策を見出せない無力感、争いと紛争の蔓延、部族間の紛争の根深さ、戦争の激化を消し去らなければ変化が起こり得ない状況になった後、彼が率先して根本的な変革のための改革を自ら実行することを意味する。その時点で、改革の意志とその提唱者に従わない者は、自らを責めるしかない。イスラム教は服従、条件付き忠誠、平和、安全、和解、休戦の誓約に基づいている。なぜなら、敵が専制的になり、敵に対する同盟が義務付けられているからである。服従しない者は、神の意志により、正義に従って戦われ、殺されるだろう。グレーゾーンや中立の政党でさえ、安全で平和な平和への忠誠を誓っていないため、偽りの側に立っている。したがって、その時、第三の選択肢はなく、二つの陣営しか存在しない。揺るぎない信仰の陣営と、揺るぎない偽善の陣営である。私たちがこのように言うのは、試練が厳しく困難であり、愛と救いと平和を訴える者は誰でも辱められ、非難され、信じてもらえず、偽りの告発をされ、身に覚えのない罪を着せられるからである。これらの人々は彼に魅了されている。なぜなら、彼らはこう言うかもしれないからである。彼は自分がしたことを私たちに話してくれましたが、それは私たちには想像もできないことでした。すると神は憐れみをもって彼を受け入れ、何度も立ち返る御名によってご自身を彼に示し、悔い改めへと導いてくださいました。それは、罪を犯した者たちに対する証拠となるためです。これは戦争や憎しみへの呼びかけではなく、真実を語る者への愛と平和そのものです。もし彼が悔い改め、神がその悔い改めによって彼を尊ぶならば、それは人々のために、そして人々への愛ゆえです。神は愛に満ちた方、玉座の主、御心にかなうことを行う方です。それは彼らに対する証拠となり、彼らが「知らなかった」とか「赦しを求めて立ち返れば受け入れられるとは思わなかった」とか、彼の主張が脅迫や威嚇で汚れているなどと言えないようにするためです。しかし、これはサタンの欺瞞です。実際、彼があなたに知らせ、告げるとき、あなたは善への道が悪に見える何かによって偽装されていたことを知るのです。しかし、誘惑に負けてそれを拒むのは、あらかじめ準備をしていなかった者以外に誰がいるだろうか。そうして、彼は自分の言うことを言ったり、罪を犯したり、義人を悪く思い、彼らが恐怖を広めたり、人を殺したりしていると信じ込む。しかし、これは真実ではない。むしろ、無知と虚偽を広め、情報を散逸させ、努力を分断し、分裂させ、メディアや政府を支配し、人間やジンの悪魔の中から権力を行使できる者を通して、彼らを地獄に引きずり込むのがサタンの計画なのだ。言い換えれば、彼はサタンの武器をひけらかすが、注目を集めないように、状況が悪化し、自分に不利になった時だけそれを明らかにします。彼は狡猾なのです。

しかし、サタンの兵士たちがあなたに尋ねない質問は、全能の神に悔い改め、心から許しを求め、神の前にへりくだり、過去の罪を悔い、二度と罪を犯さないと誓ったにもかかわらず、拒絶された人がいるかということです。これがサタンが隠している質問です。では、誰があなたを妨げているのか考えてみてください。あなたのイスラム教徒の兄弟姉妹の中で、あなたの救いを喜ばない人がいるでしょうか。あなたの信仰の仲間の中で、あなたが地獄の火から救われるのを見て喜ばない人がいるでしょうか。どうして難しいと言えるでしょうか。サタンが常に存在し、人々の状況に応じて計画を変え、絶望の末に反キリストを解き放つとき、どうして難しくないと言えるでしょうか。サタンは敵です。一つの計画が失敗すれば、彼は次の計画に移ります。たとえそれがあなたにわずかな害しか与えないとしても、疑念を植え付け、許されているものであなたを誘惑し、あるいはあなた自身の価値を疑わせることさえあります。すべてはあなたの信仰を弱め、神の慈悲に絶望させ、あなたが知らない全能の神に何かを帰するように命じるためです。これがあなたが標的にされている理由です。すべては神の意志によるものですが、責めるべきはあなた自身です。神は誰にも不当なことはしません。しかし、あなたの信仰に空白があったため、彼がそこを通って入り込むのは当然のことでした。責められるべきはあなたです。あなたがその空白を埋めなかったのです。どれだけの人がドアを開けっ放しで寝て、なぜだろうと不思議に思うでしょうか。彼らは自分たちを守るための計画に従うように命じられていたのに、それを無視したのです。同様に、サタンの手法は、あなたが自分を卑下し、自信を失わせ、愛と熱意、そして平安と平和に満ちた生活を送ることができなくなるようにすることです。これは、神と神の使徒（彼に平安と祝福あれ）への信仰と確信を通して得られるものであり、それによってあなたは堅固さと忍耐力を授けられるでしょう。これは、献身、規律、そして努力を必要とする努力です。結果を心配する必要はありません。なぜなら、あなたが誠実で全能の神を喜ばせるならば、神はあなたに誠実であり、あなたに満足し、あなたに満足を与えてくださるからです。そうすれば、あなたはサタンに勝利するでしょう。すべての人には仲間がいます。学び、探求に励むならば、あなたは必ず目標に到達し、試練を受けるでしょう。あなたは勤勉であり、知識を守り、与えられた資源を無駄にしないでしょうか。これらは、新たにし、努力し、守り続けなければならない心からの行いであり、私たちは神に感謝しなければなりません。あなたは、神が最も慈悲深く、最も寛大であり、あなたに祝福を与えてくださったことを知っています。サタンがあなたの現状についてあなたを欺く機会を与えないように、神を頻繁に思い出してください。揺るぎない意志を持つことは難しいですが、計画の確実性の必要性を認識し理解すること、誘惑に打ち勝つこと、そして人々が慣れ親しんでいるものが偽りである場合、それに対処することこそが、あなたが命じられた誘惑との戦いです。あなたの忍耐と粘り強さによって、あなたの誠実さが試されます。その後、結果は二つしかありません。成功するか、徐々に崩壊するかです。神は御心にかなう者を支えてくださいます。今、私はあなたに悔い改めて許しを求め、「あなた以外に神はおらず、あなたに栄光あれ。確かに私は悪行者の一人でした」と頻繁に唱えるよう勧めます。なぜなら、不正と無知のために忘れ、気づいていないこと、そして過ちを認めることによって、障害は取り除かれるからです。しかし、単なる見せかけや以前と同じままでいることでは、改革は実現しません。兄弟たち、そしてあなた自身の破滅と怠慢を引き起こした者たちから、自分自身を切り離すことが不可欠です。その不和のために、神の保護がなければ、あなたは滅びるところでした。彼らが悔い改めて謝罪して戻ってこない限りは。そうでなければ、彼らは避けられるに値します。真実は真実であり、虚偽は虚偽です。いかなる状況であっても、両者の間に妥協も、えこひいきも、和解もありません。あなたはこれらの目に見えない事柄を確信しなければなりません。あなたが清らかな心でこの確信に内面的に近づけば近づくほど、勝利は近づきます。その顕現は遅れることはありませんが、払わなければならない犠牲があり、究極の犠牲もあります。あなたは最高のバランス点に到達しなければなりません。そうすれば、あなたは自分にとって最善のものへと急ぎ、その道で成功し、導かれるでしょう。あなたの人生で最も重要なこの道において、遅延は許されません。敵が待ち伏せしており、セメントの泥のように、そこに長く留まるほど、それはより固くなり、抜け出すのが難しくなるからです。

したがって、明瞭に述べられる事柄の中には、心の行い、心を清める努力、そしてムハンマドとその家族（彼らに平安あれ）に頻繁に祝福を祈願することが含まれます。なぜなら、内なる自己はバランスが取れていなければならないからです。そして、もしあなたの外見が良くないなら、それがあなたの内面を覆い隠すことを許してはなりません。そうでないと、あなたは学ぶこともできず、私たちが述べた救済の確信を得ることもできません。なぜなら、あなたは自分の内なる自己と相容れないものを求めているからです。それは、あなたが持ち主や所有者以外の人に何かを求めたり、彼の地位やあなたへの恩恵を知っていると主張しながら、彼について言及したり、彼への愛を表明したりしないようなものです。それでは、どうして彼に従いたいと言えるのでしょうか？彼はあなたに怒っていると思いませんか？どのように従うのかを尋ねて、彼に従っていると主張してはいけません。問題は解決済みです。あなたの行動はあなたの心の中にあるものを反映します。もしあなたの心が空虚で、病んでいて、腐敗しているなら、あなたの行動は同様の結果しか生み出しません。ですから、神の御心により、あなたは一人ぼっちになることはありません。安心してください。しかし、なぜ人々の歓心を買うために戦いから逃げ出すのか？これは絶対に許されないことだ。自分の言動を決して軽視してはならない。真実を歪める道を開くこともあれば、それが祝福され、成長し、繁栄することもある。そして、あなたはそれの立役者となるだろう。なんと素晴らしいことか！あるいは、その悪を止めたり、その根源を塞いだりすることを怠れば、あなたはコップから溢れ出たものを溺れさせた者たちの仲間入りをすることになるかもしれない。なぜなら、権力を得た後、それを築き上げ、そのために戦った者たちの中にいなければ、あなたに居場所はないからだ。

もしあなたが悪意を抱き、軽率に行動し、性急に判断を下したために、新たな変化の中に居場所がないのであれば、変化とその担い手は、その価値を嘲笑し理解しない者を受け入れません。では、来るべき変化に欠陥や不備があると主張し、それを損なおうとする者はどうでしょうか？彼らは間違いなく、この世のいかなる罰も受けないでしょう。私たちは確信を持った者だけを受け入れ、私たちを試そうとする者、疑念を植え付けようとする者、あるいは既に理解し解決策を見出した質問で私たちの時間を浪費しようとする者は受け入れません。だからこそ、本書の著者は、あなたがどれほど賢く、あるいは日和見主義的に理解しようとも、象徴的なものであっても、何かを犠牲にすべきだと意図したのです。重要なのは代償ではなく、忠誠心です。あなたは助けを求める者の権威の下にあり、それに従わなければ何の恩恵も受けられません。例えば、メソッドの秘密が3番目の部分に書かれているため、それに固執する人もいるでしょうが、心の清らかさがなければ恩恵を受けることはできません。すべてのポッドキャストは人工知能によって送信され、アラビア語から変換されたオリジナルの英語訳が保存されているため、たとえ軽微なものであっても、罰を受けることになるでしょう。その本はあなたに送られます。たった1ドル、コーヒー1杯分の値段なので、買えないとは言えません。これは簡単な例ですが、要点は、あなたが求めている人が望んでいないことで、自分が得をしていると考えることに注意することです。もしそれを手に入れたとしても、それはあなたが求めている人の意志であり、あなたが必要としているのは、彼らからあなたの心から疑念と闇を取り除くものを求めることだと理解してください。彼らはあなたのような人に理解されたくありませんし、あなたは自分の努力と方法で理解していると思っていますが、それは幻想です。ですから、受け入れて変化し、真の漸進的な変化から恩恵を受け、楽しむことができる新しいプログラムを確立してください。これがこの方法の秘訣であり、あなた自身の利益のために信じ、実践すべき最初の変化です。これが本書のために私たちが選んだ読書ガイドであり、万物の主である神に栄光あれ。

神よ、あなたに栄光あれ。あなたに賛美あれ。あなた以外に神はいないことを、私は証言します。私はあなたの赦しを求め、あなたに悔い改めます。
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